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今般常務( 編輯〉政岡基弐氏僻任に付昭和十六年六月十九日開舎の評

議員舎に於て補歓選是非を執行致しました結果下記の通り 首選相成りま

した。

常 務 ( 編 輯 ) 増 井 敏 克 氏

昭 和 十 六 年 七 月 一 日

枇 閣 法 人 日 本 建 築 協 曾

見 皐 休 止 の 件

七月見撃は、大日本養豚場の致定なりしも、今尚工事の関係上、先方

完成の運びに至らず、加ふるに暑気の候とも相成申候侠七、八月は見

皐休止の事に致し候間不惑御諒承被下度

追而見事舎の代りにと目下折角考究中に付成案を得たる場合は弐

競合告仕候

...・・・・圃・ M ・聞・・・・・・・・R・・・・- - - 同情・・・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・・園町- - - - - - - - - - - - -

舎 員 倍 加 企 願 ひ

諜而b 願ひの一人一名新入舎者御紹介の儀は、是非御協力被下度特に

願上候

舎勢幹事曾幹事長 谷

編 輯 事 務 員 異 動

H属 託 小 坂 常 男

五月 三十一日附、編輯事務H属託ヲ解ク

山 形 憲 、

六月 三 日附雇採用、編韓事務指営

民 歳

枇 圏 法 人 日 本 建 築 協 曾



1. =  1海 域 = 之 丸 大 観 ( 東南隅櫓上層屋根より見る 〕

f喋 城 の 丸

し一一」

潟 . ・ 港 島 英 太 郎

第 2 圃解蔵

本闘は帝室岡香「寛永行幸御妓内園 J の

二之丸を 中心とする復篤印脅紙上に寛永三

年後7 ] ( 尾天皇行幸省時の殿舎の様子と、現

存遺構 との関係を明縫ならしめる f誌に手を

加へたもの。 l から 15までの黒〈主主 っ た建

物が闘賓の現存遺構であり 、 16から 22に至

る建物が寛永行幸笛時二之丸内に建 ってゐ

た主要殿会である。闘を通じて寛永行幸笛

時の二僚妓ニ之丸が如何に結権善美を重量し

たものであ った かを 十 分に推察することが

できょう。

1. ・本丸櫓門、2・・ 東大手門、3・・ 東南隅櫓

4・・ 土議、門、番所附、 5・・ 鳴子門、6・・( 桃

山門〕省時未だ無し、7・・ 唐門、8・・ 築地、

9・・ 遠待、 10・・ 式廷、 11 ・・大康問、 12・・黒

書院 〈小股間〕、 13・・ 白書院( 御座之間〕

14・・ 護所、 15・・ 御清所、 16・・ 行幸御殿

f 大成問 との問、池の東に御次之問あ り入

17・・ 中門、 18・・1卸休息問、 19・・ 1却鳳重量屋

20・・ 中宵御殿、21 ・・ 御長局、22・・ 御 殿、

御護所、御風呂屋

筒図示の範闘タトに、北大手門、西門、西 南

隅得、土蔵 ・二棟、北及南中仕切門の閣安

建築物がある。
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3.  = 1濠 減 ニ 之 丸 麿 門 ( 正 面〉

4. ニ 餓 誠 二 之 丸 御 殿 ( 御 車 寄 及 遁 待〉

〆』‘

ー 餓 城 ・ こ の 丸 ・ 2 ・ 漫 島 英 太 郎
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5. ニ 後 誠 二 之 丸 御 殿 t 大蔵間‘

南縁、式昼、遠f春、酋薗を見る 〉

6 二 1後 綴 = 之 丸 御 殿 大 康 問 ( 西面〉

庭 Iま 名 勝 二 之 丸 庭 園
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V I 1 4  

ニ t華

麗 .

減 = 之 丸 ・ 5

還 島 英 太 郎

7  

ニ 後 城 ニ 之 丸 御 殿

大 贋 間 上 段

( 西入側より内官官を見る 〉

8  

こ 1海 域 こ 之 丸 御 殿

大 康 問 ( ニ 之 間 三 之 間〉



9. 1 = 1資減ニ之丸御殿

( 中央lま大蔵間)

9.  2 ニ 之 丸 庭 園

合 、必 ，心 ‘

、J:;:" '"、司

"  

10 ニ 後 減 ニ 之 丸 御 殿 県 書 院

及 i H敏之間 ( 東 面)

5  Vl l  

ｾＮＮＮ｟［ＧＺＺ＠



官量 減 の 丸

=ー

‘  

iI: 島

¥1 11 6  

4  

J t  太 郎

11 

二 f海 域 ニ 之 丸 御 殿

黒 容 院 上 段 之 問

12  

ニ 後 城 二 之 丸 御 殿

白 書 院 ( 西 面〉



13， ニ 之 丸 大 墓 所 の 一 部 ( 東 函〉

15. ニ之丸大蛋所内古都 〈見 強 所〉

14 二 之 丸 御 j青 所

16 = 之丸大蛋所内観 ( 土問より見強の方を銚む)
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日本陶織株式盲祉

大阪市東淀川直豊崎西遁 3 丁目

電話重量d宥@1388番 カ タ ロ グ 贈 曇
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日

の

タ

イ

ル

尊責特許

削

ヲスモザイグ施工食 堂

大阪市西匪南橿虹通 1丁目 43 番地

(本 舗 績 電 f 薗〉
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寧勢建屋家具裳飾定



序 説

城郭の積類通説

城郭の構造通説

rl 'l世 前 期 ( 平安時代中末期 ・鎌倉持 ! U

中世Ｚ後期Ｈ建武中興・ 吉 崎時 代 ・ 号 ￌｦＮ ｬｬｩ ｦｬ ｾｩＺ 代〉

近世前期( 安土桃山時代・江戸時代初期)

近世後期〈江戸。i寺代中期)

止1， ，誼五

小日 " 日

序 説

r  H  ; 4>:竣郭J 1:: ｾＧｬ 、 言 葉を 、 日本に於て築 ｩ［Ａｩ され

上lつ使f I J され七城郭れ、 」、Q 味 lて解すれば、問問

以11<: 数千年の問、各時代 各地 l亡誼んな場合l亡築i 11

されf二披草I1全部ぞ包含する のであ るから 、; その都:

類 と州首H は千差蔦別といっ て も過言ではあるま

い。 今之を［妓羽｜ｾとして、年代に ｍｾ ｊＱ 系させて ［ 花祭

Ｂ ［ Ｇる場合には、以下 の 回 大Ｂ年代 八ノ ｪ 、期 に 分 類 Ｎ ｾる

こ ｫ が ｴｈｾ ［Ｚ る 。

上 世

前期 大化以前

後期 大化以後、千・安時代初期

中 世

前期 平安時代 ｾ Ｑ Ｎ ＱＩ旬、鎌合時代

後 期 古 肝 時 代 、 室 IlI i時代

証 世

前 期 安 土 桃 山 II 寺代、江 戸時代初期

後 期 江 戸 時 代中期

来 筆者はlベl } 省刑f枇局考;賢官‘

最近世

前 期 江 戸 時 代 末 期

後 期 明 治 維 新 以 後

ト世: の前期は、 日本間有の簡

素 な築城であっ? こ。その後期は

主 主して釘外闘係の大規棋な城

享11で、大陸の様式を探川ずる所

が少〈なかっ fこ。ま f二次北地方

では 、蝦夷地経昔、の仁めの城柵

が構築されf こ。勿論此等の築城

も、日本iて於て日本人の築造し

にものであるから、日本的性格

は多分陀含まれてゐる が、今日

遺構が多数に域作し、且つ日本

的性格を非常に顕著lて褒却して

ゐるも のは 、武家の築城である。此れは「武二L泡

精Ilill'J の顕現とも 致すべ きものでゐる。 ンド誌 hで

は、特に日 本築城の代表的な この武家の築城陀就

いて その租類 主構造の概要を述べよう。

武家は平安時代陀費生し 、鎌作時代tて大成 し、

吉野、主IIIJ を絞て順々設定して 、安土桃山時代、

江戸時代比及び、明治維新 lてよって解消し fこ枇内

的存在である。

武家はそのI 1 J J陀、地方 l乞於りる lHk業者よ り起 り

次第に政治 上・平4J:;': J-. • iiU: ヂi J 二の地位を出i め、主主

ｬ 乞幕 ｬｕｾ 聞 くｉＧｌ 至 り、七 百年 κ ＺｲｲＮっ て官 Ｇ 勢力 ぞ掌

握 してゐ Tこ。下級の7 U: 到H 、武士は士民工商の

上位に位し、そ の首脳':X- li 1" お大名 J r公方桜」

とUゴ、特ダネな概念を以て巧へ られる綾な地{立にま

で詑し仁のである。従って 、等 し く のtの干f在 し

? こ時代といっても、そ の初期と末期左右? 比較すれ

ば 、 著しい差がイ長するのである。 ｾ Ｑ［ ｩＧ ， ｘ ， 武家築城

を仰討をする場合 lとは 、時代を分りて巧へないと混

ｴＱｾの避 しいも の となる。

城郭l立、武家そのもの〉向 卜. 設立ーに作って 、 そ

の撮勲、白. J i J f として琵注し 、常時としては 、軍事

上、政治 卜.、枇令 |て、純情 j て乃至は時代文化一般

のE川区駄でゐつ に。こ の刻、城郭は沼化 Jr: 司王史や

建築ニトバ〈史 1.'. 重 要性がある のみでなく 、一般文化

史 |て、;j;JJ めて亜要問すべき興味深い作11: なゆであパ

る。

明治維新以降の築城 Ｚ立 、 陥 ｩｭ の Ｉｾ ｾ ｾ ，与 Ｚ 多 〈 全 〈近

1  VI I  



イそ式 k な つ に も の で 、こ れ は 叉 別 の1 .11煩 f'L J記す

る。

城 郭 の 種 類 逼 説

軍 事 的 問 的 を 以 て 構 築 さ れ に p}j 禦 設 備Tこる披郭

は 、時 代、場 所、築 造 持、築造問自旬、 攻 撃 兵 降、

精 ｾ ｩｊｉ文 化 Ｈ思想 、 信仰 、 ｾｴｾ 整〉等のｴｻｪＨ況 により 、

共 々 特 徴 を 有 し て ゐ る 。 之 を 種 々 な 活 flR瓢 か ら 分

類 し て み る と 、 一 般 的 に は下，; 己の様な種類が事げ

られる。

使用時間… ・臨時築城、牟永久築城、永久築妓

規 横 ・… ・・大城、中身E、小城

地 形 ..…・ 山城、卒 山娘、卒妓

相互鯛係・・・・準濁孤立築娘、集閲聯絡築城

軍事用途・・ … 根銭築城、補助築城、連絡築減、境界

防備築妓

攻防捌係・・… 攻撃〈攻勢〕築媛、防禦〈守勢〉築減

防鍵絶域地苦手活用 - … 「城堅闘の妓J ｲ 所ｾ岡の妓」

「閣竪聞の城 J C江戸時代、軍患者説〉

政治結命生活用途・・…・居官官防備築娘、政I億防備築城

都市防備築城、枇寺防備築娘、陵事ー防

備築城

攻守兵器賜係… " ' I ! l 書矢繍係築城、銃9軍閥係築城、砲

5軍関係築城

以 上 は 、我 が明治 維 新I拍の 築 城 に 就い て の 考 察

で あ る 。 今 後 は 攻 撃 兵 器 の 鑓 化 護 達 に よ っ て 投 下

爆 弾、戦 車、 火焔放射、 悲 瓦 斯、 空会に闘しての築

城 もあ る こ 主 に な っ Tこ。

城 郭 の 構 造 通説

城 の 椛 築 は 、 披 そ の も の 〉 防 禦 上 攻 撃J ての位置

地 勢、誌 に そ の 附 近 の 要 害 と の 闘 係 勾ーを 巧ほし、

此 告 ｾＧ［｜ｴＧ 依 ｦ Ｑ ｬ Ｇ として 、 ｾｾ彪 ｬ 亡人工がカ ＱＱ へられにもの

で あ る 。 そ の 要 素 の 部 類 を 表 示 す れ ば 、 凡 そ 下 記

の如きものがある。 去 rl.1文 字 下 に ー ー を 附 し fこの

は 、江 戸 時 代 平 製 ポーの 月j語である。

地位の選定 |  

天l験の慮用 (

C地選 j1l!Jl iO 1  

位 置 …Ｍ 壁呈盟 、 ｦＹ ｲｾ 差問 、 同座悶

地努… ・・ 卒妓、 ZJi山城、山 妓

附涯の要害 … "1ね獄 11-.陵、 川津湖沼

海洋港湾、 島階建、厳艇、天

然 の7J c 刺通路の類

1-. 記 保1
l

l: ¥t' 1 . 住川し、ょに人工を加lへ る の で あ

る 。 先 づ 土 地 を 区 制 し 、 その 1-.1と 各 種 の 障 碍物 共
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他 を 構 築 す る の で あ る 。 共 等 の 要 素 の 盤 類 iては 、

下 の 如 き も の が 穆 げ ら れ る。

経 始

( 縄狼〉

土 工

( 普諮〕

建 築

( 作事〉

城 下 町

施 設

! 域内、 城外曲輸のi 5l ! 遺

i  閥 、配託、略 面 積、帆

方向、英他

盈 ( 土居、石垣、英他〉

iJi 

形l I k、位俊、大小、必内外の通路、

階段、資材( 質、形〉 、築造方法、

其他

形妹、位置、大小、銅方、7J cの有無

濠 と通路等 との闘係、共他( 附〉水

源、給水翻係、井戸、泉、池、よ水

道、下水道、庖捻、治船場、共他

奨他の土木工事

土橋、坂道、階段、 隠遣、坑諮、道

路害事 の曲折、ゆj 卒、制屋、植樹植竹

植草、実他

建築効

種 類 ( 鹿沼、抗、栂、垣、堺、波 放

倉庫、穴革夏、城主‘ 土Z評議iW; の居宅

政旗、門、橋、長屋、多門、櫓、天

守〉

各種建築物の位置 、 ｴｬｾ 法 、 大 小、 建

築術、建築材料

部分的構造( 狭間、石落主事 の類〉

部分品 CiJR、瓦、彫刻、金具号事)

防禦力

外観

位置、地勢( 特に妓郭との閥係〉

岡f 割、道路( 幅員形燃〉

図郭、期制、木戸口

紳踊士、俳寺等の配置

中世前期 ( 平安時代中末期、 鎌倉時代〉

この時期の城郭は、地方のJLU，;n1てイt んでゐ? こ武

士の自家防衛の居館が主で 、戦三予‘ 勾場合には若干

臨時築城も行はれTこ。折、千の二氏が京都に於て勢

力1e得、更に源氏が幕府のず1 " ) ] 尚宥となれ諸陸| の

武士が之を中心として、組織化されるや、粧がf生

活も枇内的地位も、政治J -: の権威も次第に向上し

て米? こ。しかし、之を近| 止の大名などに比べると

なほ低かつにので、 その構築する披享11 もノj 、規脱1

rC!i議-なもので、人工よりも率ろ天| 喰を 多 <ifimし

Tこも のであっTこ。



( 一〉種類

常時の居館主戦215 a 山:9"OZと出i' !i !M' ;J  ｾｾｾｮ ｾ ｊＧ 築 ｊｊ ｴＨＺとが

あっ? こ。官時此等の築械を栴して、披〈じゃう〉

若しくは城郭( じゃう か < ) といひ、之を州築す

ることを柿へるといつに。城5日U〉事11の字 i亡は 、土

隔をつけ? こものが主と して川ひられに。

C= ) 構 這

常時の居館も 戦時の111械も 、叉臨時的野戦築城

色、 ｈ｜ 米得る ｬ￭ｬｾ り 天険を利 川することにつとめ 、

人工を最小ｾｾにして 、 しかもその効果を山広ーに護

持せしめようと努力してゐ? こ様である。即ち純然

?こる 平野地方では 、河川汗11壊に借り 、丘陵のある

地方で は 、 その ｬｬｩ 上或は牛品 ［ ｊ ｉ ｾ ｉＧｌ突 出し＿こ 先端を

利mし?こ。概ね居官nと山披 とは別で、こ の問者を

完全 に ｾ合 せし め に 棋な 、近世 の平 山 披 の 如き大

‘規模なも のは無かつに。

縄張は 、居館の平械の場合には 、正方形若くは

長方形の箪郭で、或場合tてはJ之を連絡し fこ様な も

の もあっ?こ。挫の*JiHz : は側防射撃等に利用する椋

な屈曲がな かっ?こ。ま ?こ半島形の丘陵を利用 し?こ

居館にあっては、 その地約の方を二重乃至三重K

2さ掘を掘っ?こも の もある。 これも 粧まfjは単純であ

る。山 城は ｾｩｬｬ 峰の頂上訟に山腹に数段の 削 平地

を設り fこも のであ るが、 その細張は自然の地形に

ょっ? こもので あるから 、不規則 な JI予をほ してゐ

る。且つ平城K 於げる b河川、 郭相互が完全にf I T

接 せ今、例々別々に山 ｾ Ｑ Ｎ ＱＱ モ散在す るといっ＿こ 椋な

もの もあっ? こ。こ の黙は近世の綜合的、 集i霊的な

縄張と匙i 、所である。

量は土量で、 i吉j さ 11111乃至 2 linを普通 t し、 敷

幅 もこれ陀准じて狭 〈、 且糾 l亡ii f¥ll tl カ;11恥、。盈の

上若〈 は外耐には 、必要に肱じでは桐、堺、逝茂

ｦｆｾ＠
b eJJ 

l. 中世前期館披の二型

木ｾｾＧ ， ｾ設 ｬｴｈ こ。支那や西洋 の 城壁の様な女踏が虫ｬＮ ｾ

〈、戦時に は桁ーを列べ?こ。

抗ＨｾにはＷｫ話ｾと室ＺＡｉ ＱＱ｜ｃ 乾濠〉とがあっ＿こ。幅 Ｒ 、 ＳＱｭ

ｹ ぅ 王 Ｗ 、 ＸＱＱ 日で あつ に つ こ れは、城外 ｲ ｦ［Ｇｩ ｾ の敵を弓

で! J . J るのにii 正もよ L、射程l亡ょっ ?こからであら う。

Ji: _I-; のもの は丞掘を! 日ひ、その他も諸事皆自然に

依頼する所が多く、平城よりは、人工が比較的i自

認でが ｩ ん ｴｾ こと〉考へられる。

臨時の山;械にあっては、峰絞きを細切 り、特に

通路を険峻にし或は迂曲せしめ、断定を念傾斜に

する司、: の人工を加lへfこ。用水は井戸、泉、川、池

等を用ひ 山械にあっては大いに注意 し?こ。

掘には橋を架 し、 或は土橋を設けて内外の連絡

を悶つに。

Ｚ［ＺｦＭｾ 去にあっては、城 内に「入呼 ぴの丘 ｊｈ 、よ 、

小山 を築き、こ' ) . tて上っ て家の子郎慌を指令し? こ

り、反-EEの川に供 し? こり す るも のがあっ ?こ。

建築物としては、 門. 堺、棉等があ り、門、塀

等 ｬ ま普泊の ｩｬ ｾ 宅 建築や ｊ 寺院建築 などと大 差な し

幾分堅田であっ fこといよ、のみで、特殊な構造では

なかっ仁枝である。

櫓は後 11tの能敷の如きも ので、近世ー初期の歌舞

伎の芝居の入口十てあ る櫓 の如き ものであっ fこら

う。ま に高棺 k いって、後世の相撲櫓や火見櫓な

、どに似? こも の もあっ fこ。 これは攻城の場合に も野

草 ｾｱ コ場合にも 用ひられ＿こ。

ｾ ［ ｦ 時の 栂や塀は大抵木造のま 〉で、 表耐に土 を＿

塗つ? こ耐火構造のものは少かつにら'しい。但し臨

時築城でも 、表面に泥を塗つ?こ場合もな いではな

かっ? こ。合1m陀は塗込逃なども出来て来?こが、城

郭建築には米? ご十分採用きれなかっ ?こ。

i白j 楠、人呼びの丘、塗込浩は 、 それぞれ近世初

期 l亡大成し? こ 天 守 聞 の ー源流をなすものであら

フ。

この時期の末近 〈に、組めて特例として、弘安

役 ｉ ｣ＺＺ ｦｗ 多 ｩ 湾滑［ｾ ｾ に石量を築 い て 、 元軍の上陸を 防

い ｴｾＧ ことが あっ＿ こ。いふまでもなく問防的のもの

である 。 これは波打際より少し陸の方へ築い ?こ高

き 6、 7 )¥. 乃主 13l 二位の石JIT' C' ，' お時それぞ石築

地といつに。亥: l I ji 石で '1.1が土の もの、ノj 、石 'J ) もの

全部;i11' ，:;: ;の大さ Iの 石 の も の と三百: あっ t: 桜であ

る。
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中世後期 ( 建武中興・吉野時代・室町時代)

この時期は、建武中興から織間信長の覇付目立握

まで約 250 年間で、我が同に於て、城享1¥が最も多

〈使用され、必要に迫られて極めてf丹波な』つ何

等拘束される所な しに 護達し? 二時期であっ? こ。部

分的構造上に於ても著しい進歩 の湖、が認められ

る。 城は専ら ｉＢｘｉ 内的な車ｾｉＧｌ用ひられ＿こが 、 築ぜ ｩ 脅

使用者fこる武家の 内部に種々な鑓 革があって、そ

の各{ 聞は大規岐になり 、 その内苓( 立桜t 1Uてなれ

相互捌係は組織化されにので、披羽iの柿 iiiJ てにも

之に仲ふ手干しい鑓化があっ? こ。

(  1  ) 種 類

前1切には、政争Ft;;.. 純で、時間的にも比較的に

も短期間であっ? こから、城の種類も単純で あっ?こ

が、元弘、 建武以来、職場は全閥的I ' L ｾｊｉｬ 大 し、し

かも繭' ¥f E 250 年も戟時AA態が縫純し? こので、相類

が多 〈なり、祖織的陀なって来Tこ。

城の斤j 詮からみると、本城、支城、陣営の城、

境界防衛の城、連絡の城、退守の城、攻霊安j刊の城

等があれそ の他、都市の防備 、寺院の防備 、地糟の

防備、舶舶の棋接地等特殊な目的 7) 城もあっfこ。

本城は根城、大棋城などと郁せられ、大領主の

居城であり、 一軍の根擦地である。江戸時代の大

名の居城は、 この本城が平和時代になって、 仙の

純軍事的支; 妓が肢されfこ後、唯一つ践つ fこもので

ある。

支城は本城tて3討する補助的な城で、根城 l亡到し

て枝被 ・端城とも栴せられfこ。/U城 ・子城 ・タ卜城

lfj(乎 ・取/1¥・砦 ・品 ・;底 ・盤な ど も皆この類であ

る 。境 ｾＡＺ，Ｇ ｦ るものぞ境 ＱＱ 城， 兵ぞ駐屯せしめ守｛Ｑ ｭ

せしめるも のを許子城、連絡 mの城o璃 !) 城、悼

の 城 、 退々 Ｇｆ ｊＧ， Ｚｧ Ｆｾ［ｩＸ J) 城主いつに。

攻撃用 の械は 、 敵城を攻悶ずるｼ際 、 ｬ 放の後 ｾｩ ｎ ＱＮ え

は城兵の ｲ ｬＺ｜ｾ 警に備へる ｦ こ め設り ｔ こ もので、 日 抄ｩＡｘ［ Ｎ

附城・封の披な どともいつにのい! . : 告の披l立、攻城

野 ＱＱｾ の際 、 主持などの居る所を陥時 Ｑ＼ＺＺ ｦＧｩ ｦｪｬＧ￭ ｊＮに築城

しfこも ので、陣械といっ fこ3 れ: J i J l 与代に地方民政

ｾ Ｑ ［ｴ る代官の役所や、無城 の領主の官 ￎｩｾｩ￼Ａｩ 屋とい

っfこのはその名"Cll である。

邸宅に防備のあるも のを山政城とも郁しに。ま

＿こ 城事 Ｑ ｜ 附同 の城 下町民防部 Ｚｪｾ ｪｪ 白し にも のを Ｚ Ｈ＿ｪ ｪｊＦＺ と

都し fこ。
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2. 山 城 の 標 本 間

水軍似協の城は、 7K市をーに 「海賊」 と栴し fこ

ので「海賊城」とも 呼ばれる。

上代の併殺が極めて盛であっ f二時代には、信仰

上から ・守ー院を城郭的意味に用ひ fこが、武家時代陀

は寸2院の建物。地形等ーを俗人が城郭 として利用し

又はぞ'j=院白からが、イ符兵を? 擁し或はf言:者-の 武力を

借 り て、自ｾｩＧ ｴ ｪ｟ Ｑ て 防 ￺ ｬｈをｾ ｪｪ Ｈ ｦｩ， す ことも行 ｬ ま れ ｦ こ 。

( 2 ) 構 這

この時期の始 l亡は、 人工の多 〈加はつ fこ平常の

居館と、 うそ除を利用する ことの多い戦: 1寺の 山城と

が、概してかり離れてゐ fこが、戦時j伏態の永続と

その期11111て護注し? こ築城技術の泣・1長と 、城郭を利

用する 武家そのもの 〉集中橋大の傾向とが、平城

系統の居 iiI i と、山城とを次第十亡接近せしめ 、進陀

末期 iて五って大規棋な平山城 主? 成立せーしめfこ。戦

! 判時代の山械の，: 'い 、ものは、泣から 150米乃至200

米! 立のi(: j さが、 その 山頂 ま で あ る も の が 少 〈な

い。勿論城主1¥は、 ヰ11て頂上のみではな し こ の山

頂を l ド心 として、 rJ llJ瓦や山麓等 lてかげで も、結々

な施設が舟されに のである。

終始( 縄張) ( 立政純化し、綜合的に なって行つ

に。これは住宅建築 lて於て民殴出から書院地陀な

って行つ ｦ このと同一傾向を ｾＱ こどつ にもので、こ の

J1<)'代 l亡於ける政治、制: 令、財政、経1 f t! 伏態の鎚濯

の反映でゐる。 即ち初期 のものは、各享1¥が; 反殴.ii!!

ｬ て於げる各ｬｬ｜物 ｊ Ｉｾ ｍ 係 の如 〈、別 々のものをた ｬｩ 絡

しにも のであっ fこのが、末期のちのは、同心闘iUi:

l亡国主11が三重及 li :六重にまで亘り合ひ、郭は桜羽k



な組合せの形石? とるこ と〉なつ にので ある。後者

の場合、 そのJ ! - t 1区を本メL とし、その外! 日1] を二ノ 丸

三ノ :丸とし . 更に これ等を包含して総曲倫或{ 主総

椛と栴するものがあっ? こ。その形も、初期には方

形等単純であっ＿こが、末期 ｬ 亡は政 ｾｩｕ Ｚｮｬヨ ｽｕ ｩＺ となり

その組合せ方も巧妙なものとなっ? こ。

城の大さは、tfIめは概ね方 1ftl if ft なものであっ

7こが、 オ〈には但20i徐11I f? 有する もの さへ生じ?こ。

郭の数色 、半草防 3 ら20数字[1ft' 有するまでに護法 し

Tこ。

昼は高 さと厚さとを哨し、殊t亡表而i ｾて石垣 ｦｴＧ用

ふる 昔 ＱＱ 分が増加し 、 側防 の ＿こ めの ｬｩｦｩ ｲｊ むが著し＼ｾ

〈且巧妙に なっ ?こ。これは、幼u柄の/{t 't < なつ? ここ

と〉主もに、 城郭の規模全鵠が大きくなっ?ここと

〉、 銭砲の流ギli とに 因るものである。

堀も幅が民〈且つ深〈なり、室射でも深さ幅各

々数十尺に 及ぶものが現{ まれ?こ。

虎口( こぐち即ち械の /:lJ 入口〉は、山城 Ic於け

る自然のlifiBUから 思ひっき、曲って披・内に入る桝

形立立l亡、虎口外の通路! 目的施設と して の馬肉( う

まにし〉等が工夫されるに至つ fこ。

週諜物と しては、倒 "J風の 門が、古式の婚から

蛮達し、城門附近の晶壁l亡石坦が用ひられる lて及

んで、渡I魯( わ Tこりやぐ ら〉が行は れ る;践になっ

?こ。

3. 平山城全国 ( 大類伸博士所簸〕

相は、築城のノk久化と 鋭的の流ギ[ i とから 、桟y，泣

に相i ' i ft' 立立ベ fこ椋なものが、多 〈耐火椛造の塗込iむ

となり 、fit b  ｊ 字 〈なれ 美視をｾ却す る ｦ こ め去｛白 ｪ

lて由民主? 塗るや うに なっ ?こっ

堺ゃ建 物 ｬ 乞於 ける狭 間 は、従 Ｇ ｾ Ｈ短 ￟ ｉｬＢ形 の 矢狭 ｉ i  ｾ ｝＠

のみであっ ?こが、銭砲が使用 されるにつれて、 Uil

ｪ 段、三角形 、 正方形等の銭砲狭 ｮ ｮ が Ｏ Ｋ ｾ ｾ七てき ＿こ の

城下nlj の防裂の設備 も、そ の張注に作っ て、こ

のH寺l Ulの末に殻症し、 桃 山時代を粧て江 戸時代に

完成され ＿こ も の で あ る。それと〉も ｬ 亡 、 ｗ Ｚ ￎＯ，Ｎｾ ｝Ｉ 不

安から 、商工業持自身 も自衛_ I - . 、都市IL計干の日jj

怖を地し ?こ ものが/ " 1:¥s[(1こ。それは必しも武士 lて主J

抗 しようといよ、 の で はな し 盗賊＿Ａｊｾ陀 備へて ｉ ｬ ｩ ｔ })  

治安全維持し ようとするにあっTこのである 。

近世前期 ( 安土桃山時代、江戸時代初期 〉

この時期は、長い期nno激烈 な競 争 D結 果. 大

規技で内存の複雑な( 階層的対建組織の〉 、ま fこ

椛 力の強大な群維を生じ、 その最も優勢な ものに

よっ て、天下の統ーが完成され、その結果、武家

政治が似駄 lて注 し?この これ陀伴って、武家築城は

大成し ?こ のである。

( ー〉 種 類

慶長の末年に至るまで 刀城郊の{iJ i :類は、前 二つ時

期と 鑓 りがない。

..  
、札、 ι

大1; 反役の後、江戸幕府

は平和的統一政策j -.、 諸

大名に - 1"x1ー械の命令を

下して、本城( 居城〉以

外の 城 塞 を破却せしめ

に。そ の結果. それ以後

は二三の例外を除いては

本城以外の城はな くなっ

?こ。 r披」は一種の: I，IJ I支

← 1-.の名栴となり、城主格

以上の大名でーなければ、

Tことへ事] f は城でも披と

は公稿!I ¥?j(な 〈なつ?こ。

乱世の11rJ ｾ亡 、 自 ｲｬｬｬ 亡叉無

秩序陀殻;1 してオ(1こ城主[1

は、 ;li l) ! U 卜.整理 され、総

数3000以上もあっ7二段は
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170 種 の 「城」に整理さ れてしまっ? こ。

( 2 ) 構 造

大名の居城は、その領土の政治上、財政上、経

済上の中心で、 その領土誌に全図的中橋( 京都 ・

江戸・大阪) との閲係上、交通の便利にして、物

資集中の極要地に、大規模にして、人工を多くカ11

へられTこも の( 天峨利用 lて比較して) が置かれ、

階級的戚肢を示し、平野の中 lてあって眺望のよし ?

様子山域の式が多 く採用され、純軍事的のみに償

値 のある高峻な 山城は陵 され? こ。

斯かる時代の要求に趨 し? こ形式の城郭は、近世

都市設建の核心主なつ fこ。放に明治時代以降の

「市」の殆ど大部分は、都市の中心部 l乞斯様な城祉

をもってゐるのであ る。

構造は之を間論ずれば、大規模、複靴、永久的

堅牛、豪華となっ? こといふべきである。

縄張は径 l 塁数十町、郭数20絵を有す る大規模

なものとなり、形紙は種々複雑な平商を有す るも

のが出来 て来?こ。殊に虎 口・ 馬出 ・桝形 ・横矢掛

り・蔀・ 誌等: の位置形j伏ば著しく護達し?こ。

軍撃者の説 〈標準に よれば、大; 城は五重で、 五

重の最も外側fこる外曲輸は、昼揮を合せて方36町

に及ぶ。上世にあっ ては、図府鎮守府等は「方 8

町」と栴せ られ、 中世の末、織田信長 と戟つに揖

津石山本願寺( 後の豊臣秀吉の大阪城主要部の前

身) も「方 8 町の妓構であって、蛍時としてはそ

れぞれ代表的に大規模であっ7こも のが、近世: 軍墜

者の標準では、ノj 、: 城の最 も外側の三丸す ら、方 8

閃1' 55聞 となってゐる。如何K :!7&;f;>一般に大きくな

っ?こかず想像出来るであら う。

大名の本擦の城は、 Ｍｴｾ の築源地であり、立詰

るの を主 E し? こ城ではなく 、攻勢に聴す・ることを

- 主とし?こ:城であっ? こ。即ち攻勢防1裂の城であっで

地形は平山城を採用し、虎口等に色、その注意が

施 されてあっ fこ。

各部の構造としては、城の明日侯として最も大切

な「虎口 J 1て積々 のヱ夫がめぐ九され?こ。軍撃者

の名目 lてよれば、 主立虎口・向虎 口・巴王子虎口・ I生

虎口・| 場! 虎口 ・陰中陽虎口 ・陥中陰虎口・馬出無

虎口 ・検虎口 ・脇虎口・ 縦虎口等ーがある。

馬IH ( うま fごし〉は、城J"Jの前方にある極めて

ノ ｊ Ｇｾ い郭の一種である。 城 門 の前方に牛附形若〈

yl l  6  

4. 角馬出 と丸馬出

ラ 撲 の 丸 馬 出

九

為

... 
叫，

は方 Jj ヲ11: 皇濠をめぐらし、左右に虎口を聞けであ

るものである。元来その目的が、: 城門を掩護する

?こ め、 ことさら lて間入を複雑化し? こも のであ るか

ら交通上妨害ありと して最も早〈破壊されに〉 め

今日 :域社でそ の遺構の存す るも のは、殆ど無い主

いってもよい位である。遺蹟の上では、職閣時代

のものに認めら れる。純軍事的な施設であるので

世態が険悪になっ? こ際花、特に之を新設し Tこ例も

あっ? こ。馬出陀は角馬出( 毘・ 草〉 丸馬出( 真 ・

草〉、辻馬出、的山( あづち〉馬出、曲尺馬出、

片馬問、巴字馬出、高字馬出等の種類があっ? こ。

この馬出が大規模になれば、 一つの郭を構成す

ることになる。之を馬出郭といよ、。一種の出丸で

ある。

部( し とみ〉と花( かぎし〉とは、城内を遮蔽す

る施設で、透問主＿防ぎ 、敵 の城 門政［撃行ｾを妨げ

る? こめの施設である 。部は披門( 虎 口〉の披内側

に設け、花はその城外側に設げるもので、 その種

類と しては、土居、堺、植物( うゑも の〉 、櫓、

屋敷、郭等が之に臆用され? こ。虎口 の内叉は外に



してそ の外視に 、非常に自然的の美、即 ち日本庭

閣の石組の美と共通し fこものをもってゐ ?こ。築城

家とi 1 l 庭家とは之をえたね?こ人が少 〈なかっ? こ。石

材 は 安山お ・ 花向ＪｾＧ Ｏｊ ［最も多〈用ひられ ｦ こ が 、地

方的な披郭 ｬ 立、概ねその土地ＩＩ石材 ｾｦｦｬ ひ ＿こ ので

地方的特色ｾ有するも のが 、 普通であ る。ま ＿こＩ点

j殺を示す上と 竪問にする にめE 大な石を 用ひる こ

とが1": 1' はれfこ。近批日本城郭u) 石J百の特色は、表

泊[ が rJ Ii t泉i' 1I:] に凹んでゐることであるが、これは慶

長頃から . EL- jい石聞を築 <1授に多く採用されにも

のでゐ る。中世末から近 Ii ! : 極初の石町は、酎銭的

で、傾斜が緩い。疏方は、普通切込ハギ、打込ハ

ギ‘ !Jl f ヅラの三翫と されてゐる 。

披の石庄の石は、表闘の二俗字以上の奥行ある

ものを 用ひ三その背後! とは 1 r，n乃至 3 I1J lの!亭きに

栗石を入れるのである 。故に 7Kの?こ めふ くらんで

が ｪ れることも防止出Ｊｾ る の で ゐ予。石 と石との組

合せl亡、重力主? 路用してゐる ので、 一二の石が抜

け出して全韓がぱ らぱらに崩壊するといふことは

殆どなく、若し崩れると すれば、最下部の地盤が

ゆる むか、地EJ 望号:で同じ〈下部がす・れ るかの場合

である。此等の場合iては、石J : fi 全瞳がす' るのであ

る。突 Jtj 部は長濯を交互陀杭なので堅聞であ ると

とも に、塁手術的であ る。

盈の断商は梯形で、上の平商ｾ武者走ぐむ しゃ

ばし 9 ) といひ、或流涯では馬踏( ま」、み) と い

五、。ま?こ披内か ら塁 t へ上る通路を武者走ともい

よ、ごれに合坂、重ネ波、雁木などの種類があ る。

盤上 l亡は、: t ;il ーを設けるの

が普通である。排の外若 〈

は、土居、石底等の城外而

ｬ てあるノ ｪ 、 ｬｬｩ ｩＢ 犬走Ｈｾ、ぬば

しり〉とい」、。

設は盈の外官11] にあるのを

普通とし、 Ｗ ｋ 抗 ｾＱ 、 室効 ｬｩ 泥問

削の三柿ーがある。自然の谷

河川淵れをこれに利用しに

ものも少 〈ない。 jJi l I の掘方

ｬ 乙は築研堀Ｈ消柴イ ｾｆ ・ ｮ 築

研〉 、計j射等の杭類があり、

縦訓別は断聞の三角なもの 、

jH幼liは問角なものである。

‘

J

J
切

断の垣石7.  

一直線の短い土居を置くのを操〈あづち〉或は一文

字土居と栴 し?こ。

桝形〈ますがfこ) には、内桝形、外桝形、牛桝

形、 出 シ桝形、袖桝形、 坪桝71五、橋併71手篭; の種目

ヵ=ある。

主として戦時等化、臨時に城門K 、柵、矢来等

を以て、桝形の如き- J ! !H却を設り るも のを武者屯

( 武者溜) 、馬屯 ( . 馬溜) といよ、。

披郭陀 l主、特iτ 屈曲を作つfこ。 これを軍撃者は

「ひす・み」主総栴する。そ の主な目 的は「横矢掛

り」即 ち側防にある。このめi矢掛りの法本的な型

には、 界風折( 敵折、味方折) 、横矢の桝形、斜

( ひす・み〉、. { . 、浮流、出角、入向、 f1.J紙、隅あーと

し、合横矢、塵洛等がある 。

盈は石垣が護達 して、 ｲｾＺｊ さ十数 ｉ ｬＮｬｬ ｴ て及ぶものが

tli ?/げこと〉もに、表商l乞孤f!kφ?こるみをつくる 築

方が護法し、外視の美と賓f -l1f-_ の堅牢誌に防備的

効果とを護主ｾし得ること〉なつ＿こ。もとより土主主

のみのものもあ り、 ｊ 二三 ｼ モ分若〈は下ｾ分 の みを石

題とし ?こ もの色あつ7こ。 土居ーには、土の自然に孫

ちるま〉を、即 ち45度の傾斜をそのま〉同め ?ニタ

グキ土居し之に芝を入れて久 ＶＰ 皮の ，ｾＺ傾斜とす

る芝土居とがあっ? こ。

石底は、入工が琵達し、械が永久化し竪問m: 大

になるに従ひ、続々 多く用ひられ、府ー々の政方も

あっ?こが、川石も石質色村fij ! l の精粗によって大ノj 、

拾に1m工のl反iて栢: な々も のがあ った。我が披亭11の

石屈は、あまり加工しない石を、上手に組合せて

座間に築 〈所に非常な特色がゐつ?このでゐ る。そ

ι -1 ) /ヘバ

χ'/ ご

J ケ翠二

6.  

.' 
f、

横 矢 の 縄 E長
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ギ舟 J ) 城 i立概ね7kl J . 品、高地 の城は2さ射が多い。

ま? こ域外に縦横 D 捨 lJli¥を掘り 、山城では 山}J 瓦l亡!浸

掘を掘ることも行はれ?こ。

水ノ 乎は、城内 D 井 }=::i ・J民主ナ用ひる のが よく、

城外のも の若 くはヲ lい? こ水は不適t?と さ れ てゐ

? こ。ま fこ城内 l亡市J 池を起!t るも の もゐつ? こ。井戸や

ぷを{街並する ?こ めl亡、山城などでは 、谷nnvc :J I'戸

郭 ，Ｗｫ ノ 乎郭を設りて之を 保 護 し 、 Ｚｊ ｉ Ｇ ｊ￮ ｬｾ｜ ・ 水ノ

手持 ・水 Ｇ ｲ ｩＨｾ 等を 作って汲み Ｑ ＭＭ げる方法が工夫され

fこ。ま ? こ上水道を時渠式にする方法も底冷行はれ

?こ。下水道・塵拾も域内生活 ;11・然 'J) 必要設備で町

々工夫されfこ。下水道はそ の構 造の如 何に よって

は城内外連絡の一種 の抜穴として利用し得る場合

もな いで はないので、 併に城の抜穴であると fiGせ

られてゐる例もある。

掘と掘と の間を陸で航断し にも の、即 も土橋と

栴せられるも のは. 捗l橋よりもむしろ 多〈月1ひ ら

れてゐるが、これ は 、 首 ｪｾ 、方 の掘の 水 を貯へる ｦ こ

め1[. 設けられにものが少〈ない。

坂道そ の他一般K 迫a 路は. 故意vι 的折させて、

敵 D 佼入を 妨げ、味方の線新主 なる様に工夫 され

てゐる 。ま に階段、隆道等も 必要 K 肱 じて随所に

設置 され? こ。

［妓享ｾのー設備と し で城Ｇ｝Ｉ 内外 の 必要な筒所 ｋ 、

それぞれ の目的 ｉｾ こ 適する杭樹をする。これを ｦ ［ 他

物〔うゑも のりといよ、。ま fここ の「 うゑもの」と

は別に、城主11闘 係 ;り有fi 放水及び森林がある。それ

には 、城主1¥運用」ての必要資材自給の?こ めと 、J!ID_致

肋・風、 jl}j 玄:等所謂保安十本的 r，; 意味なのものとがあ

る。ま ｦ こ謎 ［ｾＪの ＿こ めの竹林もある 。 ＱＱ ， ｽ ま＿こ軍事 ｟ｉＭﾭ

の日的による| 生蔽乃至防 i耐用 Jつもの もある。

前述 J ) 扱な 土木工事 のJ てに、! cl ! 喋物を j主告す

る。建築物 D最も簡単にして原佑的なものは、鹿

柴( 逆茂木) と杭とである。 :j ，とl乞矢来、柵元僚制

の類であり 、 そ の 克 ｩ と 複雑になっ＿こものがｾであ

る。古〈 は桜塀がfIJひ られfこが、後 l亡は 、築土、

会Wf が多 < J 日ひられる様になっ fこ。更にそ の塗明

石-:-1泌ι する ?こめ t亡、そ のJ -J 亡板を張り黒tj L などを?

? 住るものも行: まれTこ。

域の各建ili 物共通な 、外! ! . U; 屋総について述べ

れ:土台、我が凶の: 妓郭延喋は何れ も木造で 、外 ilfl を

防火 、 防弾を 三 ｩＺな目的として 、 ｪ Ａ 丸 、 監を ＭＺＭ ｾ告つ ｦ こ も
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のである。鎌合時代から戦開時代までは、木造肢

も用ひられf こ様 であるが、近世初期には 、線、べて

塗込迭になっ?こω しかし叉、

術工工. 翠力がz護 i淫主し ?七こ時代 l陀乞は、柏々平和な気分 も見

え出し ?こ際 とて、: 妓主平常の居城の如きは、荒 子

邸宅風のものも HH1<: て、桂の一部を露間し? こも の

もあっ?こ。 ま?こ平瓦を張りつめ fこ府民民も mひら

れ 、 餓板を ＭＺＭｾｫ つ にも の も ＱＱＱＱＱ＼Ｚ てゐ ｦ こ。

械事 Ｑ｜ 建築 の 屋根は概ね入 母屋 迭で ｾる。これは

一般の臼ニ宅 l亡見る様な犀根では j或肢を猷〈ので入

母屋i1i Vc し7このであら う。但 し倉庫など には切妻

も月] ひられてゐる。城路、天守閣等には千鳥破風

庇 ｬ ｾｾ 風を よ〈用 ひる。 これによ って 、 城の美加を

増すと〉もに 、展望上、防備上効力を渡部す るの

である 。

;.'H・1台・天守閣等陀は、外方を望見し 、矢 ・弾

丸・礁等を瑳射するノj 、窓がある 。こ れを狭1m( さ

ま) 主栴する。ノj 、1m・矢nnとも書〈 。 その用迭に

よって 、 矢狭間Ｈ箭限〉銭砲狭間Ｈ銃 ｉｉｉｾＩ ・ 大地

狭間 など t いひ、位置・用途 ・用法 などによって

石狭間・土狭If 日・ 鑓 狭n日・足下狭間 などと 栴せら

れるものもある 。

8. 土居表裂の iili 路の種類

蒼 ア三彦T



9. ｾｾ＠ iIi I と石 if.: ｃ ｮ￯ 知 ｊｾｾ Ｉ

形式 、阿形 ・三角形 ・四 角形・( 正方形・長方形)

等を普通とし 、特 殊なものには 、 ｾ￨Ｚ闘形 ・ 五角形

o格持 lo/r'J)1ヲ) 六角形・ 菱11三等がある。その断mi も平

行・内fJ 日・外開・雨間宅ーがある。

矢狭間l主長方形、鋭砲狭間は闘若 〈は三角が普

通で ある。大砲狭間は江戸時代末期 IZ: : 大胞の流ギ1;

に作ひ軍摩守iとよって工夫されfこもので 、こ の時

代 lこは始ど宜行されてない。この外陀 、門 (f! リ・ l盤

路等・ Ｑ 亡［設け接近し ｔ こ 敵を突 く 設備 として、鎚狭ｾｲｊ

( やり さま) といふも のがあっ fこ。特殊な もの と

し てはよｾ下狭 間Ｈ あ し ｔ ごさま〉といつ で 、下 方 ｬ 乞

狭 ｬｈｊ を設り 、 足でそ の ｾ Ｓｋｾ 開閉し得る仕掛のもの

もあっ? こ。 1¥冨狭間とい よ、のは、狭間を千常;は塗り

つぶして世き 、戦時 lて開ける仕掛のものである。

:Wi :や砧物の土事石 lて漏斗形の狭間を設り に もの

がある。 これを石狭山] と都し に。

ぬの入 口・隅等に、下方を監視し、石などを投

下し てIX広の接近防ぐ控世を石泌〈いしおとし〉と

いよ、 、概ね普通の壁 l百より も外方 l乞張り /"1¥し?こ外

位である。 IH窓の下部をこの麗のものに利J1j し?こ

ものもあっ?こ。

始 ・天'-':;Ff'持j笥qては大ノj 、の窓がある。四 fJj を普通

とするが、特殊なも の!と華t.YJ 窓 ( < わとうまど)

がある。これは寺院建 築の ｾ ｾ科 Ｑｾ うり＿こ 窒 Ｑ Ｑｉ ￭ 時代

の住宅建築から更に車専用されにも ので、 城郭 の建

築的 ｾ ￯ｬ 見を添へる ー 要素とされてゐ ｦ こ。

城の窓 lζ は、)i l i 子そ つけるも のが少〈ない。そ

れは外部から内 Ｑｾｩｬｾ 見透されぬ獄、叉、少しでも

犬石佐| 叫が うと する 11的 によるも のであ る。しか

し、償えli 子や絡子は、弓、銀砲を使川する のに不

.": 、.可，-.... .. ._ ‘

?  

I与が . 竺ふ品川E匂-・

以 a グ‘ ・. . . . 下 i ヨ・
トゾ引ll!I 二 、二人 。γ 温.

ド 1・害n HH t

10. !i:< の 窓( 身長路妓〕

仰であるから普通法用ひなかっ fこ。

1成窓の戸は 、写10 ・突 k 戸が普iill で、1)変窓 l亡は

不油'，11;・な問戸 は殆 どmひられない。

被 ＧￌＺＧｩ ｬｾ 通過する 橋 ［ 立 、架 り 橋 を 普 通とし 、特 殊

の場介ゴニ橋を 用ひ? こ。ま fこ牛は:と橋を川ひ fこも の

もある。橋の一種lてはね橋 ・引橋 ・草橋等 J ) 特 殊

の 装置 の ある色の 、 廊下橋の如〈掩 Ｑ ｾ￬ｩ 物 ｄ あ るも

のなどがある。 共他軍事上の名目として: 立 、立立橋

・筋泣橋 ・長橋等多 〈の種類がある 。

妙; 門は- ] l の ものとこ重の もの と あ れ 二 重 の

もにはー ノ門と二ノ門とある。普通ー ノI:'J は、

「戸 ｾ ｪ ￯ｬＧｩＱ ｦＢ ｝ｊ で 、 二 ノ門 は桜 門 若〈は渡り ＪＱｾ にな っ

てゐ? こ。二重の城門は二円のnrJ IZ:: 桝司王を合むもの

である。Ｈ及Ｚ委岡は平山城全岡参 ＩｈｾＩ 桝 ｭ には内

桝 )1ヲ・外桝)1ヨ・* 桝ffj などの種類がある。内桝形

と は 、 坐ＪＩｾ より 城 内陀ゐ る も のを いひ、外 桝 形と

は盈紘より :妓外 lとあるものを いふ。 f ド榊形は その

ｾｉ Ｎ ｉ 川 にあるもの である。

城主の居iiI i ・政tl! t¥・将卒 J ) 住宅・領11!: の住宅( 郭

内にあるも の〉等は 、日i い立味で城字li I ' L 属する建

物ではあるが、此等は普通の建築でゐって、特殊

な城主11込喋 では 1よい。

披草 ＱＱ ［ｩｬｬ 築の ＭＭｩ ｾ ｩＩとして ｊｐＺ 要な も の は合川 ｩ で あ

る。弓取 ・鎧磁 ・焔?i i'i 磁 ・米蔵 ・塩蕗 ・味噌蔵 ・

1#(磁 ・材木戴 ・竹離 ・金蔵等、 その主なる牧容品

ｬ て よっ て 呼 ば れるが 、 大抵塗込 元 ｾ の 土械であ る。

火虫色j.Ji J ) 如I ｾ＠ (主石i;!i の ものもあ っ?こ。 涙t磁 等 l'とは

J ¥j (J )1予のJ I' I古1等4υ 去なも のがある 。

被 ｾ ｬｬ ［ｩｬｬ 築 υ コ ｩｬ 止 もＱｦ ｴ 仏立なも の はＭｴ Ｑ Ｂ ｊ である。 これ

は妓m J) J -.Iz:: ; i l l 辿ね られ?こ長い建物で 、走り相、

9  V If 



多門長屋とも栴せら れ る。建築物の充賢し? こ披に

あっては、木丸などは塁上が全部多門になってゐ

るも の もめっ fこ。

絡は盤上の要所、殊に隅 I' C置かれ、二重来〈は

三E誌を普通 とする 。隅に ある ものを隅陪f ( すみや

ぐら〉といふ。展望 i' C{更し 、防戦に用ひ、その或

るも のには、兵器 ・精食等を一部に貯へる 。特殊

なものには、人質内 ・ ＢＷＦ至 ｉｊｋ ｾ ｾＷｫ ノ 手持等があり

￭ｬｩｾＱ 澗 となってゐ＿こものもゐつ＿こ。

中将の商E世色 、中心部ほど濃厚なのを普通とし

?こ。

城内の主要部に最大の櫓を置き、之を天守或は

ヲミ守|羽 e Mし? こ。三層三重乃至五層八重で、外観

三A及び五重が最 も多かつ? こ。下に石町の葺を築

き、 そのJ てに建築するのであるが，玄中 K 穴臓のあ

るも の とないものとがあっ? こ。用途は展望・司令・

貯戴・誠職等の純軍事的用途の他l乞、城主の戚! 被

を示し、 その居所ともなつにものである 。

天守の 位置 は 、 前述 の各 用 途ｉＧｌｾ直 ょ、様、 一城の

中枢音jl 即ち、 本丸の中央若 〈は一隅の最i吉j 所 11こ置.

かれf こ。建物 列(手 lては' 一櫓の潤立の もの、二櫓

の復合しにもの二櫓の、連結しにもの、数檎の聯立

しにも の等があっTこ。

天守閣は、草稿でし 一つの/1、郭を形成し、城中

のー: 城ともいふべきものであるから 、閣内には捻

・弓矢 ・錨砲等武器、誌に米塩等の食糧を貯へ、

井戸 ・料理場 ・浴場・便所等を備へ? こものも あっ

11. 桝 形 妓 門

制 1 0

12. 天 守 閣 の 内 部 ( 姫 路 城 〉

fこ。内部は普泡の憾と同じく 、費用を旨とし、( :百

等の接的i もな く部間い。 最 t 居に勾械! 付の縁側を

有するも のがあ り、 天下慶長頃には、まに天守へ

居住することもあっ?こ ので、建物の内外に、華麗

な装飾をなし ?こも のもあっTこ。初期に IH4，d こ天守

l乞は、J 二層陀華燈窓 と勾欄含有するも のが44い。

天守ーの芯本的な型に は、 金問風のものと 、櫓慢出

風の もの との二系統があ っTこ犠 tこ思はれる。 前者

は ｩ 答の如 〈 隔層的であるが 、後 者は 、 東 ｬｩｩ Ｚ話ぞ Ｇｩ Ｚｾｆｊ 山

堂 iこ見られる如し 大きな屋根の建物の椋J -.I亡、

小建築を載せ?こ様な形式の ものである 。

城郭建築のー特色は、棟の先端鬼瓦の上に、腕

( 蜘〉を載せることである。大 きは建物の大 さk

l.il5.じ 、形態も称んあり 、質も 木骨金板張 ・五 ・金

属等があっ fこ。

近世後期 ( 江戸時代中期〉

この時期は、島原の蹴以後、黒粕渡

与にま での聞で ある。大阪婦城後、幕府

は一間一城( 一大名にー主: 放の意〉の

令を1-11し、 各藩の軍備瓶i少によって平

和を維持しようとし ?こので、 城の新築

は同 より 模様替きへ も容 易に詐さす、

天災等に よる破壊の部分的修Jl l¥にも 、

全域の明. j ' :m岡を提出せし めて般霊な14

替を行つfこ。?こ Y 新fこl こ取I 1 : てられ?

小藩の若干が、古城の復興、或はi拘禁

なノj、城* の新築を許され?こ例があっ fこ

の みである。従って 、 大築 械はｾ 施さ

れ今 、 Ｊｾｉ Ｈ Ｎｪ 自身すら 、 江戸 、 大阪の雨



大天守の復興さへもしなかっ fこ。しかし 、一般塁昼

間の進歩瑳建i亡作ひ、w挙者問 iりきりる築城術 の

理論的研究は ｾｈ 詰 ，Ｎ ｾこ主主歩し＿こ。

明治維新の後、版籍奉還が行はれて 、武家の城

事1¥は朝廷に献納され、兵部省の所管: となっ? こ。次

で明治 5 年間家的警備の見!lli からそのイ長肢か決せ

られ、 58械を残して、他の約 150 の城と要容は鹿

せられTこ。

( ー〉種類

幕府の本 ｊ 攻 、 帯域、大名の居城、ｾｾＨ 尾 、 要守宅て

が、幕府統ff; IJ の下にイ子し? こ。但1し原則としては、

一大名ー械の1[ ;I Jが行はれに 3

( 二〉 構 造

この時代の械は、大名の居所、地方政治経消D

中心であっf こので、概ね一地方の交通の中心等 i乞

置かれ、平城若< t ま平山;減が普通であ っ? こ。? こ Y

若干特殊の任務を有するもの、特殊の地形 ')) 地方

などには、相詰tt:jい山城も存在してゐ ?こ 例もあ

る。

土木建築方商色、 軍事上の工夫等色 、特に著し

い進歩護建はな く、 泰. 1J 三の飾り 物、大名の j或肢を

示すべ 〈 豪華を誇つ ｦ こ建築に 、 ｦｩｾ ｽ ｮ 放 ｴ て諸大名の

財政j邑迫に伴ひ、維持にも可なり苦心を要する有

; 様で、一度経災に失はれる と容易 l亡復興が/ + 1 来今

一般には寧ろ縮少一方でめった。

結 論

上認の 日本築 I成、就中武家築城の有する普通的

性柊は、 .'P.f 1亡日本的特性顕現であって、 凡 そ下記

の如きものが穆: グられると思ょ、。

性質上

ＱＮ 人工巧妙にして、しかもよく自然を ｩｾ 用せる

こと。

2. 叡智的科率的にして、 しかも、何j 操的基術的

なること 。

3. 規岐荻jj t雄 大 l乞して、し かも 、榔逝;t: 11l 心周統

なるこ 主。

4. 進取的にして、しかも 、用意周到なること 。

5. 向上的にして、しかも 、基磯強固なるこ 主。

6.質賞剛健にして、し かも 、優雅崇高な るこ

主。

ＷＮ 清廉潔自にして 、 し かも、複 ｗｾ なる綜 合美術

なること。

8. ilY. J 建にして、し かも 、幽玄味あるこ と.

9.軍事的にして、し かも、政治的、経術的なる

こと。

10. 外来文化¥t ' 描取同化して、しかも、創造的な

ること。

11. 物件なるも 、し か も、精神的合議深 きこと。

¥2. 複雑多様にじて、しか も、秩序統一 あるこ

と。

13.敬雨11
1崇組の精¥[<11

1を宜現しある こと。

形態」二、用材上 、

1. 地勢をよくお11用 し、 粧始の複雑なる こ色 。

2. 土工をさ. と し、蹟き 71<主主d: 高き石垣 主主? 府五、

ること 。

3. 建築物を従とし、木造建築なるこ 色。

4. 建築物は木造故、 その平面，1]>概 ね方形なるこ

色。

5，建築物の屋棋は傾斜があれ概ね反 りあるこ

と。

以上の諸貼よ り考察する K 、城郭は、最も多 〈

日本的性格の表現され?こも の〉一つで、吾 人に精

［ｉ｛Ａｉｉ 的感化 を興 へること甚 ＱＺＺＧ 強ｾ ， - n 翠なる祖先の

遺物である。

近時、城郭建築に ヒント を得?こ建築物が、官百五

令館、|事物館、研究所、 族館、J主制等 l亡少からす'

採用されてゐるが、外貌の一見似て 、性絡の非な

るものも少 くない織に思はれる。建築設計家諸氏

はよく日本築峻の有する特性を把握され、 その精

粋を採って以て、近代円本建築 l亡tr. 用されんこ左

右? 切望ナる 。

1  1  VI I  



1. 

城郭とは軍事的目 的を以て構築さ れに防禦設備

の終調である以上、上記の表題は明か安官; を欠 〈

のであるが、わが閣に於て築:妓術の最盛期にあつ

に戦闘武家i時代を中心とし て考へ るときは 、城郭

はあながも防禦的意味 のみより構築 され? 二も ので

ないことが知られる。. epち一聞の領主と しては 、そ

の政治的中心を形遣 る必要もあら うし、叉領よそを

して威服せしなる需の何等かの:if. t の

表徴物ｾ求め ｔ こに相違な い。 城郭は

直接には耳Z寄的目的に造 られるも の

ではあるが 、中世以後陀於ては 、特

lてそれ以外の口 的を包含す るこ とが .

遥かに 多い。 従って'近世: 城郭の諸性

絡を究明しゃ うと すれば、官;然そ れ

等の政治的 ［立義 を忘れることは 川 ， ｾ ｾ

ないばかりか 、大 l亡霊i硯する必要が

ある。か、る意味でま互には わが[eli: l近

世城 字 Ｑ［ の ｴ ｬｬＮ，ｪＺ財 ｪ｜ Ｇｦｩ浩 ｊ 二 、 特に防 ｾｾｾ ｉ ｾ ｉ 句 ｊ 地 ｩ

設のみを祁 ｾｉｉ ¥して記述す る鹿で あれ

ば、Tixて; ]<: めら れ? こま〉 の表題 とし

七認である。

手持 軍Eきは名前R i¥-]J工'1X綬

VI I  1 '2  

城郭は時代、場所 、攻撃兵将、担諜土木の技術

信 仰思 想等の ｊｕ｜ 況 ｬ て よって、 相異をＧ＾ｬｾしてゐ るが

錐合都10滅亡以後 より安土桃山時代l亡到る 所前中

世以 後陀於ては先づ規，ｦ Ａｾｖ 宏大年 、 計 ｩ ｾ Ａｬｩ J ) 組織化

梢毛主 ＡＱ ・の堅牢 化 ｾ ， ｾ［ｾ ｩｪ 古代より顕著な 主主 化 として弔げ

得られや う。

2.  

平安時代末より鍬合: :，y代に於て は城主[I Li 主して

地方武士の自家防衛の需のものであれば、その規

模も /J 、さく 、椛詰!i 的には戦時 lて備へる?こめ天般の

山{ If を利川し fこ説! 立であっ仁。 即 ち武士以平日 Fに

於ては山 位の居Ｇｩ ￭ ￮ＺＧ・に民ｻｊＺし 、 Ｍｾ見事ゐ る ｈ 初亡 は 山

上 ｬ モ結ると云』、のを常道と し七 。しかる ｬ モ ＧＭＱｾ ut 以

後になってEl l : 1I お伏践の永続 、I故高Lの時代 となっ て

は、千II寺の居予"I'fと 1臨時の城郭とを別箇のものに均

して ゐる ことは到底li " 来なくなり 、生前の需の居

館と 軍事的円的を有する城主sとを包合して所前

大城郭を形成するや うに なっ ?こ。 か 、るも のは多

〈丘陵を利用し 、丘 陵草11と周囲の平地を純括し fこ

大なる商疏陀築城が行はれ 、所謂平山城を形成す

るO しかる に更に時代が降って 、大名の居城は政治

J 二、財政上、 経例J -. の中心地と駕す必要を生むと

交通の使、物資集中の枢要地を選定すること』てな

り、めながち丘陵など の天岐を利用する ことが! I-¥

来な くなり 、防備は主として 人工的地設に依るこ

と〉し 、只好油な地陀大規模な築披を施すと云』、

風で 、従って 多 ¥( ま平jl -i- JJ 中} て替まれ、所謂平城

を形成する様 lてなつ? こ。 一言にしてー云へば 、城郭

' " ・

. ず

， ' . ι  

.  
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地 は時代の降る i乞従ひ山岳r白j 俊の底より次第に低

地陀赴き、 従って防備は天然の要得 の みを ｾ Ｍｲ こ のん

Tごも のより、ゃうやく人工的施設に依るや うにな

る。か〉る JI去勢は築抜体fを' 大tて進歩させ 、特殊の

防備的施設が工夫 されるまでに到つにのである。

城主11の防備力としては 、 その全臨の配置が特l亡

霊きをおかれる。 これを細張ーと栴して 、築城家の

工夫lて侠った。江戸時代のJ : { I : 撃手千などは各地 の械

事11を調不日し 、杭々の研究を? 行ひ 、理想的な縄張と

汚へるものを案出して 、nlて兵墜として流慌の如

き色のも ｈＱ 米てゐるが、多〈はが ｵＭ｟ の ｾｦ｛ＡＮＧｩ であっ

? こ。それは首時既に徳 川幕府の乎1' 1: 依っ て新; 妓の

替は竪〈禁止せられておつ? こからである。これ等

江戸時代ｪ｟｛ｉ務者の手 ｬ 乞依つで訊ｾ持せられ仁諸凶［妓

草11の聞は「主間合的」その他の名栴で現在各地に

流布せられ、寝間色茜Tご多い。官時として披郭の

虫nき秘絡を重ん十るも の〉調脊はil Hご困難なこと

であったに間違な く、ぞれ等の岡は貨際l亡嘗ては

めて見れば、随分いか刈ましいる のであ る。世に

は これ等の披享11闘をi!E-rご武重なもの主信じて ゐる

向が湛fご多いりれど、史料として の似値の乏しい

るのである こと を指摘し ておき度い。只 これ等の

ｼ品 ｼ が全 快 ｬ 各 地に散 在して 、 多ｾ訟のお Ｑ［ 品が ＱＱ ｜ 米 てゐ

1 綬 路 綴 古 圏

1  

2 姫 路 城

る蕗より想像すれば、江戸時代兵製の研究は盛ん

であつにことが却はれ、所謂治陀居て昂Lを忘れな

かっTこ色 のであ ることが認められるので 、この賠

Iて於ては興味深いも の と言へやう。従って現在城

芋|漏出張の研究を篤すには 、どうしても沓峨郭の宜

地陀 あ につて の都 ｮ ＡｆＮと確貰な古 ｉ Ｈ［ｙＭ ｉ ｾ 探索すること

に依って帰されねばならなし、。さて初期の山城に

於ては山の背を地形に臨

じて所々平地とし 、これ

に櫓、土塀等を逃つにも

ので、所謂園郭は簡単に

なc， ｾＮるを得ないし 、 叉

郭 の配置はー直総に配置

されるのが常道となる。

しかる陀平山城にな る主

因郭は同心図W:: vz : 三重乃

至五、六重ーに まで重り合

ひＮ郭 は桜 ｾｴ 巧妙 な組合

せのJI'bft> k る事になり、

中揺を本丸 k し、外側を

二之丸、三之充と云ひ、

更 l乞これ等を包んで組曲

輪或は純構と稿してゐる

防備の根本方法として& は

中 枢に速す るま で の 泊

路をWl 、限り長〈し 、且

1  3  VI I  



4 丸 岡 域

直線的であるこ とを 避ける のにあ るか弘 、か〉る

ものは自 ら、丘陵を? とりまいて通路は好徐曲折し、

あfこかち迷路に入つにが如 き感を興へ るも の き

へ生じてゐる。殊K それが平地でな く、次第に丘陵

に相臨じて高 くなって行〈 のであるから 、下方の

i邑路を進霊安するも のに封して上方の通路より攻撃

することも可能である。 縄張として防備の最も完

全に殻注し にも のは 、結局平山城の形式の もの陀

見るこが出来る。一例を悲げれば第 l liJ l 姫路城古

闘に示される如 〈、同城の細張は甚だ複雑を極め 、

要害の厳重なる こと 現存城跡 中 堆 ? こるも のであ

る。こ の披は 中継部は姫山なる丘陵部で、これを

固な平地を取 り入れて平 山城を形成し 、闘の中 心

部がその丘陵部である。現欣の縄張は盛長五年入

城 し?こ池田輝政に依って大要が完成され? 二と見i故

3 れるが、中閣の探題硲とし て百高石の大城郭k

ｾ ｴ ｬ 乞相 臨しいもので ゐ る。その細張

の一部は第 2 ii i Y: l f L見られる如 〈、 天 円

切 近 〈に望見し乍 ら 容 易 ばづく ;  

を得な いので、即ち|副の下方の通路 l  

を粧て 、! 副の塀裏に到達 し、' 更に 曲 、

折し て漸 〈にして天守 i亡主主し得 ると

云五、瓜で、そ の問 多数の門、*告があ

って遊撃が阻止せられ 、叉闘の如 く

娠には狭11日がゐけら れ、 通路上の胞

には石被がつりら れて 、下方のi面路

ｾｪＺｦｦｩ むことを愈々困刻 ｉ ならし めてゐ

る。 他 に縄張の 巧妙な 一 例ｾ示せば

第 31凶彦根城鏡之丸 より 本メU'l:蛮IJ る

ある。 こi 'lJl(; 1て於ては本丸K

VI I  1 4  

j主す るに;. Ｎ ｴｾｊ ￮｜ よ 丸 を経なげればならな い の で

あ る が 、 こ の 両 主 ｲ｜ ｾ 連続す るも のは困の 如〈

廊下橋( 現枕では翠なる陸橋となってゐ る〉

となってゐ て、この橋が泌さ れ〉ば、 最早察

易l乞本メしにi主し得1i. いのが窺はれ る。 1;kK 廊

下 橋 下 方の活 路は i副で右すれば位手11 口に謹

し、 左すれば大手口 l亡通す・る のである から 、今

恨りに雨口よ b攻撃すれば、用事は出合調に

この廊下橋の下で相合し 、味方向志の平が衝

突して混乱を招〈や うになってゐる。こ の混

凱に乗 じて上方鐘 丸及本丸石11i h上より攻聖書し

ゃ うk する仕組は宜花巧妙 と云』、外はない。従っ

て廊下橋下より 、錨丸に達するには右方必下で曲

がって更に登らねばならな いので、迂消1には この

登 口 が見逃される。若し玖撃が佐平 ｉｾ 口か大乎口 、

何れかの一方のみより行はれる k すれば、徒ら lζ

進撃 のみ11[ ，' 0: であ れば、こ の廊下橋の下を不注意

lと通過 して 、他の口11[ Itl てうたまよ、 主云」、喜 劇 も演

じられるこ k になる諜である。 彦根披は;14ニ{ J t 直勝

の詩l亡慶長八年家康が七ケ閣の大名を助役せ しめ

て 築城 、 ｾ ｉｾ 仙 むのー要衝 ｦ こらしめんとし＿こる の で

あれば、その要害の! 改重巧妙なこ k 以て首肯せ し

むるも のがあ る。

城郭防備の根本は費陀縄張 の如何 にあ るので、

説 、石 ，1金、建築物等の構造は防備を更に強固 なら

しめる nの言は Y 末梢的施設K 過 ぎない。従って

築城の生命は細張即 ち郭の完成にあっ Tこ諜で 、こ

れきへ/1 11来れば戦闘は可能でゐ る。後人の考へか

5 上 野 線
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ちは 、 ｾ ｉｉ Ｚ 大天 を 障す る如き 天 守 ｼ制 を以って直

ちに抜亨11の生命 と合し l務ちで あるが、築城の

目的はT政聞に ある以 上、 r，' 1. にこの掛から 考ふ

れば、 主1¥が完成すれば築城 r! IYJ の大字は述せ

られ fこと見(放して少 しも差支へがな 〈、又常

時とし てはそ の拡に考へるこ とが普通であっ

仁棋である 。 きれば首11寺7) 干l:;伏にはうそ1エ問は

おろか 、石悦なども完成 してゐな い筈である

のによ く 「本メL-f[' - 出々来菩思召候」な どの文

句が見出される ので ある。

かく 城郭防備の根本 主して の縄張K 於 ては

平 山城に最も完備し 七又巧妙な ものを見ら れ

るが、それが更に降って後 の千披にな る士 郭の配

置は地形上整型K なり 勝 ちで、平山城 の如き 複雑

さは認めら れない。 それは前速の如 〈城郭の目 的

が 純 軍事 的より ｾ｟ｩ ろ 政 治 的なも の に 移 行して行っ

た結果で もある 。只か 、る 平城に於ては廿余郭を

有す る径一里数十町の大城郭もあって、政治的κ

は階級的! 点j肢を示す?こ め頗 る大規模にな 4 つTこも の

が見 られる 。この種子抜の縄張ーに 於ては特に各郭

の入口を厳重な椛法主 す るのがi邑則 である 。 それ

には馬出 と桝)1去がある。 馬出 k は郭入口の前 面に

施さ れfこノj 、手11で、隣接郭 1;: 0:' 連絡を狭小な通路 左

なし、これ l乞依って大軍の一時に進入するを防止

し、 直接城門に迫られぬ如き副防禦 k しfこも ので

あ り、或は部持 がそ の所 まで乗 1+¥して寄せ手の軍

j伏を見張る需で、こ の名があ る。桝形は城門の個

所 に小なる一郭を梼へて、内外二重の城1"1を互に

6 松 本 域

，--'. .，....ァ ー一 ーーー合『ず即時布-: :<' ;

ｦ ＧＮ ｟ 一 一→ 一一 一 一ァ一 一ーァ ー ー ← で γ ＧｆＧｾ

1i v J  A 会 ‘ A ' .  

名 古 屋 城

直角に設りに もの、即 ちこれに依 ってlu接:城門は

透硯し得ら れ今 、まして直線的に城内に入 る等の

こ とは出来 ない。又 この桝形のノj 、郭医者せ手を錨

めて上部の石段 より fKi 射、fHlj 撃をおし、全滅 させ る

工夫も構ぜられてゐ 号 。桝 Ｑ ｲ ｾ と は 戦時 ｬ 亡 ［ ｻ ｦ ｟ って Ｚ域

内の兵 {eiu: って繰/1-11すに用ひ Iこ彪 より の名稀であ

る。かく 馬11-11;: 云ひ、桝形 k云 ぶは結局は防備の施

設であるは勿論であるが、特にそ の名栴l主主主資産の

意味に於て 附せら れてゐる のは甚Tご奥趣 に深いも

ので、首;時の武士の気塊を感 じ得 るのである。城

事I1は防備 の施設であるが 、精神的には必十攻撃の

施設 と見倣してゐる 。従って桝形の門な ども、外

側の方を二之門、内側の方を一之門 主名附り 、内

よ ち外I'L I封墜す る順序に名附げら れてゐる なども

その一例 であ る。

3. 

城享 ｾ防 禦 の 根 本 ｦ こる縄張 の 各部

を更に強聞なら しめる にめ、純々

の工夫が行はれてゐるが、その顕

ミぎなものは石!it ! と桜 とであ るの山

城内至は平 山械の ある ものは未Tご

各享11の境界に石盤が用ひ られてゐ

ないも の も.あり 、或は平城 与雌 も

中に は芝土居営利用したも の もあ

るが、近世: 城主111'亡於て石 i監は最も

特質的な存在と 言へや う。:fi 卦i: を?

城郭に用ひfこのは永純イ ー二年の1;;

長のニイ底城 I'LMiまる 主の博へ もゐ

るが.信じ難 し 遥かに古 くか ら利

1  5  V I1 



用され るにぎIjつ fこk 思 はれる。石IF! はこれに依っ

て郭を構造的 l亡堅聞! とす る12味と防備的効県を夜

揮する意味 u て於て著し く護士主し 、' 111ては十数問

の高 い石 ＱＵＱ Ｚ もＯＱｾ米 ｦ こ。 ｾ￧ Ｔ ｬｩｩｾＱ イ ｝ｦ ｩＧ ｖＭＮ 崎城石川 の立 ｲｾ

きは恐らく各:城石盤中最も 詰iい一例で ゐる。この

械は慶長十四年J篠堂高虎の修築する底で あるが 、

家康の両虎をして この地 l乞築域せしめ? 二度.12は、

恐ら〈大阪方 ｬ て封して彦根械を ｾｉｬ 仙迫力抑へとす

る t 同様、イ芳賀路の一旗黙とするにあつにと考へ

られるので、こ の高石執が特に城の西而に のみ 設

り られて ゐる こ とは真に17: 味が深〈 、こ の駄を 良

〈 推 祭 し得るも のがある。 きて ｬｩ 司 ｬ て見られる石， ＱｖＧｾ Ｇ

は特 ｬ 乞高 いと 云よ 、外、 ｾｘＡｉ 乞 曲 折が設げられてゐる

のも知られる。 これは側防を円的 とする iW禦のー

工夫で 、横矢掛主も栴 してゐ る。 即 ち石 ;1位を纏ま

る如きも のがあ れば、石畳の屈 IH] を利用して側(]'f

をする こと が出来る詩である 。石 恨の築方は! 百!の

如 〈傾斜は して ゐるが 、u' HJil 的 K 近いものと 、i![:

Tごしい潤出l をなすFI8線式のものとがある。前11は

桃山初期以前のもの陀多 〈、 後者は桃山後期 1::: 多

い。rt l J 線式のものは防摂_ ! - . 犠登り現ff い効果がある

が 、 この工法は寧 ろ構造的 に丈夫のや うに考案さ

れ仁結果でゐ る t 言へやう 。江戸時代のw . 撃汽 iま

扇の勾配と稿して、 築方の仕様{ t > 懇げてゐる 。 そ

れに依る 主高- mJ を下る 如 l乞水平 11こー尺づ 〉前 I商

lと持者 1" て箭 IHすこ主〉なってゐるが 、 この方法! と

従ふと 、その勾配は下方 iτ 於てi11i ｲｾＧ 緩 ー かになって

賃際か 〉る ; 正法で築かれTこものはμ 在しな い。 只

石!511の表商l乞孤放の仁るみをつける

こ主 は賞用上防備的効果を皐げる こ

とは もと よりで ゐろが 、一 両それに

依って外視の美を設探し得ることに

なっ Tこ。

議 l立大抵fl! !の外 側lこ設りられにも

ので 、著し く111航 く数 十Iml 乞及ぶも

のも浩 られに。叉地MI ' C 依つては彦

根 城J) ｾｉｾ＠ <  31む糊のー令官を取り入れ

七も のもある。 水 を湛へ fこも の と、

水 の責任い出: i ) J J ¥e に分れ 、幼!¥方 lては楽

ｦｴｦｦ 射知ぬｬｊ ＩｈＨ 類があるの柴 ｲｾｦ ＭｬｬＯ｜ ｜ ｾ＠

云」、 の は誌Ｍ内 ｦｾｬｬ 石 ､ｬ の 下方と外 ｦ ｊＡｬ ｬ 石

ljii の下方とが) ，:11接してゐるも の、J:! 1l

VI I  1 6  

ち誌の断ｼ師が 三 ｦｻｊｽＱ 五ｾ止を需すも の で 、 ぞれ ｦ ご り誌

は ｩｾｾ く且つ ｪ ＮｩｪＧ ｩ 丈となり 、 徒 ｩｴｩ ， は 不可能て Ｇ 防備 ｽ ｊ が

強日 Ｑ となる。 ｲｪｾｉ ｌ Ｈ 注目先日手掛ｪＺ Ｑｾ の徒 ｩｩｽ { t >悶刻! ならし

むる目的 で斐 ｕ￭ｬｪ するー和ハク ｾ ｀［ ｸ を散布し 、叉 ぷ佐

j永をさまにげるt &1てl主主WJ などを張って警戒す るこ

とも柄、立 lこ行はれに。か のatL居Mn告j が長篠械を? 脱

出援 0; ii!iひ 、師城せんとして捕: まれにのは諒巾の

網 iて; 訪れ 、そ の先 l乞ll i 1・j げで あるn向子が11l 〉つにa

ｴｩｦλ 、以 Ｑ ｳＮ Ｑｾｾ へもあるが 、 ｦｦｬ 挺 ＨＱ 兎も灼はＭの ｾｽ ｪ 備

の- dli ，i: 主演し、):11 られるの

4:  

城主11防 備施設と して建楽物に闘するものを懸け.

れば、 石 ;'6 、独nn等がある。石7ft は! 宅福 . 武 者;ι

袋狭I 1nとも呼 ばれ、記虫、物或は- Wf. の位 l白i l亡外 部 iと

下院がり に突ト1¥させ七nl 張であって 、下方の 口よ

りi府羽 攻撃するもの である。普通は石 'il 芭 上l乞設

けられ、これより石を泌し て犠登って似るを 防ぐ

から この名がゐ る。石浜の初期的なものはtrnl 尚

丸岡城天守干列車 i亡見られ る同特子の類であっ fこら

う。これに依ると石仇 l二K 突十P，して下方の揚板を7

1-. げ 、石を? 泌すことも得られ 、;格了・窓は物見の月1

ｉＧｃもイ Ｉ Ｑ＼ せられ 、 文 これより 弓を引 ることもＯｉ｜Ｇ＾ｉｾ

る。この械は天正四年柴間勝盟 ｄ 築 〈 雌と ｎｾ は り

誕-r: 古 羽毛? 遺作してゐる鈷が多い。この 山格 .子も

その 一 つで、寧ろ天 ￆ 以前の ｩ ￰Ｎ ｈ売を Ｑ ｊＡｾ へ仁ものと

思 はれる 9 しかるに餓砲が兵蒋として措んに用ひ

られる如 〈な れば、か〉る lili 放; 的なものは不都合

であるは論を侠fこな い。そ こで普通石反 主は第 6

8 松 江 城



ｼ 川松本 Ｚ 城天守下層十 ζ 見られる ｴｕ ｾ 只下方を揚

板とし 、周回は堅固に援はれに ものに なるの

しかるにか〉るち のは石必J ー: K也ちに 突出し

てゐる から 一見して石決なること が右舷せら

れ、これに敵弾が集中破壊 される慨があ る。

近代戦! と於ても有力な武器であればある程、

それを敵の! 広硯より l沼くして、攻聖路 J ) 臼棋と

なることを挫けねばならない。それと同級 Ir.

' & ・時として有力な装置で あっ fこ石縮会日 lと簡

れない棋に設げるこ主が工夫 されてゐる 。郊

7  I圃松江城天守の初豆二亙屋根の11¥11乞隅の部

分lて設げられに出張が この艇の試みである。

この方法に於ては よしんば近づいても石泌な

ること が容易K!高取きれな い。 I: H 張の下方は揚紋

となって 、つまり初A の屋根裏から怖討されるこ

主になる。 ｴｲｾ 8闘名古屋城天守の二重目唐破風 J )

下にある出張部分はタト翻意匠上の特果か k 一見 視

られや うが、賓はこの出張ち松江城の k 同様下方

治: 揚板になっ て，iz: i硬な防備施設な のである。これ

K 於ては松江城に比して更に一段進歩しにも の と

考へら れ、上1' L 1 i ! J 依風などを設げて如何にも的訪J

K 仮 面 を かぶってるだりに一層恐しき存在であ

る。 この城の築城がやはり大阪方lモ封ずる東海 D

E拒鍛 として行はれ7こと すれば、こ の石縦一個 に家

康の全性柊が具現されてゐるや うK 思はれて 、避

に 興趣 ｬ Ｇｌ ￬ 来 い 鹿があ る 。 これ に劃して ｴｲｾＹＱ 剖姫路城

天守l乞見ら れる出格子や石浜は頗る 明朗で、正々

堂 ?々 こるも のがあ る。姫路城は縄張i陀於ては般重

姫

ア

γ

n

w

v
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過ぐるも のがあるが、 rll 央の11:¥格子は防備として

はメL同城 l乞見られる如 〈初期的の ものでゐる。只

隅の石議は松本城の如〈石盤上 K 直ちに/:( I ，張らす-

lこ、少 し〈 不の壁趨を見せ、その出色到って少〈

してゐ るのはそ の存在を隠蔽す るー工夫である様

l乙考へられる。をほ石落は天守や櫓K 限ら すも、地

1"] ‘ 堺などに もi設げら れ、下方を泊過するとき直

上より 攻資産し得る如くなってゐる。

共で ili 接防備の fこめに 、城郭建築物! とは皆狭聞

を明 げてゐる 。弓f t ' !Hるj s J ) ものは矢狭間主 云ひ

短冊)i 手であるが、餓砲が使用されると、もに. 固

形 、三角形、正方形等の鍛砲狭間がI.H来で、これを

特 i乞銃l以と云ってゐる。後 lとは土華石にまで穴を

明げに石狭間と云ふも のまで工夫され fこ。第 10岡

は松江城天守の一例でゐるが、この天守は天守前

面"ζ 附仰を辿接するも ので、l剖t. : l . 附櫓より天守に

入る 口Ir . 設けられにものである 狭

間は皐IZ:: 外部K 附して設げられる

外K 、こ の械に 内部に入つでも攻

蛾 3 れる方 向に向 りて l列げ てゐ

る。目凱 IJ あ らす・して天守附櫓内に

まで進欝せら れる に到つで も天守

内に あっ て附拘の帥を攻撃しゃう

とする意岡がＡｾ取せら れる。即も

最後の最後までなほ踏みJ l : って防

戦しゃ う ｴ する精 ￭ ｬ ｪｾ Ｑ 力の旺 盛なる

事を如'ff に物語る 色のである。日

本; 武士道の民立を この弘、江城附仰

の扶1mが最 もJ l象的に現はし にも

の と言はねばならな い。日本披郭
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K 於て現代的意義を求めゃうとすれば、多々ある

であらうか 、これなど は後人に封する最大な贈物

の一つ主して精神的lて特に慣値高いものであらう

ｫ 思」、 。節 ＱＱ 岡は大 Ｑ 奇抜艮Ｊｩｾに見られる狭間の種

々相で 、矢狭間 主銃限で ある 。左方の下方K ある

銃 ｮｾ は伏射用のもの、この桟ｾｦＧｌ狭間は普通伏射、

膝射主射撃姿勢 ｬ 乞相臨じて誼ｾ［の位置に明げられ

るが、叉11: 射用乃ものもあり、特lて床土高〈明げ

て、落上:1モ立って. @¥敬する ものなどもある。即も壁

商があって 、狭間を明り得る鹿は高島、低農を問

はす・設げて鞍闘力を強閣にしてゐる。しかし聞に

見られる如〈 、平常より狭間を明放もではその城

の敢闘力が敵に激見される憎がある。即も簡単に

スパイされる謹でゐるから、狭間を外部IC現はぎ

ない隠狭111) と云ょ、のが屡々用ひられてゐる。これ

は構造的 ｬ 乞壁盟に狭間を ＱＦ め明けてお［ｾ、て、只外

部より見えなし、如〈 、外側は部〈壁主同様に塗っ

て、 一朝事あれば直ちに狭間となる仕組である。

名古屋城天守の如きは外観上狭間は一個も無い様

に見られるが、これは締て隠狭間のｾである。前

述の石務と〉もにこの城の性格が良 〈窺はれる 一

端である。

以上の外城郭防備施設主して車IA部K 於て種々の

工夫が行はれてゐる。塀の如きは餓砲の流行主、

もに厚くなっfこが 、特 fて乗越を防ヤfこめ‘軒端l乞銭

の沼、返ｾつり ｦ こも のも生じ 、これをタ ｬ 塀 ｫ 栴し て

ゐる。第 12闘名古屋城不明門上土塀などに見られ

るが、闘では明瞭lて現はれてゐないのを遺憾とす

る。

又岡では城門 lモ達するに橋高と栴

ずる土般になってゐるが、防備を! 設

1J i : にすれば、こ の部分は第 31胡彦根

械の ｾ ｉｉ < 廊下橋となって、事ある時

K は橋を: 為すこ左右? 考へ、更に平時

より 1象め知1; 橋 、引橋、 草橋などと云

はれる特殊の装世を持つ fこ橋として

ゐるものもある。建策;(1"11モは壁鵠の

純治法なども防備と去五、拙から注意

されねばなるまい。即ち初期の頃は

弓矢が武器であるから 、 それに耐え

得るにけの板壁で充分であっ fこらう

しかるに銭砲の流布につれて、所目11
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耐火構造左主主す必要が生 じて、壁も厚 〈な り塗館

構造にまで進展し Tここと K なる。従って丸岡; 城や

松本城、松江城の如 〈に比較的初期の仰を体へて

ゐるものは、外 ｲｬｦｾ 板張として古風を洩してゐる

が 、姫路城名古屋城の如きは全〈堅固なき主簡の

みよりなるの更に堅牢にする需には銭の延板まで

張られるやうになって 、稲山城天守の一吉1¥などに

見られるこの銑板を張る方法は践にまではI日ひな

くとも、城門、扉の如〈特I' C 重要な例所I'C!ま普通

に行はれろ方法であるの第 12岡名古屋城不明門陀

示される如 〈、門柱、冠木 、扉すべて餓板で保護

せられてゐるが、第 13岡彦根城天守入口揮の如き

は! 享い餓板で頑丈に誼はれ 、現在遺郁としてこの

事fl 扉の最も古いものである。

5  

近世日本域事ll f ' L 於げる防備的施設をなほ市111かに

摘出すれば、多々あるであらうが、大 要は J-_ 述

の如 〈である。きて我々主して屡々質問を受げ

るこ k は、 支那事費初まって以来大陸1 ) 剖lili 城! 設

が注意ｾ索き、日本城 事 ＱＱＱ Ｍｃ於ては何故彼 の 地に於

ける如〈都市歪Ｚ腫ｾ間続 ー して城 ｦｅ を設 けなかっ ｦ こ

か主云ふことであるの防備としてか〉る回統的城

挫は完壁に近いことは営然であって、わが附近 i止

城郭に於ても所 前11絞f，¥ll 、総，!.9i I I の類がこれに近いも

のとして設けられfこものもある。しかるに彼の地

に於ける城挫の虫11 < 顕著な存在 lてまで設定・してゐ

ない。也市寺の人としてこの紐の築城法ぞう:11 らなか

っ? こ識は決してない放 l亡、何等かの理111がなりれ

12 名 古 屋 城



防備と云」、w礼金:は見られす・、又松江城附櫓の狭間

t亡推祭せ られる如〈最悪の場合iC於てさへ色 、な

ほ攻撃的精niI lwc 溢れてゐるのである 。胃 頭で述べ

fこや うに城郭 とは:，[1:事的 1;] 的を以 て構築され? こ防

喫設備の縛栴であるが 、この定義は 日本挽郭に於

ては首 ・ てはまらな い で 、 寧 ろ 攻般の鴛の一 線鳥ｾと

しての施設であ ると認識しなげればな ら. ぬやうに

考へる 。こ のＺ立ー ｬ 味 ｬ 亡 ［ 於 て わが ＡＢｾ ｬ ｴ ｩ 図践的境盈は護

建 しなかっ「こと見られや う。 さればこの日木武二|二

泊の精華である近世城郭の持つ精iJI lll 的意義は今日

特K 深〈注芯されるべきであら う。近時犬 陸 J ) 都

市城! ! 日が1止人の注;ローを索 〈こ とさ長〈 、それK 附随

して前記の虫 ｉｊ き疑問を持 ｦ これる方色多々ゐる ｴｾ ら

う主 考へ Ｎ 敢へて私 ｊ ｊＮ の一端ｾ 附 加して、雑然 ｔ こ

る本稿を絡は ること 、する 。 ( 昭和 16年 天長の佳

f2I' i l ' L記す)

ばならな い。こ σ・貼1亡闘しでは色 々の説明も試み

られや うが 、一私見 とし て最色大なる} ! J l 山とも考

へられる ものを述べて見ょ う。支那の城郭は体統

的 ｬ 乞異 民族 の侵入 ｬ 亡 ｾＱＵ へるを目 的とし ｦ こ需 に 、市

街そのものを守備する 必要があった事 、叉識は消

倒的で防備のみタ主と し、 従って吉li 城の需K は物

資の必要上苫lli li 全髄を包括図説し防備せなげれば

ならなかっ?こ こと等が皐げられるの これにおして

わ が間近 世 域主 Ｑ［ は武家の争闘のｾで 、市 民は直接

戦闘に闘してゐないし 、 叉 ｲｾ は積極的で防備と云

ふよりは 等 ろ攻撃を 主とし たＱＮＰ Ｑ て 、 ￯ｬｪＱｊｾ 全盟主＿ 包

合して寵城するなどは 、戦術として決して保る方

法でなかっfこ乙とr等に起! X l ナるよみにJC. はれるの 既

l陀乞述べTたこ k如日川〈、馬l川1-'，

之門、 二之門の如 〈城門 )) .f，r，q，ζ 於て li長JT x せられ

るやう K 、わ が閣の城郭 lて於て はf，!j iJ i!J 1がJ I ' L決して
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ロンドン最古の遺構がある事よりも 、邦人には

寧ろ j敷石の文書で知ら れてゐるロンド ン塔に就て

記す棋に k の本誌の希望の目的の奈溢にあるか或

は猫機の空襲の鴻K 一部破境きれ? こかの噂を侍へ

る折柄の思ひ付きででもあらうか主も覚えるが、

兎K 角此 の英首都民完全 l乞浅されて来? こ古めかし

い城に就い てそ こはか k な〈記すこ主〉し? こ。

保守的なイギリスの常として、新時代の活気あ

る都市の裡K 墓場の犠K 静かに茨色に死ん でゐる

多 〈の建築が大切に残さ れて ゐる 。ロ ン ドンで故

古の建築と云へばノルマン様式の時代のものでよ! よ

りに裏通り の町内 K 凶銑紗の屋根を上げにテムプ

ル ・チャーチ ( Templ e  church) の黒 〈す ':> (1 1こ悶

堂 の 部 分 じ ウ エ ス トミ ンスター ・ア ぺ - ( Wcs -

tmi nster Abbey) の祭壇下部しロンドン J{r ( T ow 

er of London) 内の主官Ii ( Keep) とを教へるが、

テムプル・チャーチは絞りにもノj 、さいし、ウエス

ま長銃' i f l主工感情土 ・J 1( )7，ffm敬波

VI 120  

トミ ンスタ ー・ア ベーは外日 にi蝿れね部分的なも

のでゐって、ロ ン ドン J在の主官官の棋にそ れ自瞳が

的どノルマン棋式で浅され?こ大足撲であるのに比

ぷべくもないし 、χ 、J成そのものカ Z ノルマン式か

らゴ γ ツク式VCJ I るq，I!J: 記の城訴としてイギリス

でも日1こ完備し ては' つ にものであり、且つは此の

J)主内で行はれ? こ故々の悲活力 Zイギリスの隠史をそ

のま、 κ 諮ってゐる 。そんな興感から私色 一般の

オグ上りさん の例 1'[ i史れす・ロンドン滞在の一日を此

の械の訪問に裂しに のでゐつに。 .

￯Ａｩ の中心地 主ナ来ｉＧｌｾくＺｴｲ ｾＱＧｌ 閑静 とな って 行〈公館

街を、時には新しく建つ? こ明るい新政式の建築な

どを見つりなどしてタワ ー1i1を端まで行〈主、念

l亡[J 目りて腕場の先K 援があ りそ の先に 石用を杭み

その上tて雑多の閲塔や建物カ; j _ i l i 9  " それぞ越して

城内の主if(fh; ノj 、さ な培を四方に立て 〉聾える。そ

の訟の感じは正陀毅宵記念塔附近7) ，ら見? こ大阪城

l亡努覧?こ るものがある。しかも大阪城で少し右手

の大手門か ι 城内 l乞入る様I ' L ' . こ〉でも少し右手

のパイワ ードtl. F ( Byward TIower) より入るのであ

る。とにかくこれがロンドン塔であつにの

古代ロ ーマ時代、ケ{ ザルの遠征によりそ の勢

力下lて腕しTこ此の地方l乞ローマ入は都市を建て〉

ロンドヌム( Londomum)  e云つ? こ。このロンド

ンの前身? こる町は併し腕〈はなかっ? こ。駐屯兵の

居城をテ ー ムズの北 伴 Ｑ Ｇ｛ 築 ｾ ， Ｇ 1こ他には家らしいも

のも無かつにのである。此のロ ーマ式城壁がロン

ドン塔の膏臨であっ fこ。

此の披基の上l亡ロンドン塔を築いTこのが北側; ノ

ルマンヂ ー王ギヨーム ( Gui l l ome) 即 ち、イギ リ

スを征服してノルマン文化を移植し? こ征服者ウィ

リアム ( Wi l l i amthe Conqueror) で、時に西紀 1078

ｾ ｉ エ であっ＿こ。現在の外‘濠の外廊は此の時のま〉で

あるし、会: 館はその替迭の依今l亡悼へる最古の治

的ーである。こ叶と此 の披の出>1( 事が次々 に英闘史

の縮闘として行はれ、械は城盤主しての意味の他

K 凶王の居披として、又、政治犯の牢獄として則

ゐられて行つに。居城としては 1660年以后は一時

的にも使はれな〈なつ＿ こ が 、 主主，ｾ款としては ＱＸＲＰ 年

まで相蟹らす・使用せられに。 1810年以后は浩幣局

として川ひられ、他に新? こにぜi幣局が設げら れて



後 は一部 を兵 器 として用ひ、 一部

は一般制胞 を許し、昔乍ら の城内

を世 話ひ、昔風の服装の1t;;] _I :1こち

を}ム 711・い悲 ijf，惨;舌をイ忠」くが{品に

させ て今日 に苔1] -つ?こ のであるの

械 はテ ームズ河 の北j 告に丹Yひ、

i=t: i  ＱＡ Ａ ｬ ｪ は 河 、 仙 の三 方 は ｊ￬ ｩＧ ｩ ｾ 、 泌を絞

らせに右不 正五角形をなし、此の

内 lζ 一段 1::) い不正 六j(l)1予の内械 が

ある。 1"1外:!Ji_l( fぞ市)lff の:{ jM，t :ft'紛 ら

し要所 lとは回い物見の絡を立 て 城

t"Jを穿ち 、壁、D上部は 多 〈部屋に

なっ てゐ る。

被 の大手 は西 市 角 で、 僚 の手 Ｇ ｬ ｾ ｦ ｊ I'L先づミツドル・

タワー ( Mi ddle  T  ower)  と て 二 Ｑ Ｑ ， ｲ， Ｑ の 太 し、 悶 椛 ｊ Ｉ ｉｾｾ

I1.H  I'C披門 を穿つにも の が め れ これを淋 ると 説 l坊

I1えの氾路で掠ーを渡 って 向側の同じ〈双塔の 中! 日j に

I"J  :ft' 開い?ニパ イワード ・タワー ( By w3rd T  ower )  

を前り始めて城内に入 る。 この道 路の中II¥lf 亡アー

チの椛とな っ7こ所 があ るが、こ 〉にそ の昔 「はね

橋」 が あっ＿こと云は れ る。 Ｑ Ｕ Ｙ Ｗ ｾ 手の 古 附 で見 る と

この泊 路企躍が橋 でゐつにし、 又、 ミツド ル ・グ

ワ { の克 l亡外方に二個 J ) 城 門i; : ゐつ? こから 此 の大

手 口は寄与易に政り得なかに e 忠は れ る。

外械の河沿ひ のi !Ltには 6 の笠ia:がある。最西の

が 今 J ) 大手門であるパ イワー ド搭で あ り、Eたのが

セ ン ト・トー マス塔 ( St. T ho m3S  T  ower ) で、塔 下

Iとは低い塔 門が河 に芭市iじて開い て居 り、河水は

西方よ Pの:金景右方に 9 ' 7 - . プ，リツヂを 見 る

空 中ｾ ｾ＠

此 の門下を撚って直接 門内に通じてゐる。ロ ン ド

ンJ { i=!C逸ら れfこ囚人Tこもは 十年結 で 河 か ら此の門

を惜 1) r"J内の船岩場から上陸 して牢κ 入れら れ?こ

の であ っ ＿こ。 一 度 門 ｾ ｟ＺＧ ｴｩ｜ＺＧ ，Ｚ つ にら再 度 婆 婆に戻れ ぬ

と問〈此のr'J を千柳 錠 股しい姿でi持って行つ ?こ囚

人?こもの心中 は如何ば かりであっ?こら うか。此 の

格;からは 内城の ウヱ ー グフイ - )1，. ド塔 ( Wakefi eld

T ower) へ橋 が架ってみ る。外 城の他 の三方に は西

北 f( H東北角とに各 望 爆が あ る、 北壁 は三角献 に

張 り{J l して防 禦に便利な棋 にな っ てゐ る。 他 にi蓄

の類 !e持 ?こない。 軍 事施設 の主力は主 として河沼

ひ ｬ 亡 注 いＮ，ｾ e 見 える。

外披に比 して 内城の堅めは更に厳 重でj司固に十

三の塔を持ち 、 その南壁のセン ト・ト マ ス塔に向

つに所のプラ ツデイ ・タワ { ( B! ?ody T ower〉 の

下に僅か城 門を開〈 のみで あ る。

この門か ら内械の事11内 K 入 る と

慌 い敷地が開り、 中央東寄 りK 主

官点ホワイト・タワー ( Whi t e T  ower  )  

が 城内ー l乞高 〈大き し 披内最古

i主要の構へを どっし りと 制iiへてゐ

る。

主官' ，'f の民: さ南北9引l 吠 束西7乃3択 の

石士迅主

ｉｾ附 ｴ椛 ｦ 挫 ｉ軒肝 ｆ前向与追 ＺｪＹ 卯 Ｐ 択 。 四隅 ! vJ 、塔 :ft'Ji : て

てゐ る。各附共建物の11: t 央をnぃ

ｦ こ ｬ 字 ぃｩｬｬＺが先つ ・ 各附 ＺｦｴＧ二 ｾＡ 乞 介ｴ，

各5去は ま?こ泊1首l乞数安広分けら れ

る。 乙の肢は ill 物 の椛 迅-を 強める
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セント・トーマス}すF 囚人設迭の7)<門

痛に必要であっ ?このである。こんな部屋占 IJ で、廊

下の類も持? こ今、幼稚な平面計 :高と云五、他はな

その ｕｾ 一 階 は 中央 壁で二宝に分げ に その西側の

ｊｪＩｾい、安を ＿ 悦餐安に用ひ ｦ こ。Ａ買い無装飾 み 石壁 の

室であ る。主iEl 立射し込む光線も少〈 陰1替であるが

その昔は夜ともなれば大きは炉に焚火力Z赤々主焚 ι

かれ、 H寺には股火の下 lモ翠 1;' 開餐令が聞かれ?こ の

であっ fこ。此 の地下宝や近〈の塔内 iて幾多の幽閉

せられTこ人達が坤吟してゐるのを よそ に、華やか

に着飾つ? こ城主Tこち がtt美 7J . 音楽で踊つ fこり 談 笑

徳 l乞盛宴につ い? こりし Tこと は鬼か魔 物か、 その壁

lて沿うて並べられ? こ不思味 lて光る甲 骨や給剣j の類

を見るまで色な く中世紀の弱肉強食の露骨さに慨

然 fこるを兎える。

その宝の奥の充側の出入口を ｾ￬ 持れば、しかし聖

なる 光に身は引き緊る。セント・

ジョン・チャペ ル (St. J ohn Cha-

pel) である。厚い壁。太い佐。厚

〈重苦し いア{ ケード 。そのア ー

ケードは ti H長 い奔. ; 主主? 二列にとほ

って正 l函の聖;盟の後で宇阿 Jl' bl亡; 直

接する。闘筒i l X の屋根は上を掩う

て うす11青い光の下で; 1"1. 遣の頭を抑

へつける。すべてが次色の石で あ

る。花も壁も天井も。? こ Y 一つの

装飾もな い。 次色 の他には色 もな

い 。二 方 ｬ 乞穿 ｔ これ＿こ 幾つかの ι ｉ ｾ 閲

窓にはステ イン ド・ グ ラス色無い。

V11 2 2  

牛透 明 の ガ ラスを透 して放し、窓からの ｊ ｉＡ￭ｾ、光

で漸く lて必内が見える。何色彼も草々しい。

鈍い。陰普ぎな E 人の手で碩，7) J-_から抑へつけ

られ?こ絞な重苦し さに堪へ切 れ ぬ と ま で 忠

ふ。これがノルマン時代の代表的な宝内であ

る。州 ift の禾す史上主力Z勢ひ! 早いm: やAにいu とに

したと云ひ乍 ら、そ の頃 の人の生前の何と l清

かつ ｦ こ 事にら う 。オレンヂ世る商 ｩｾ ＧＮＺ ｙ｜ ，J) 人の明

るさに比べて陰穆 iJ. 天地rcit U' 北は人の暗い

気持はこ の常内の椋 j五時さに J{J って訓平l巾も

Jl 長じ fこら う。北側; ノルマ ンヂ ー)) 人 法 が ド {

ヴーを越えて征服し得fこイ ギ リスは本凶にも

楠して暗かつ? こ。そんな詩炉本闘の首都コー

ン Ｈ ｃ ｡･ ｮ Ｉ の 建築 ｋ も精し て鈍重 な ｮ ｩｔ ｾ、建 築を

幾つ も逝っ て了つfこのである。

軍い打ち のめ されfこ;阪な気持は血痕の消えや ら

ぬ断頭主主や断頭斧、数 々の 乎伽 足棚 や諦め迫具、

扱ては牢獄 ｊＩ ￟ｨｏｾ ナ囚人の手 ｨｬｬｦｬｩ などを見せつけ

られ 、 主 ｩ 市の 横の ｾＱ Ｑ￬石し＿こ瞭場 ｬ モＯＭＱ Ｑ Ｑ ればその中央ﾭ

K 雌刑場上ll: 力q冊で図まれて舟 り，アγ ・ポ レイシ

女王、キ ヤス リン ・ハ ワード 女王、 ジヱ { ン ・グ

レイ夫人 fこもが囚人として花の顔ばせを血陀染め

に事を物語られては此の重い碩は何を以て賭され

や う。 ffl ljl 亡ある毅千? 堂 Sr. Pet er  Vi ncul a  Royal  Ch-

apel が十五 世紀末の桜式で般そかに建つのも却つ

τ 皮肉 l乞感 5 られるばかりである。

Ｈ以下 Ｒ Ｗ 頁につｾ <  )  



{燦 城 之

緒

昭和 14年 10月25 日特別の思 荷主? 以て京都市に御

下賜の旨仰せ ｉｈｴｾＧ され 士 宮離下「二依城は 、 烈 Ｑ Ｕ ｾｉ［Ｎ＠

紀 j 亡の佳簡を期して、ひろ く公開されるこ土〉な

って悲 tc. l ｾｲ］Ｍ数ヶ月 既 l乞拝制され?こ方も多いと

信じるが、 この; 機 (- 1I ' L 同抜二之丸 K 闘 し て 共 の

EIJ 緒と慣1胞を省察し 、一層認識を深めてい? こ- : : <  

一日1)) とし、11f・せて向後の研究に侠つ3、4の基坊を指

摘して置き fこい と思 」、。本丸のJ_ k . 欣については

「史述と美術J ( 昭和 15 ｾ手 Ｑ 月 ・ Ｒ 月税 Ｉ ＴＯ Ｑ｜ 稿に述べ

て{ 泣い ?こし、誌には割愛する。

=f底捜の掘観と沼草の大要

］ｾ 条械は御 Ｊ［ＧＧＱ Ｑ ｊＩ やうに京都市 ｬｦｾ 京Ａ高二 ｦ￁ｚ 油掘
・. .  • 

川西入二イ康被IlI T541番地κ 在る。この二依城町なる

名郁は御下賜後、新 ;c 1 ' ; 付けられ Tこ町名であっ7こ

守屋巧氏所殺にか〉る寛永版広都古闘に依る と、

京別 川 二ｾ上る ｩｬｬｔＺ 亡 、 「 八 丁めゑぴす ｊｬｬ ｮｉ￭ｊ 、 同下

るlilTI乞「二僚土橋下町」の記入があるが、三長会

llii ｾ 命名せられ ｦ こ 一帯には 別 に町名が無かつ ｦ こゃ

う であるから、之色己 ｴｲｾ Ｑ 尋ぬ次第であっ Ｗ こ 。
E介。 ι る

二僚城の抜構は いはゆる平城1'[. 嵐し 、内部中央

叫西l乙本丸‘ 以来に二之丸が在り、 この二郭を外

く" 1 >

tlb輸が園み、土居 ・石垣共の四周を繰り、内外二

重ι 主主・を続らし 、外濠外周の延長は略 16nIj 1亡及

ぶ。形は長方形で、束 ( 郷川通〉を正面 左し、南

北の中央から和四寄りのと ころで屈曲し少しく狭

まり会謹の形は凸字形をしてゐる。

正 l百の東大手門及ぴ竹屋町筋の北大手門の雨惚

寸じがn

門は、筋鍛の扉慨然として 、城の/ : 11入口を問め 、

米 南 ・I! 日南の雨隅には、絡が現存して、; { r : りし日

の お年へｾ偲ぶこ ｴ カ ［ｈＱ ＺｓＡ＼ｩる。

城内東半ｾ占めるこ之 丸 の、ｭＺ重な築地 ｬ こ 固ま

れ Ｗ こ一郭内 ｬ 亡は 二之メ ｌ 御肢がある。四牛ｾ｛片める

本丸は、方70絵IlH、四悶に内濠を続らしてゐる。

1>0 ，ん

刷図の石虫上 ｬ 亡は多 ｉ Ｂｊｾ ｊＡＺＺがあ り、 西南隅の天守閣

楽 文 部 省 技 師

丸 つ い て

浮 島 英 太 郎 各

祉、他の各隅の削除制 Ｚは 、 必の内 ｦ ＡＱｬ ｊ 四 ｮ ｾ の石主役

と共に現存 し、宮ての本丸7 l 体制の仰を }:-:: めて

ゐる。本丸東桜中央・の橋諒:.1'.. 1ては、本丸唯一の沓

村lf，1こる.ti ' :，t r"Jが現存し. 二之メL とつなぐ橋があって

清らかな 水 を湛へ＿こ ｙｬｮｦ ｲＺｾ与の協をおす姿は躍 し

い。な li 本丸の郭I王1:とは嘗て京都皇771・今出川 御門

内にあっfこ哲也宮御殿が砂し建てられ、屡々の行

幸砕の刷 lとは、共の奥御長住所を、御用κ 充て させ

られに と奔承ずる。二丸之については、後に詳し

く述べるが以上カ ・ 二僚減の［ｦｩ￬ ｾｾＱ 悦でーある。

此 のj 也にfJll 川家Ui が地主? 相して 、也管tと活ー:手し

Tこのは 、l長i三6 年の末のことであっ fこらしい (JP:

Ａ Ａ日宵御ＧｰＮ ｲ ＮＱ己 附 路 Ｎ 武偲 ｩ 羽生手ｾ成等Ｉ。烈し嵐長ＷＡ＼同

月ふこと〉ずる文献色多い。闘 ケ原 役i炎、宜捕を

牧 め?二五i{)必l亡t つては 、従前 J ) 上京l E 籾!日i (今' -! - '

エ1:賀) l'と在つ Tこ長手f 町御屋) ; ! k、即、ち彼。「衆柴ノ〉

御1¥自」は! l L 初予狭であっfこらうし 、京都の地 l乞1討

する深遠な政治的; 立味もあって、上治中の居館

l乞充つぺ主二僚城のitt 替に i;;;' ぎ着手し ?こ のであら

七 普請に際し3芸者l1ij 屋敷の屋形を引J多し? ここ k

が、鹿足見聞書、柳皆目次記腔長銀 fr : 参看 さ れ

る。創建の規模及ひ・竣成の年次はま t: 判明して腐

ない。鹿長8年2月家康将軍下の後、翌 3 月この械

に公式に入って ゐ る事官に微 し、 或る程度の竣成

を見てゐ＿こらう ｫ 推察し得るにｾ ＭＺＺまる。京兆ｾｕＡﾭ

要に依るし普請 ・ 作事は慶長 ＱＱ ｾ 三まで ‘ 紛い ＿ こと

いふ， ｮ ｰ もぜ ｩ 管若手後数年を ＡｊＡＨ して 、 逐 Ｚｪ， くｾ ｾ の規

模を整八? こものらし いのである。慶長 16苧 3 月28

日家Gl t ・秀相が此虎 lて令見し fここ色 、同 19半及元

手11元年夏 ・冬雨11I Ii に家肢が、 この城lとあって訓築

し? ここ主などの史官は特に顕著である。

元不11 5年 9 月 18日禿忠は二僚城l亡入り 、 自ら城

郭誕11替のこ k を沙汰してゐる( 考亮記〉。翌 6 年手11

子入内の準備として 、一部の増 ・修築を 17Pじ?この

であら う 。同 Ｙ 年秀忠 主 家光が首城陀ｾＺＧＱ ｩ ｬｩｩ ｩ し ｦ こ際
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の徳川官記の記事lて、御座所 ・大阪ー1m上段 ・大日' [

11日・ 二 ノnn等 の名が見えてゐる。現存二之丸御殿

の大令官は 、首時すでに今 n見る如き配世で、二之

丸 の中枢部を占めて建って ゐ? こと 認め ムれ る。然

し、本丸及外Iぬ輪等の枝子はど うであっ?こか、 9よ

料 不充分 の現在 主しては猫後考引突 っ次第であ

る。

元手115 年月 7 幕府は伏見I波打干o罷め 、大阪城代

を世き 、等 いで伏見城主? 焼?こし めて ゐる。同 年 9

月の秀忠、二保域修築 :J) 沙 汰 と併せヨラへ、其の問問

者 乃n口氏何ちか閥申するところカ tあっfこのか もう，11

れぬ。

寛永元年以降は 、同 3 年を期して後水尾天皇の

行き与を仰がんが矯め K 、若手IHは新に行幸御殿 ・中

宮御殿等を二之丸苑池の南に営み 、以て儲御所 k

なし 、更に従前 の殿閣を修め、接師を新fこ|亡し、

叉伏見城再興天守並に殴字 ・長 屋当・;を 営城l亡移 築

して、共の結構を整備し? このである。

帝室博物館秋山鑑ヲIt l f が褒表せら れfこ「ニイ阪南佐

官の沿革J I 亡於て、尾張出川侯同家蔵の「寛永元

年、叩子 Ｕ 月吉目、 二依城締ｼ高 ｉｊ 及び ｾｴ の書類

括の史料に基き、本丸 石 Ａ ｾｾ Ｑ Ｉｾ 、 寛永元年夏以来築

遣 され?ここ U e指摘して居られるのは 、注目すべ

きこ t である。即 ち:4王丸石!坐は 、尾州、紀伊の雨

藩、松平隠l技守 、ヲl'伊J市部守 、松平下総守 、本 多

美濃守の六組の親絡の分婚に依り 、線、石高計 225

高石徐の工費を以て、こ の時築占 きれ、この石盤

上 及郭内に伏見城 、乃夫守及び殿宇 ・長屋が替 まれ

fこk いよ、。

本 丸のか 〉る 大規模な也管が 、寛永・初年 l乞行 は

れてゐる事を考へる k 、それまでの二依城は 、い

まの二之丸が城 の主盟主? 成してゐ? このでは無か ら

うかと考へ られる のである 。又本丸があっても、

もつ k 共の規模が小さいも のであっ fこらうし、 或

は今の二芝丸が本丸 l亡相官し、共の披制は頗る併i

ijl なもので無かつ?こか主宇佐察されるのである。

本 丸及び共の外曲輸の石!Eh築造形式の相似せる

こと、 二之 丸外 ｦ ｴ ｴｊ 輪石 ｾｫ 、前 二者の築造形式 、

いひかへれば石垣の積み方の相違せるこ主等に徴

しでも、上述の推察は的 を外れ? こも のでないやう

に思ょ、のである。

力、、る大規模の整備が行はれTこ直後の様子は 、

V l 1 2 4  

{ 究ノk 行幸御城内問 J ( 問書架蔵) 等の古阿K 徴し

詳し く ＿ ｾｪ るこ ｫ が ｈ｜ Ｊ る。これ ｬ 乞 撮る主、首時本

丸は、西南隅 に五庖の天守珠玉( . し 、隅除、多r' うそ

の四闘を問め、 郭内陀は 、束力‘ ら南及び西陀かげ

て、玄闘 ・迩 待 ・mmn・書 院 ・御殿( 御風E之 I1J J)

が配世せられ、中央北京争f lJ K 、附嵐諸 会即 ち御

いうひっベ

瓜吊屋 ・ 場限 ・ 京 所・御料専 之 ｮ ｲｊ・御誠・ 右 ｾｮ ｩｩｬ

L .御年'公 対日屋 ・坊主部屋等が揃比してゐ fこ。

さうして 11¥"f; Lぞ有する阿桝形及ぴ本丸述特から御

橋 耶 下 ｾ総て、二之 丸御殿 隷書院に ￆ る廊 下 の二

ケ)iJi のみを以て外的愉及び二之丸に通じてゐ? この

である。

而して所 ｬ 放 の古 聞に 示す ｾ ｮ < 、二之丸l乞は 、現

作御殿の背後 、基所及び御清所の西方 l乞伺侠之nn.

(<1=符衆部屋 ・役人衆部屋 ・長 局 ・臓 ・繋郎等の殿

宇 廊 ＱＱＱＺ 籾 ｩ ｾＳ ￬ ｦｚべ、 更に白書院北方に 御殿・御風呂

尽 ・待IJ護所等があっ? このであ る。

而してま＿こ大 ＱｾＱ ＱｉＱ 南方に舞議 ・ 柴 屋 等が建も立主［

ぴ 、 現イ子商仰 部 也の西端は四ツ ｬ ｪ￭Ｎ ｾ御門 ｋ Ｊｩｾ ｾ、更
に西氏延び 、北 に折れて 、行 幸御殿の南区 ｩｲ･ ｾ し

てゐ ?こ。前記四ツ脚御門のi凶-1ヒI'l: 御唐門があるこ

色、中門を附せる行幸' 仰股 l亡つ ':> < 御次之n司・中

下f 御殿・御休息、n日等の配置、叉行幸御殿から北方

lと郎が延びて池畔の御亭 lて思いて ゐるこ主、本丸

のJR泌 に泊ひ 、泊路を陥て、御長局や 、回御長屋

蔵が南北tこ長 〈延ぴ、御橋沼下前に滑り櫓がゐる

ことなど 、叉この間 I'l: 於て右ー過しではならぬ黙で

ある。

ー向 城の外郭をなす石畳の四隅には櫓が建ち、束

及北の棺門 ・西桝形の埋門 ・各祷所 ・捕監等備は

り、外益四周を競 り、営峨史の前 後を泊じて 、内

外の規構最も完備せる i時期を現/.11 してゐ? こ。 なほ

こ〉で注意して置き ? こいこ k は、行幸御殿が、悶

示の如 別立位 l宅建てられに事・!Wや、 又二之丸庭園

が、明 らかに、ぞれ以前からあっfこ庭闘の一部を

行幸御殿医封するや うlて改作されてゐる t 認むべ

きlr} 迩を隠然 主存してゐる事官K 徴しでも 、現存

の二之丸御殿がJ 1 [ j I'l: 述 べ?こや うに、元和 5 年を降

るも ので Ｑｮｾ いこ ｫ は Ｑｩ￯ ｴｩ ・ 世 ｲｾ e. 認められるこ とであ

る。

崇悼の寛永行幸記に 、

行吉宗於二依銅河節 、雌高緋大築全干子 、更沿工事之



新 営主主殿、括協御所、共修飾金銀珠玉王m琢由

主吾郎月殿 、自天五1か い者・乎 、別築 Ifl}Y之 玉 股:ム・

院之王長官、話E美謹菩也 、云々

k あって 、従前炉ら立誠な御殿 t; 完備し て ゐ?ここ

U t' 明示しゐるのであるの

然し今の二之丸御殿が座長度の地盤、に悉 〈竣 成

して ゐ? こかどうかは、法 l亡断定しかねる。各御殿

の障壁 l古の筆者a が停ふるごと〈狩野興;在 、f削言、

探幽等の筆になる色のかどうかといよ、11¥1! l i l と共に

興味ある向後の研究課題な のでゐ る。

次 lて本丸と二之丸の執れも l亡、述 待・MIl IJ ・ノj 、!日

間・御座間等が重複して建て られてゐる こと にも

注意しなり件ばならぬ。これは恐 ら 〈前将軍と時

の牌寧二人ぞ 、同時に首械に迎へねば ならなかっ

fここ とに基いてゐる と思はれる。然色それ等J投合

の配置に於て 、 共の形式を具 ｬ 亡 してゐるのは 、 ｾｴ

の浩f若年式l乞相営の隔? こり があるこ との一つの詑

左と見ることが/ 1¥来 ょう。

寛永 3 年 9 月将軍徳川家光は前将軍 徳川秀，' a.. と

共 陀上洛 して、後水尾天皇の陥きHt' 仰ぎ奉り、駐

穀 5 日に亘 り、そ の盛儀は 、楽柴凱行幸lと勝るも

のがあ っ? こ主いよ、。 査 し偲 川氏の櫛勢の いよいよ

織なること を示 さん としにものであって 、来紫有3

行空宇陀於て秀吉が太聞として皐虫に赤誠を: ， IU: 露し

?こ のとは 、形を同じ 〈して共の宜ーを異にするも の

であっfこ黙を右ー逃しではならぬ。

この盛儀の後、幕府は行幸御殿等を fUI 洞御所l乞

移し奉つ?ことい よ、。寛永 11年将司Z家光上治して此

の械に駐指し?こが、共の後は久し〈将軍上裕のこ

とも無かつ? 二、め、 幕府は主要建物 を遣して 、城

内の建物を逐次他K 分 移 叉 は 撤 肢 し に ゃ う で あ

る。

寛延 3年 8月雷火に依り天守を焼失し、天明8{手

の大火に本えの建物は櫓I"Jのみ を鈍 して悉く類焼

して了った。

文久 Ｓ 年 Ｓ 用ｾ等 草案茂が 上Ｍ泊してこの城に入つ

?こ。家光上浴以来賓? に 200除年のことであっ fこ。

陵l@3 年将軍鹿菩 が、城中から上奏して 、大政を?

奉 還し、 大義の1前 に恭11闘を致 しfここと はあま りに

も有名である。以主が明治以前に於ける沿革の大

要である。詳 し〈は史蹟名勝天然記念物 、 第 14各

Ｑ Ｒ 慌 の 芝問 書 架編修行「 長 虫と二 ｾｾ ｊ Ｉｊ ｕ 、 大 熊ｼ時 噂

τ士i上: r二依域H

問三 J平F氏「史E蹟!2i 主して の二4僚条以披:J 、古;I( 博士 「二

イ阪城二之丸庭問」 、111¥稿 「閤立二依城 J ｾ，を会右・

せられ?こ い。

こ之丸の現蹴とニ之丸伺殿

ニイ康被二之 丸 は ，前 述 の やう ｬ て ［城 内 ［ 点字内立 ￟ｾ

，Ii め、東西凡961[日 、南 北凡 120lmのrmさを有する。

次官! l J南乙|三及ひe南 f!'!l il とは築地及土塀を 続 らし、南ー

側 ｾｊ 也来 Ｇ ＿Ａｩ 1) Ｑ ＧＱＺ ｊ［Ａｪ ＺｉＢｊｾ 配する。府門を滑る主 、 ｦ 市

場 ｾへ ｴＺＮＧ て〉正面に玄閥及び遠符が ある。二之 ー 丸

御殿はこの遼待に始ま り、式裏 T 大岡市 ・黒書院

と順弐東南より西北に腕行し、黒書院後方に白書

院が配世せられ 、 ｾｴ の建坪数合せて賂 ＱＰＰＰ 坪 に 建

する。・革殿櫓を連れ、E 屋墓石? 並べて共の宏批を

誇 るi肢はまこ e 1'1: 雄大且位置である。

連 待北方に位置せる韮所、御清所の規模亦踊る

批大で、その東北の土戴( 門 ・番所附) と共によ

〈常城盛時の官規を存 してゐる。

大阪問の西方には二之丸庭闘があ る。庭園は、

つ舎やませんずいには

所 ｾ ｉｾ 築 山泉水 曜であ って、 池 ｬ ド ｬ て三 つの中島を配

し、 蓬 莱 ・方丈 ・誌台帳象り 、豪宕の趣あ る石組

を池汀、池設に配してゐる。

行幸御殿 ・中 古御殿 ・舞議等の跡は今一商の芝

生となって居り 、池K 望んで建てられてゐ fこ池延長

への廊下の礎石と売しきものが、 3 仰 の こって居

るばかりである。

凶側はすべて竹厄 となり、通路と 悶を へTごて、

本メLの末、益陀援 してゐる。以上が二之丸の現献で

ある。上 Ｚ ｴｬ ｾ 遺構中、特 に名高 い ニ之 丸御殿及ぴ華

所・街l荷所匂ーに就いて、以下に少しく設明石，? }JIlへ

て世き ? こいと思」、。

唐門及築地 築地は米築地折・廻桁行延長 54 問

甘ん

( 但し柱聞の数 ・1m教は凡7011¥1) 、西 築地折掴桁

行 延長 19問あり、 屋根本瓦茸で 、極め て荘重典 雅

である。京築地の北端は 、 もと土離に接し てゐ

fこ。こ の土臓は明治45年頃撤去 されて己に無い。

従って築地の北の要: は共の頃の柿加にか〉 る。

京大手 門 はｾの筋鈍 色 ｌ 、か め しい 城 門である が

門を < '>る とすぐ正聞に 、堂々 ?こ るこの築地 が長

〈延び てゐて 、共の貼他の城郭とは陥る趣を異に

2 5  VI I  



する E のがある。

庇門は四脚唐門 、屋根切妻迅' 槍皮葺前後l亡唐破

風を附し fこ盟麗な桃山風の建築である。

御車寄及這侍 御車三f は遠侍に附設され南町し

てゐる。正吋に i肝J; 時破丸を設り fこ人母塁浩柑皮: i ' J

の建物で 、欄IiJ11Z: ｊ ｾＺ ［ 刻を ｪ ぷめてゐる。ｊ［ｩ ｪ fi( 立吊戸

で左右に号 I< やうに なって居り 、床 は 石 教 で あ

る。内部五商にオミ: 併を附し 、遠侍三之111] 前のY¥_ {!!!I ・

に上るやうになってゐる 。天井は絡天井で鏡板は

欄で ある とい五、。

i選叫は坪数凡370. 、入母屋造 ・本瓦葺で 、内]¥，11

(1、勅使之間 上段 ・帳: 事之I 1JI ・同下段 ・殿上・ 謹

侍一之問 ・二之問、三之問、若経之l1J i 、芙蓉之聞

及ひ・四周入側より成ってゐて共の規模は御殿中最

も大き い。唐門を入り 、! 資場ーをへTごて〉遠侍1刈1:

は .，・

大な持風が 、各1I車工容を前lてして発えてゐるのは 、

まこと K 体調でゐるの

ｉＺＮ ｾ＠

上段は蹟 さ21昼、床 ・建棚・御帳苓があり、共

に金地 l乞楓闘を苗〈。下段は院さ 35盤、南側貼付

に檎を説いてゐ る。天井は執れ も格天井である。

下段と殿ｾＺ ￨ のさ立 の 欄聞 には絵 ｙ て 牡丹、錦鶏 の ｍ ｊ ｾ

刻を貼めてゐる 。 tM遠侍の 上段に は附書院が無

〈、叉入側境 J ) 附子} ) ; 逮侍式事 J ) 諸安と共l亡腰向

竪繁楼であるこ色 、長押金兵力; 大既日n以西 と具り/

・結袋形葵j苫草でめる ことを注意し Tこい。殿上、述

侍一之間・二之1m・三之I 1! Jの障壁識は大竹に郡iた

である。他I.:.!: 省略する 。

式葺 ｩ 主侍殴 Ａ 二の西方に連り 、 ｾￆ ｦＺ寺、大慣問

を つ な に 南 i亡式35之間45盤、北陀老cll之1mが三

宅ある。 これら各御殿 D 入側7 ) 天井格H¥I 小笠等。

給 ｬｾ 、 宮内省京都地方事務所武付工務課瓦ーの御示

叡 κ{ i c ると 、明治30竿ごろから敢年をwして 、土

佐武光、久保問桃水、武内雅隆氏等 IC依り邸宅さ

れ? こものであって、 UJJ 治34年 11 月の給部議誌にそ

のこと が見えてゐる 111である。一見して新 しいこ

とが判る 、参ゴぎまでに記して世〈。式議老中之11¥1

三宝はi訟程簡素で 、障壁訴も' 1 ' . 己居下のみで 、ノj 、位 。

は白壁ーであ b、天井は北入側と共! て材縁天: 11:でめ

る。探幽 ｾ ￭ Ｚｴと体へる三之 ｮｮ の雲ｩＧｙ ｊｉｉ 亡白鷺み岡は 、

なかなか傑れてゐる。

大庚間 二之 丸 御殿 ￧ｬｬｾ 侍 ｬ 亡次〈づく庇でめる。

坪数凡そ 190 坪 、大椋は速{; ! . f e平行しで南北 iこ走
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り、 E 大な持風が、吃立する様は、まこ U z : 批大

である。妻は木連格子、懸魚、鰭付で破風lては飾

金具を打ってゐる。

大慌IJ 日の高の濡縁( 必縁) K 立って、式建・遺

品をふりかへると 、殴屋参差の美しレ様子力Z、障

を泣きつける。大航I i II西方の佐闘を隔τ 、、奥の

［Ｚｾ，書 ｼ ちとを眺めても 、亦 削るユ Ｇ ､ 辰である。

さうしfこ外知 よりも、大腕1m内部の華麗 3 は叉

.;;  1交であるの内部は [. 段・下段( 1j¥: せて92盈〉、

三之IUJ ・松之1m・四 }fl J 入{日11等に分れてゐる。上段

には 、 Ｑｅｾ耐亡 ｪ 末 、 槻を配し 、 有 ｬ て附書院を設Ｈｲｪ左

l亡御帳去を i隣へ 、天井を折上格天) : [ ' - としてゐる。

二之!日]、 三之luJ 及び三之! 日] 、捻之問 、境欄聞に

はそ れぞれ盟理の欄1m彫刻を飾り、棚、帳華、構

長押、 絡天井等の要所には鋳金具を打つ。壁貼付

;襖、天井等の金碧の批盟 さ亦一入である。

大股11¥1西側の入側は北陀延びて蘇錦之nJ J と栴す

る民廊を形成し 、此よ り西北の黒書院に導 〈。

黒書院 黒書院は特 l亡桃山! 時代の豪華な書院迭

の遺風を'1W. へて他の諸殴 i乞比し最も絢麗である。

平商は上段・二之n日・ 三之I1! J ・発j之I1J J ・牡丹之11日

等，ｾこ分れてゐる。慶喜Ｚが大政奉還を内議 し＿こ のも

この黒書院であっ fこ。以上; 主侍より黒書院に至る

数棟の大庄は 、 ｪ 七の規模 ［ つ宏 ｾ ｉｴ 雄大、装飾の 豪華

絢麗なる色相候ち 、此 極書院地忍［構ｩ］ ｬ ｾ 、 完存且 ｲｾｾ

IHせる黙に於て共の右I ' L IHす・るものなしと者約ーる

も、過陪ではない。

白書院 黒書院の背後lてある。将軍の燕居に充

て、叉寝室として用ひ ?こ建物で、規岐は比較的小

さい。内部は上段・二之問 J . 三之1m・四之間等よ

り成1) ｾ上 段と二之問の界には 、此 慮に 限って襖

がfこて〉ある。共の装飾は表向御殿と趣を異に

し、清楚繍離を冒としてある。大正御大躍の大型

びんでん

実力刷 、上段を似殿I ' L 充て 3 せ給」、?ここと は、畏

れ多いことであっ? こ。

大蓋所・御J青所 ー大議所: ま 、米 11訂して建ち 、桁

行正岡 17il rJ、 深間右側商 81m、: w. )昔 、入母屋述、

本瓦:0; の豪iIJ: 1J . 建物である。東 D正 If百! て内開きの

f J i l . 及脇戸を附し fこ堂々 ?こ る1i 1入口 ぞ開き、 1七鹿を

入つ fこ所は民さ 40 坪あまりの fこ〉き土問となっ

て 、 土 ｮｮ の北と Ａ とは母屋から北に突 ｈ ｉ てゐて 、 ｾｴ の

ｬｾｩￇ 分の上方屋根 ｬ 亡 、 煙抜きを設けてゐる。今かま



どは無いが、古固に釜屋なる記入があるから 、宮

f岳を? 競ふことができる。土問の上の重品にノj 、屋 、

組を組 i二:)1こt高架も却って興味を悲し

母屋は前記上nnの部分を除いてはすべて床板張

り で 、 母出Ｚの西及南側は夫々 ｮｮ 仕 Ｍ ｗｊ 佐を ｾ ｴ こ て 、 計

六宰 1' L&.:t' l J してゐる。

:J  Ｑ ［ の 医 ｾ ｬｬ ｊ を「究行々幸御殿 ｊ I'C J! 0 . しあはせるの

に経って居らぬから 、官規: r 存して居ると認めら

れる。建具の うち硝子等はいふまでもな〈近年の

HliJJIIIてか〉る。

ご ｛Ｚｉ ｬ｝ｪ を めＨＧる ｌ 字形の板間は、肢 ノ ｾ e し て 居

り、天井はー[ 百の竿縁天井である。 護所・米側 l亡は

上下二段の% 子窓があいてゐる。ぞれから前記出

入口脇戸 I[_ i5: く方 14尺ばかり の一直剖があって、

( 岡版参J ! 0 . ) 土問 l乞商する側に太い格子を:> tこて並

べ、他の二方針保板で仕切って居り 、共J 二に手す

りを附し fこ見張蒋所がある の も大窪 田白い。大 芸

所は円下の所公開される に至ってゐな いが 、こ の

和 の 迂 ｬｦ ，ｾ は極めて稀 で あるし 、 さ う し ｦ こ 古｜ｾ未で注

意すべきものであるから 、京都市l亡於て、速か l亡

設備を整へられ 、公開されんことを希望する次第

:ta ｾ ｾ＠

である。御清所は、大己主所と 廊下で連る御料理所

であるが、建物 J ) 規枝もす，っとノj 、さ〈、それfごげ

に大ZE所κ 比し内部はす・っと整って居る。 天:;JJ: 及

び屋棋lて煙絞き の設備があり 、叉l有( Dljl て::11二戸があ

る。

ｃｾ 命救塔 ＲＲ 頁より絞＼Ｉ

ロン ドン塔見物は愉快な色のではない。，色; ぎ城

を僻し、今一度顧る。塔lても建物 l亡も十五世紀頃

の様式のものが多い。それらが集まってロンドン

塔と云よ、一個の統一あ る群像をなす。 イギリス古

宇えの 中でもヰ寺lモ中一位京己的である。 ウインゾ J レ争末{ま

中世t紀的Tごが建物が多 〈残らす・ウオーリツグ城lま

優れてゐるが近世紀的要 素 も大いに ある。他 l亡比

ぶべきもない中世紀の他の一割がロンドン ili "IJ に

ある事"1' ' : げでも 珍しい。

近〈 の タワ{ ・プリツヂへと歩みつ〉 、fごから

この古城主調和する椋こ のテ{ ム ズに架った雄大

な開閉橋が中世紀式を採っ? このTごなと思ょ、。丁度

橋 1問ぢられてゐて、iZ-しい足の ロンドン馬が大

きな卒をヲ 1(，、 て橋を渡って - Y，( t こところで あっfこ。

結

以上が二之丸に於げる主要遺制:の概要である。

近日 ｴ 去 に 於げる重要な る事 践が 、こ の 二イ阪城ｾｾ軍

ｾ￨ して展開し 、 然も主要建物が 現存せること

κ 於て、特 l亡意義深いものがゐるのを感すもる。徳

川氏が共の樺勢を誇 て遁苦し f ここの二保械が、幕

政 の最後を飾る舞台となっ?こことも 、思へば、奇-

し きさに めであっ fこ。

二依城は明治 17年 1月以来 、二依雌{ 主として. : : ¥"

内省 の 管 ［ ｉＡｾ ちする ｒｬ ｪＭ と なっ て居 ｦ こ 。寛永 Ｓ 年後水 尾

天 皇 の聖 ｦ ｦ ｾｾ 迎へ考 古 つ ｦ ここと、明治 以 後 長 〈 望号そ

Ｈ ｦＧ， ｪ 雌白＿こりしことは 、 二伝ｾＺ�ｪえの揺史を通 じて最も

光柴- ある事笠でゐる。 現存二之丸遺構に就いて述

べること を主旨とし f二本稿で、は 、此の貼に就いて

詳し 〈解れる後浴を持 ?こなかっ fこが二僚城を考へ

るとき 、常 Ici栄 〈銘記 しな 〈て なら ぬ事 である。

尚二僚械にあっTこ建物を移し fこといはれる知恩

院の因究ノj 、方丈や、今横演三渓園原邸にあ る閤寛

段、秋聞に闘しでも幾多問題が主をされて居る現;欣で

ある。

上記のノj 、稿中陀鯛れて世い fこ問題と共に 、こ の

おJil 'こ闘し新しい例究が続 々行はれんことを希って

己まない。向本稿K 阿版として掲げに寓買ーは熟れ

も話者自ら の綴 影l亡か 〉るも の?こ ることを記して

責任の所在を明らかに して置 〈

( 昭和 16年 4 月税〉

正 誤

第24ij 呼第/ ，競「榊枇謹諜様式の，望 遠J 8 頁左

上より 2 U日「一間此春日誌ーが四殿、各一聞の

ni J 隔をもって連結し 、七日l J 枇の様に比 える」は

「一間祉部日誌が二殿 、一 11日のI1Il 隔を もって連

結して三間j此の様にな れ こ の枇殿が二枇近接

して 左右K 並んで ゐる。 J e 訂正

2 7  VI I  
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家
且

装 飾

Archit ectural  Review 

Dec. 1940 より木村抄記

ｾ用 ｦ を にのみ掘られて兎角忘れ勝ちだった家庭調度 品

の装飾的部門 を強制す る意味からこ訟に 化粧品につい て

少し主sべてみよう。

宅内意匠の殆んど金部は物品の貯蔵の問題に 閥聯し て

居ると云っても過言ではない、設計の行届いて居 ない家

では其虎に住む人の凡ゆる家財道具が床の上 に ウズ高〈

積1 f ! : ねられて居るし 、設計のい込書長では夫等家財道具が

7奇麗に片付いて居る 。

寝室はベッ トでザ|立つと同じ採に衣裳棚やタ ン スで引

立つものである。そして叉近代的な廷所は唯床から天井

まで或は壁一ばい戸棚の連績より出来て居るとしか思は

れない。

是等の家具調皮美につい て個々の 目的に依 り建築家の

頭の良さがどの程度迄にその適用性に装飾効果を示すか

を期し皮い と恩ふ。

化 粧 品

婦人用化粧廷に必要な調皮美は次の様なものである 、

( 婦人用は男子用と大健同じ様ではあるが、 もっ と色 々

の問題が考慮される〕

自l 人工照明を持つ鋭の平らな卓或は棚の費石1M白出 し

パウダ ーボックス 、怖 類、 マエ キ ユアー セ ッ ト及ピン等

の小 さなも のを入れる浅い抽出 、 そして色々の瓶用の深

い抽出し等である 。

此慮 に引例した殊に考案 の されて 居る 化粧品には 自然

所有者の特長 と云ふもの が良〈現はれて居る 。 伊j へば戎

婦人はプラツシ 、 1日目戎は瓶等を卓の上に草案領 して13・べる

のを好むa 叉戎る婦人は篤鼠 l の様に 凡てのものを仕舞

ひ込むのを 好む。 何 れに せよ化粧品 は形や大 きに依っ て

次の二つの 中の一つに 腐ナ る。

@ 机に向ふと同様に 化粧主主に 向ふには膝 を入れる 部 分

の舟J l J に色々の棚や抽出 しが百己置される。他の一つは化

粧品の高き戎は道具棚の位置に制限なしに横へ配置 され

るもの とである。勿論此 の場合凡て手の届く範圏 内に置

かれてはあるが。

化粧軍基の設計に於て鏡はうるさ い存在である 。 直fl 壁に

悶定された卒らな垂直面と壁に直角な平面 とを組合はせ

るととは容易なことではないからである 。 電僚 が 完 備 さ

れる前迄は自然光線を鏡に向って顔に首てる様に す る篤

に一層 うるさいものであった。定石 とし ては鏡を 化 粧蓬

の上に置くか或は光を背にして「シル エ ツ トJ とし て浮

び出させる様にして窓の11 ' . 商に化粧姦を置くのが普通で

ある。

鏡は耳王付け困難の然めに大さの制限を受け 、 叉光線を

［虚 ぎるがｾめに著 し い制限を受ける

( 第 2 圃・ a 圃著書照 〉此の型の化粧廷は未だ依然 とし

て一般的のものである。殊に木綿更紗で飾られた生地の

ま込のものが一 般に普及 して居る。

是が大きな商庖の飾窓に手際よく陳列される と、非 常

に優雅に 見える。然 しその木部に指跡を附けられた り、

叉その吏紗が問の聞を掻き援されてく しゃ〈じゃ に なっ

て仕舞へば問題は別 だ。 化粧 ナ る鴛には鏡が大きい程い

い し電燈で 日光の影をなく ナ る様に 出来 ると同様、 化 粧

も造 り付 げのmのあ る壁へ据える事も 出来る υ 化粧 姦

9  VI I  



2  

が移動式の場合ですら此方法で閲定されてある筑は墜に

針 す る化粧惑の位置を定め、2長に於けるその位縫迄も定

めるのである。 ( b 園穆圃 〉

鏡が化 粧裂と同じ rnで、 その上にきちんと取付けられ

て居るならば、 とのこつは一つの造り付け調度品の微に

見え る。 ( c 圃毒事照〉

然 し宝章が非常に大き な場合は篤農 4 の嫌にガラ スの壁

に向って‘化粧姦が賢かれて居る採に見える。この方法は

獲の見掛けの長 さを二倍 にす る隔の扱ひ方 如何に依り一

層効果のあるものである。

化粧廷に竪長の鏡を取付ける必要のある場合がある 、

家 具 屋 は 普 通 此 の 場 合 二個の化粧箱の問へ] 反付けて居

る 。 ( e  lII e!! 哲〉叉別の方法として化粧廷の横に壁へ取

付ける場合もある。 ζ うナれば若し抽出しがmに取付け

である様な場合非常に便利である は聞革審照〉

4  5  

VI I  1.0  

叉目優々濁立のものとして設計され、化

粧織や腰鋳がその脇に置かれる。 ( f 圃

著書照 〉化粧箱 は鋭に比べて一般に低〈鏡

に向っ て脇に佐かれる 。

現在では殆んど 一般的になって来た事

だが寝室の 凡ゆる貯蔵設備を建物の一部

として造るより寧ろ凋立したものとして

の形式で、所有者の自由設計に任すと云

ふ綾な習慣は多くのデザイナーをして化

粧道具以外の物を入れる戸棚或は掛1出し

で化紋援を構成する様な結果にして仕舞

った。

窮民 l はフレヂ リツク ・ギツパード氏

設計に なる 婦の人 化粧薙の三E なる道具入に就いて説明し

て見ゃう υ

n白I ち中央の浅い凹部は節 ・プラツシ及び化粧品を仕舞

ひ込む個所であり 、左の摘出しは賓石人となってゐる。

蓬の胸部 の浅い抽出し は マエキユアセ ッ ト、 白粉函、

ピY 等の小物入、 の深い抽出しは各種の瓶等を殺獲する

嫌になって居る。凹部の内部四方の側にホワイトエナメ

ノレ仕上、底部は字L白ガラス 貼 り、篭は軟かいヒンヂで取

付け られて居て兎角雑然 となり がち な化粧誼具を夜ひ隠

す様 になって居る。

鏡の上に取付けである電燈は惹をあけると 、 自{ 動的に

貼〈様になって居る。骨組にアメリカンマホガニーの j享

いベニ ヤ板で組 立てられ抽出 しは光揮のある硬質のマホ

ガエー製、叉賓石用の抽 出はビロー ドで内商を覆つであ

る。金属製の脚や握り玉は銅鍍金をしてある 。



EZ民 4 では抽出しはパイプの胸で床から適度に

上げられ、一段の抽出しのある棚がそれに直角に

延びて居る。左側の小さな抽出し は化粧廷の上 に

と り出 る様に仕込ま れて居 れ それで行き 止り の

隅角部を逃げて居る。尚一つの自由な取扱ひ方が

篤民 5 に示されて居る。

卸衣裳や他の一般的な物を仕舞ふ抽出しが同じ

ペンキで仕上げられ、同ーの取手で統ー されて居

り、木とガラスの棚で繋がって居る。

化粧誌の一般的の仕上は大鐘に於て室内の装飾

的簡値に支記されるものである。然しその使用に

際して兎角白粉の薄い股が綴目や小孔 に入 り易い

と云ふこ と、或は脂質のものが入って居る 化粧瓶

叉はこぼれた液健を 注意す可き目的がある と云ふ

こと 、且叉その表面がきれいに仕上げられて居る

と云ふこと等は一考を要ナる{ 買値がある。雑 巾で 6  

容易に拭き取ることの出来る様な堅いl ( i ら な表 面

例へばセノレ ロ イド製のもの ｃ ，， ｾＸ 著書照 〉或はガラス製 得るものである。

の も の ( 霧 . 5、7 8照 〉、 が望ま しい。 童話 in6、の様に鏡の上部に横長の定燈を取り付けた り戎

然し若 し装飾的債依よりも軟かい感じの仕上が望 まし は主主民2、の採に闘い鏡には球燃の- ; J i 燈を取り付けた P 戎

い場合は 、 その上 をプレ ートガ ラスで覆った方がよい 、 は叉篤良久 の様にニ個 のプラツケツ 卜を持って来た りし

伊j へば潟i U4 及 7 の様に。 て弱い垂直線を強調する様にし て居る 。 その他潟民5及8

抽出の内部はスムースで容易に掃除の出来る様にすべ に示す桜に 明かに前以てそう 云ふ風に設計 しである とは

きである 、普通ビ ロード で貼 P 上げ である寅石用の特JJ Ij 云へ化紋廷には全然倒係な しに泣燈を天井や壁に取付け

なものは例外である。 凡ゆ る貯絞殺備に於ては思慮深い る場合もある。 抽出し の引手はそれ自身の美 しい形よ り

選様と附風物に封 しての怠陀等から溺らす装飾的慣値に もその取 り付けられて居る面との釣合に注意す可きであ

於ける貢献は非常なもの である 。 そしてそれは一般に釣 る。蝶番や支柱戎は飾釘の様な比較的些細な部分は凡て

合と云ふものに封 しての密接な闘係に依って始めて鴛し 室内装飾の根本である級密な設計に興るところが多い。

7  8  
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/lIl斗

1 . 編絹記者席

闘 形 の テ ープ ノレで 10人のシー

トがあり 、 その他に電報記者の

シ ート まである。

2  

r何 禍

記者ffh

電報記者 ｊ 育ｾ ，〆

酬 明 記 者 席 . . _ /

潟縛記者席J
¥ 

あ る 新 聞 枇 の 編 輯 記 者 席

Geor ge Howe ならびに L ouis E ， Mcal l i scer は Phi l adelphi
a

Eveni nq Bul l eti n の枇屋改装r 詰って、平 岡計主R:l' c光庭を採用し

て12，000平方吹からの space を許可用し 、 air - condi t i oni nq ，亡、

照明κ 新しさを見せてゐ る。

聞に示すものは設備の一例で、 第 l 聞及第 2 闘は編桝主筆1月;

を中央K 固ん?ご記事掲特記者の机で ある。第 3 聞及第 4 聞は、

三行前告編輯記者のにめ 、特に音響効果を考へ? こ仕切りを有つ

机である。

(  F  ro.m Archi tectual  Record F  ed.  1940. 塚 本 抄 諜 〉

"-一戸lf i!

傍証も
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3 行 厳 告 編 輯 記 者 席

4  

目 録 嫡 斗

電話交字盤

タ イ プ ラ 4 タ ー

電話皐且'1<
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団
第 l 岡 長闇堂及音量松庵の平面

龍松庵を中心にして、長関堂と雲笑亭が土

問で連絡されて爾翼に延び、茶事に便利な様

に、興味深い配置をしてある 。 なほこの建物

の北側に久保寺司IJt佐の墓がある。



大 和 路 の 茶 室 2  長 問 堂

と 音 量 松 庵 岡 国 孝 男

VI I  1  6  

第 2 園

長聞堂外部

檎皮葺の費形屋根で

御影堂の遺構であるだ

けに 、いかめしい外観

である柱なども太い。

主主内には風樹が多く 、

著棄に埋もれた ところ

はいかにも静か な境地

である 。

第 3 岡

4昼 間 堂 内 部

床の間の左が持{ 易会

で、 その下に地袋物入

がある。越はその左附

に隅切り としてある。

天井は高〈 、紙貼天井

で、公度上人の勧進帳

が貼つである。右の窓

下には板が入って挫 の

足らぬと ころを補って

ゐ る。



第 4 岡

松花堂外部古圏

都名所体泉間給所紙

の古闘で、今の外般に

よく似てゐる 、1合皮主F-

T聖形屋恨の美しい建物

である。

第 5 岡

松 花 堂 内 部

右の脅院 I未は板で貼

り巡らしである。その

だがこ段の袋戸棚と な

り、 その下部が板放で

丸協が切つである。そ

の左か持倒1堂で掛物は

H!:1采畿の自由像である

桧花堂の額は潟し。

第 6 岡

松平E堂プラン

二帖l般の室に4 ' : 坪の

土問 、 一帖の踏込 、 ｾ

目の板の間がつき方丈

の建物である。

N a座長7 ア

t t.. 

f
m山

下

6 ，松 花 堂 平 面 圃

4  7  障子二枚

8  滞 像

9  瓦J股土問

10 澄

II 二枚折雨閥戸

12 t也窓

13 ー帖踏込

14 klIlIリ口

;5  ｾ誇燈 口

16 勝 手

17 ｾ判ノ目形窓

i  茶室二帖

2 書 院 床

3  丸雌

4 持排堂

5  傾二枚引 j室

9 戸襖二枚引逮

5  

1 7 、11



第 7 岡

筒松庵の床の間

八窓! 奄は床の左に小 警 が あ っ

たが、 これは床の布に小 笠 が あ

る。 窓の{ 立官1: もよく似てゐるが

令 憾 とし て 切 れ 込 み が 足 ら ぬ 絞

であ る。

第 8 園

育E 松 庵 姐 遁

天 井 が、 八 窓 庵 と少 し逮 ふ が

茶 滋 口、給 仕 口 の 位 置、 窓 の位

百ま な どよく 似 せてあるの

VJ I  1  8  

大 手 目 路 の 茶 室 ・ 2 ・

長 問 堂 と 髄 松 庵

問 回 孝 男

第 9 図

縫 松 庵 外 観

瓦葺 入母・屋の饗入 りとな

り、 檎 皮主主の庇 がつい て ゐ

る。 額 は 公 度 上 人 の鍍 係樹

との調和 が よいc



大 和 路

の 茶 室

. 2 .  

長 閤

奈良市の凶北郊外のノ ｨＺＧＺｪｾ 、 ー ｼ正 の ，Ｇｩ ｴｴＮ ｴ ｌＺ 心 る興師 ｼ ち と

は、静かな尼守: である 。

近くには、光明皇后が業hAj の人々 ，ノヲ局 l亡、 集湯

tetこて ¥白から ii _ l : 抗され?こ浴ゴバと .、本年一卜ー商

i国音像の盟麗な奏で有名な法華ー:1ーや、.TI. 重f答の精

巧な模型の残ってゐ る海花王寺や、又不j邑寺等が

あ り、少し 西寄 りに は、ヱ|玉城・白.跡 もあって、主主 〈

奈良時代の紫 り盟かな土地である の京占11の静け さ

と泣: った平flJj さがあり、先月訪れた奈良市の京郊

博物館の設と叉別の境地である。

×  ×  ×  

大 II9Lの奈良牒叉は省線 の奈良暁から、パスが出

る。油坂を泊って佐{ 泉州 を渡り、六七分陀して、

道は奈良中堅に突き営る。 こ、 でパ スを下りて更

に北 の方 へ 少 し 上 る し 興問院の 門に達する。守2

門を入って石段を登 る参道の左 l乞Jll i裡が見え、右

の木立のよドに、長問堂龍松崎等の一定Eの数寄屋が

建ってゐる。2 f - i百聞に見らる、泊り、移蹄し f こ龍

ｾ会庵 ｴ･ 中 心 に再建の長Ａ剖堂、新築の ｷ 笑亭が、土

問で連絡して雨翼に延び、 なlま待合、便所など色

兵備して 、茶41': を行ょ、のに 、極めて便利 な配置と

なってゐる。庭ーに楓樹が多 〈。若葉の此頃、又紅

葉の暁秋の頃には 、一層興趣を添えるのであ る。

×  ×  ×  

先づ長問堂を訪れや う。長防;)堂は 、寛永の頃、

奈良の位茶入、久保椛太夫利↑ 止が、俊来; 妨重加の

御影堂の古いのを貰ひ受げ 、庭内に移しつ くろっ

た、 方 7 尺の茶堂で、長問堂記K は

堂のうち、わす・かに方 7 尺、共内に雌: を入、! 示

有り、押入あり、 71<. 屋有て、茶兵を? とり入、床

に花懸物して、押入床を持制11堂tてかまへて、阿

繭陀の木俊を安置し 、葬に茶の湯te出せども 、

せまきことなし、鴨の長IfJj は維摩の方丈をまな

ぴ て隠居 し、人にまじ はらさ 「 るう ｾ ｴ こ の しみ、＿こ

Tごーす ぢに踊陀をねがへ り。我堂は方丈 l乙fこら

す・といへども、あまたの人を入れて茶湯せしな

勢 大 阪 三 滋 住 宅 部

ｾ＠

三邑

岡

と 龍

田

松 庵

孝
男優

れば、 1: j i : f ，居士の獅子の座l乞はかなへ り主 ぞお

色ふ。何ぞ士三明主? 求めんや。

とある泊り 、7) ミ四方、2帖敷の建物で、 q1G長明の

方丈よりも秀れて、多 〈の人に茶の湯を出しでも

狭〈ないと、 京焔をあげてゐるが、八幡の松花笠

の 2帖放と共陀 、持付13:立の ある茶堂式建物の双聾

とせられ る色のである。

×  ×  ×  

久保楠太夫利世は、奈良春日制1祉の前rl l官の家l乙

生れｃＷ ｴ 組 Ｒ 年〉 、 少年時代より茶にしたしん ｲｾ

が、長じて 、盟公の北野の大茶合を見製し て感銘

し、さ〉やかな位茶室を構え fこ。

我却の装1'1: 、僅か 4 帖敷のノj 、安あ りしを、しつ

らひ、 2 帖敷かこひ、 l 帖の勝手 と今 l 帖を損

所と 定め 、足させる方には棚をつり、提は膳を

のぽせおきて 、今おもえば、はれの客をもよぴ

しなり。こ〉ろさ「しTごにたるまねば、いさみを

あるじとして、人tて耽る ことな き色のな り。今

の1 ! t 陀忠へば、? これあり て、こ のしかたならん

?こ Y 志つよからぬゆえに、いさみな〈じて、人

を も4訟を もlu上るゆへ、道に至るものなしとみえ

し。

と長閲堂記に述懐してゐる湿り、若い時から佑茶

に徹し、 r1t 茶をなすには、卑下すべから子。勇

すほ心あって始めて遣に到る」と説いてゐるが、ま

こuζ経験から割問し fこ至言であ るの茶は本来無

一物でよ〈、 依げ に茶腕、副l つに柱、 道具ち宝 も在

り合せの ものでよい。 fこTごお茶が うま 〈たてばそ

れでよ いoj tごと、人も 云ひ 、我色設〈のであるが

いさ' 茶をやり、容で色招く段になると、相官; の道

具、相官; の設備が ないと、恥しくて、出来ない色

のでゐ る。 しかし茶合をしe て、 存;主主ぞっ とめない

と、何時迄fこっても本遣に人り難 い。 そこで、物

は粗末' でも食物はま づくとも、 良心こめ て、容 を

招〈ことが必要 となる 。 fこY 貧しい こと を、人を

も4訟を もl F 心じて小さくなってゐ? このでは大成しな
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い。手 ｉｊｉｾ［ の営時の人も Ｑ ［ｾ，つよからぬゆへ ｋ 、 勇

みがな < J 、耳: らがって位茶を大成しない のに と慨

嘆し 、1t 茶を大成するには 、t)とじて卑下しではな

らぬ。勇猛心をもって、堂々とやれと設いてゐぞ口

×  ×  ×  

久保利 Ｑ 止 は 、ノト堀 遠 州、 松花 ｾｩ そ昭来 、 江月和ｻ均等

とも 親交があっ ＿こ 。奈良には 、 松花堂の ｊｇｾ ｉｊ 沼左

京がゐて、彼も位茶人であっ? こから、自然松花堂

昭乗 k 色交渉が あっ fこものらし い。 i八幡 :η房、

これ を山荘の紫 色な れり J e長間企記に賞めて 、

彼を懐ひ、昭乗の方丈で ある松花笠の 2 帖敷の茶

堂を見て、気に 入つにも のら し し 自 分 も 7 尺堂

( 後 l乞述州が長岡堂 と命名うを思ひついだのであ

らう。

IJ 、堀遠州・! とは「予若かりし時より相作なふる事

年久し」主 遠州が書いてゐる泊り 、長年の交瓦で

あっ? こらし〈、遠州が伏見奉行となってからは 、

奈良へも近しより繁〈交瓦する; 機が多かつ にこ

とであらう。長闇堂の名は 、遠州が 7 ) . : . _堂を訪れ

fこ時、利世が額を乞ょ、?こ こ 〉ろ、古の鴨長明 l乞閃

んで、 長問 主書 いfここと によるもので 、長問堂記

には、

額一つ書 いて給り候へと申せば、うも ゑみ給ひ

きらば k て、長閑の二字をかき付給へり。いか

な る義にて有ぞ主問ひ申せば、昔の長明は物し

りにして、智あきらかなる故、日月の文字かなへ

り、其方は物しらす' 智〈らうし て、しかも方丈

をこ のめる 11:よ りて、 長の文字を: " e  1 ) て、聞は

ｾｊ［ 心 なりとわらひ給へり。去る程 ｴ 亡 、 Ｗ 尺Ｎ堂ぞ

きして長関堂 と名付、長問子をわが表記1枕とな

せり の

と あるのを見ても 、相 営相信じ、 ｾＺｉ ¥許してゐ fここ

t が判るの 立永 17年70才で( 松花笠より l 壬手遅れ

て〉袈するや 、遠州は鄭重なる追悼文を書三、今

興繭院に保存 されてゐる。

大徳ぞJ=の江月手11向は 7 尺! 立の建築を祝って

量産大三千七尺堂 堂 ｾｉｾ 同座制 Ｑ Ｑ 無 ｦｩｴ

自[11ー箇自然 柴 今作西方古泊場

主贈ってゐる。

×  ×  ×  

常時の長間企の建物は 、 奈良の岡 ｭ 究殉に仰 ｾｴ ま

れ 寛殉はこれが、俊集坊の御影堂であっ? ここと
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に気附き、京大手:J' の公匿 j て人 l乞贈り 、上人は菩こ

んで 、これを恨りに勧進所裏の納屋に積んでおい

にところ、心なき下男共が、こ のrll 申告ある古材で

あることに筑刊 か子、薪として焚いてししまっ ?こ

ので 、現存. の建物は 、久保安の縁家なる 中町家に 白

所 離する ｉ ｾＺＨＺ の ＷＵ 阿 ｬζ より復原して興師院内に建て

Tこものである。

都 Ｑ 皮 引 ｭ 形 Ｊｬｾ 照の茶 Ｓｦ で 、 ｩｦＺｪ きも 記 ｩ いの床の間

t 持十!I t: 立が南商し 、錨は持[ 弗慢の前 の挫の左隅に

切つである。 7 尺四方の" '11: 接: 2 枚をしき、 E怒り

は束と南に板が入れてあるの天井は高 さ7尺5寸OJ

紙貼天井で、 ート.監 !て入の? 助活帳が貼りつり で あ

るの杭なども 、 ￭Ｚ ｾ Ｇ ｐｾｾ￸Ｚｊ まの ￯ｲ Ｎ￭材を ［ 模して太いものが

使つで ある。

長 問 ＺｦＮｾと共陀有名な松 花 堂は 、八幡町 、男 山 の

泉 坊lモあっ fこものを、明治lてなってから 、山下の

西村氏邸 l亡移しにもので 、 1  ｮｗｉｾ 四方の笠茸質屋

ー根の茶3; そであるの 2 帖 の茶需は害院床が南商し、

その左に二段の袋戸棚があり、その下部 l乞え協が

切つで あるのその左陀は持f抑止がある。 昭乗はこ

の狭い 2 ｾｉＨｩ 放の室を茶席とし 、 害責 ｈ し 、 話室主

し看粧の安として 、人 も招寺 、白から老後を紫し

んで。 長問堂の 2 ＱＱ ＱＱｾｩ 敷と共に 、 持制 ＱＳ Ｑｴ のあ る茶堂

として興味深い建物である。

×  ×  ×  

官E松庵は、元職年rlJ I'C、公底上人が、その居龍

松院の境内民廷でにもので 、 織古ｾ｜好の八窓庖Ｈ本

誌 6 月蹴所載〉を枝し? こと f事えられ る。先年長問

堂の再建ｾ機主して 、 官 ［守ごへ 移輔され＿この

qミのnnと製(I 前棋のi品J 1系も 、rl'f l: 、釣棚J ' J あ? こり

も、叉茶j且口 、給u: 口の位世も、八窓庖lモそっく

もで、泣ふのは 、天井の一部と開19 口の位置にけ

であるのよ〈 似せてあるが、 よ〈見ると 八窓rllEi'L 

比し t 、 その木首lのi ' ) ] -えや、京JTiの高さ が、透か

K 劣ってゐる。おしをする 人の識見lζ もよるであ

らうが、本伐とおしがか〈までに匙ふものかと 、

先月鋭にも 苦 いておいに@1 ) ，比較見墜され 川 文

興味深いことである。

×  ×  ×  

iK尽の11¥1ゃ、:妄英， J ｊｾＧＢ は新に建つにもので 、これ

等が、土nnで有機的 l亡連絡され、興味深い配世に

なってゐる。



城 郭

1 按の語源

「シロ」の語源は桓武天皇の平安倍j ! 活者11の大詔k

Ｉ ［ｾ因して居る と云ょ、墜設が毘ｬＧｃｩｉￍＧＢ e私は市す・る。

な ら ち ゃ う

上世我問1'Ci9i 女:字が取入れられて以，点、23L柴朝の

。 。 。

終りの頃まで土扇に成の努の城 主い よ、文字は凡て

今 L 舎 " か含 い:1 ら舎

識と音tて読まれてゐ る、例へば磯城、声量i城. 茨城

h 吋 舎 か @ 仇 今 い1t 会 み づ舎 おくつ舎

岩城、葛城、稲段、水城、奥城などのや うに凡て

訟と読まれてゐる。な lま披といふ文字に就いては

支那に生れ? こもので あるTこめ木元の解揮に苦しむ

つ h み

認であるが、何れ土より成つ fこ耳互に共立を含めて

哉とい よ、文字が生れにも のでは あるまいか。

ま? こ訟の外に柵も「キ」左 京 まれ、:l: fi t) 牧も皆

「キJ e 読まれてゐ る。周防来城山の列石土!lが牧ノ

a-

石 Uifi 栴されてゐ fこのは牧K 池す・ろ から であら うO

之等の外に上75乃主上世特別な霊域或は長墳等を

誰つ?こも のであら うと去はれる、最近我考古接界

rz: 論戦の花を暁かせ?こ 筑紫地方r 削 2 1 - d偽

浩と冠栴せら れ? こる 遣土IIは、あ る地域を限界 し七

珂で あり 、是が城lモ泊するるからは防禦施設と見倣

せば敵が攻めて似 るか、 きなく は犯者が佼入す る

かは別 として訟と見られぬことはない。然しそれ

は近位武将の築い? こ城郭に比べると共構{ 打、機能

11: 於いて絡段の相還があって彩、が本篇陀於L、て述

べんとする城郭 として の諸保件を紋L、で ゐるゃ う

であるから 、 此 鹿 でＧ Ａ Ｚ 士皐 ｬ て霊ｽ ｾ 蛇諮っ＿こｊ￯ ｬ で あ り

築城穫の上から翠t亡者友盤の一部を構成し てゐ fこも

のと見て世主? こい。

な か & か み や こ

さて珂武天皇の延! 訴十三年十一月長岡ノ京から

J 色 ヤ F

j p. 安ノ J示k 御選者11在らせられし時の大;inl 亡『此闘

山河 襟帯自 然 の城ぞ 作す ｾＡｩｦ lFb肱に閃って新競を

やま し巧" ' < に や まと? 乃引

i!，11すべし、宜しく 山背凶を 山城i或! と改むべし』と

う し ろ

仰せられ‘まして都の背に投つ fこ山背開を要害K 因

んで首長と文字 も閤名 も改められ1 特 I'C山城( ヤ

マキ) と呼べと 仰せにな っ?こ もρ を、一般J : ( f . 民は

やはり口馴れ? こ illi り 『ヤマ シロ.!l ( UI1]-) と訓み 、

:fH角改つ?こ新聞名({; 日訟 を「ヤ マシロ」日肋なら

乞 園 防

古 l

 

l

 

'
J

 

重 春

くん

はし、遂に訟と云ょ、文字 lて「ノロ J e 云五、訓が生

り〈こ くL

れにもので あると云」息設がある込之れは六伊史

ピ円. l . f . 主. . l よ〈

の84三菩f記や続日本記に も多賀ノ棚、大野ノ ;城 と

しろ しろ

め り、叉日本後記などには多賀 ノ城、雄勝 ノ城主

今

明か忙区別されてゐる。 11士iと披は大和言葉であっ

I 九 ぜい じゃう

て説 e WII じ、漢音では減、央骨では 減 主読 tJ o

.. ... 

きす れば上世は大野 ノ説、山批 と「キ」と読み、

中iltl て降って城 「シロ」主司11み、近t止に至って安

土城 「ジヤウ」とか清州城の如 < rクャゥ」と読

まれるやうになっfこのであらう。然し築城壌の熟

語ーと しては山城「ヤ マジロ」、平山:妓「ヒラヤマ

ジ ロ」 、平城 「ヒ ラジロ」と ｾ ｊｉ ｉ 請す るのが正しい読

方である。

きれば【武家名目抄】 lて 『按す・るに; 城は いにし

へ 「キ」といひしを中頃昔の俊lモ讃み、共後「シ

ロ」といふこ主になり fこり』とあるは始めの「キ」

力行(l 頃! 亡「シ ロ」と 司11 まれ其後「ジヤウ」となっ

?こ のは私の者詮 と一致す るやうで あ ります。きす

れば持に名古屋娘、姫路城等の如 〈国有名詞の如

くなってゐるもの〉外は、寧梁朝以前は柵も :敗色

「キ J e読み、平安朝{ 乞降って柵「サグ」減 「、ン

ロ」近世の汲ーを「 ジヤウ」と 読め ば肇文的K 明瞭

l 北海; 芭旅来の 「ナヤシ j

区lli1J方一口 問
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2 紳 銘 石 分 布 図

であらう。

2 上古の豪祉

我凶にあっF は古代被盤の遺おl ではなかっ? こか

t 援せられる紳結石は筑紫地方κ共退社が残存し

てゐる、然し事史前に麗し文献上の碓詮を把握す

る事が出来ない。又先住民族の城築士止と考察され

る北海道地方の rチヤ シ」や前記の首ill 箱石或は凶

時築事主主見られる稲城など我築城史のJ 二から之れ

を見れば‘ 古代の披盤な! J e 断定するには馬路せ

ｾるを得ない。きれば皐究的陀立脚して築城の起

源を上古に索むることもなしが? こい。仮りにその

起原を遠〈語11
1
代に索め、或は夫れ以前とするも遺

祉を釘照とすてるE誌なる類推K 過今し て文献上的確

な考詮が伴はない限り、史皐 b してのi賃値に乏 し

｣Ｎｾごい ｌ

ぃ. 殊に術1
1
謹石や「チヤ シ」の磁土止を以って城

盤 ｫ 断定するのは時機は未 ｲｾ 早い ｫ 思はれる。

元来我閣の披ｾなるも のは定義があ る語では
るい会・，傘んべい

ないが迅則として塁陸垣桝等を構へ防備を施設

し兵馬の屯f去に泊する 造営物を伴ふものを指す

のであって寓里の長城の如き園事J I e は湛? ごしい

相泣がある、然し城主しての目的は同 じ「ライ

ン」であっても城の持つ機能及び構伺 lと於ては

異つ fこ色のである。

之れを要するに古代の城寝ではなかっ? こかと

言論される Ili ql 範石、更に逆上って先生I : : . 臨族の城

盤ではなかっ? こかと云i 、「チヤシ」尚古〈逆ー上

って原始住民の城主l はど うで ゐつ?こかさ字、考古

態的想像を返し くするなれば、恐ら〈人類の生

存せる限りその本能性K 鑑み、対んど無限に近
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い過去を有するも の 主言へやう

5 我圏域柵の起原

1)cb' 

: i Qf Z: 孝徳天皇は御，Nllj 立の元年冬十二月iX4ti 皮の長-

ｾ＠ . ! : よ百合

制ノ! 型碕ノ ';.'c ｦ 亡御 ｪｾ 芸者 ＱＱ あらせられ 、我同最初 の大

化と 去」、年批ぞHi IJ :. とされTこ。その御 ';y症は殆んど

恒久的の ｾｾｾ ｕ ぞ 持つ大規模の も の であ っ ＿こと想像

するに難〈ない、翌大化二年正月制j変革新み大詔

がこの難波の地から御換褒あらせられ? こ。こ は中

央集慌の宜績を翠げる? こめの行政組織の大改革で

あって、我問 IL 於いては明治維新と共に劃期的の

二大革新であっ? こ。

その行政組織に於ては民肢の世襲制度を j故股レ

即ち 皇族及び官 、 泣 く協定こ議室等の私有する

土地人民主? 牧めしめ公地公民となし、ま ?こ私有の・

つは色町ｾら

武器を兵庫に蹴めて公器となし、或は枇合的施設

としては班問のllilJ ぞk め、六歳以上の男女医一定

の土地を班ち授げて之れを耕作せしめ る等、叉租

師、調、の税法を定め? こ、租 k は岡地の牧挫の中

より幾分上納す るもの、時とはカ役の代りに米、

布などを納めるこ と 、 部 ｪ とは綿布 ｾｆ の織 物を納め

ることである。

ｴＱＮｾ＠

行政匡jlllJ の根本は畿内主地方を別ち、京fiili fZ:令

坊を置き令一人11 : て四坊を統ぷ。ま? こ地方は閥府

か み と ん 司 会、弘

を置き凶衡を設げ. 日| 鹿の官i加を定め、守、槽ノ守、

介、構ノ介以下の官吏を配属し、俸給の伏りに岡

l凶が給興されにものでゐる。降| 川

3 閣 防 の 閥 府



に存在してゐ? こ周防の間J l 守は方八町、イ来坊区制は

整然としにものであっ? こ。きすれば之と封J ! 侵して

中央京師即 t ，難波京に依坊医割の存在せ しこ とは

殆んど確定的θ ものであら う。 固に京師に置かれ

?こ令は現今の警硯自信で! 肢は綿!監が市長を殺ね、Jj j

は笹祭署 と区役所を%t ね? こやうなも のであっ ?こと

思 はれる 。

担て大化改新首時の我岡情は企 〈多事多難で現

代詩 の 所 謂 刻 家非常時であっ ＿こ。 長十 ｅ ノ ｪ 、 盟 ｦ Ｇ ｾ 子以

来正式出・陪伎の祇遣に次いで唐と交誼が結ばれ、

彼れの高寺文化は我朝に直流する !Ik態であっ? こ。

従って文化的刺戟を受〈ること繁〈、殊K 俳較文

化は問を蔽ひ殆んど「クラ イマック スJ I'L主主せん 主

し七。 一面に於いて岡家の腫商を整へる上に も恒

久的都城の経営が緊迫 し七 の も寧ろ官然である。

然るに此の文化を介して岡家的交誼の牛商K 於

さ L 吐き み重な

いて 唐 と 三 ｦｩ￭｜ｾ 挟んで勢力争ひが起 り任那 の日本

府は弐の斉明天皇の朝之れを撤腔するの飴儀なき

に至つ? こ、其間屡々 唐2彦左彼地に交戦し認に我悶

は攻城磁石? 鵠験す るに 至つ にものである。

持明の朝日本府を j放し部いて成る閥策が樹立さ

れ、次いで天智の朝三韓を滞捲し? こ居軍は何時我

キiJ J rc 攻略の鉾先を 向けるや も計りがにき we勢とな

っTこ、此時に首って唐に逐はれ七百殉の亡命者は

極右? 次いで我閣に殺到しにも のである。その時之

等の亡命者の技術を利用して、天智天皇の朝陀於

おほめ

てい閤防凶家主? 態設T る七め、筑紫地方に大! 降、

舎 ひ

宕長長事. 受I島、金図、長門、屋島、高安等に朝鮮式

やまじろ

築城法1 ' L i ! 菜つ? 二主恩はれる石墨を肱用しに 山城が

始めて築かれに。之等溢防城? ，' l ; 構築の最中に於い

4  透 防 妓 衆 分 布 周

て都は難波の海謹から志賀の奥地に溢 され?こも の

である。これ等前後の開係を綜合して考ふれば、

営時倒防計霊の宜行に如何に急: 5 ，自主? 来してゐ七か

Y よく判るであらう。しかし前記の諸:城漢は闘家

の綜合的防備であって中世乃至近世の武家同士の

争覇の兵; て供せられ七被郭主は其精神κ 於 いて根

本的 の相遣があっ?こ。

叉一方針内的に於いては己 lて大化の改新疋伴ひ

穆 つ れ ｾ

諸制度改革の律令が渡せられ、西南 J ) 地方は文化

の程度色ー比較的高 〈皇揮に浴せる民草は郡勝制の

管施を迎合するに苔でなかっ? こが、之に反して東

北地方の脱汎な る地域に幡居ず る蝦夷種族は中央

の勢力に射して容易 lて服従しないwe態であつに。

彼等蝦夷の和族は現代の「 アイヌ」 の租先であ り

更に彼等 よりも古〈我悶土 lて位んでゐ仁「コロボ

グウングル」族。て次いで居住し此閑土は組先以来

我等の閑土であると 信じ、大手11朝廷の戚I ' L ij Vt しな

;!; イま

かつ に。まに彼等は大化以前K は吾4 萎及越後の地

方にまで南下居住し 我 皇 安 の 思 惑 を知らなかっ

fこ。性ての 日本武傘の御東征も蝦夷の征服に御先

鞭をつけられ? こものであらうと見られる。

きれば大化の革新に依って ilil J定 され仁郡勝ilil J' ぞ

我全版岡 lて普遍せ しむる前提として先づ彼等を懐

柔し之れを馴致 し皇化に浴せしめなげればならぬ

此事業が官; 時の我闘策 として最 も重大な る所謂長

期建設に属する大事業であっ て、患なる武力を揮

』、剣吹聴では却って窮鼠! 噛718の悪他県を招 き最7怒

の目的を注しがた い、故lてこの蝦夷経略事業は屯

岡兵制を採り) i-手K 弓矢、 片手lセ鋤鍬を持ち. 農

耕1魚崎を指導 し安住楽土七らしむる建設的聖職で

あつに。

しかし事業遂行 K 首って

除 イ み

時と機 とに依り相方の先

鋭部隊の衝突は免れられ

ぬこ主でもあっ 7こ、光仁

; ! ; ぜち

天皇の賀範十一年按察使

が ぺ しろ

紀ノ瞭純が魔魅ノ ;妓に 入

った時元夷停であって官

時上治郡の大領伊治ノ皆

l留が叛して JV'( 純を攻め 彼

を甫め多 〈の官人を拭虐

t! ": '1) 

し、勢ひに乗って多賀 ノ

3 3  VI I  



城にまで迫つfこことがあった。

斯やうな事業遂行K 伴って起り勝ちな事鑓K 傭

へる矯めI ' L ; 築かれ七木柵を繰らし? こ城が即も柵で

ある 。柵は孝徳天皇の大化三年越 ノ闘に湾足 ノ柵

が築かれf二、 それが蝦夷征nI 告事業の最初のもので

且つ我閥築城の史宜上の起原でもあり 、ぞれが又

柵戸の溜脇である 3

4 東北の柵

柵と云へば直ぐ前九年や後三年ノ役蛍時の衣川

厨川、或は金津ノ ;柵などを封j照す る人々が多いゃ

うで あるが、之等の諸柵は時代色降り単に地の要

.!:.り で

簡を利用し? こ臨時の一種の薬に過ぎないも ので寧

繁朝時代の蝦夷経略事業にf 旬、柵戸に比べ頗る規

模、構相の少なるものである。巳に前述の如〈大

化の律令の定u ' る所に依って図策遂行上東北の地

方lて幡居する蝦夷族を懐柔し 量化に浴せしめる k

同時にこの人口稀薄な未聞の地を開拓すべ 〈一般

住民の移住をも奨励し、彼等を指導者 主して土民

に進歩せる農耕の術を授け生活資源を盟かに奥へ

..'" 
安寧秩序 ｾ Ｎ ｦ 来ち 面づ主所 Ｑ 珂の郡治の賞現を企闘し

にものである。こ の事業遂行上の前替 k して築か

れ仁牛永久的の築城が即ち柵である。之等の構栴

は西南地方の謹防城案七る 石墨守築いに城盤に封

してJIt 北地方の柵は地場lて盟富 K 恵まれ七木材を

以って築い Tこ臨時若しくは半永久的の木柵の邑城

n 口 n n  0  

である。換言すれば柵 k は木材を以って築 い?こ城

。

郭である。

故i亡柵はー且蝦夷の逆襲など事獲が勃瑳し? こ場

合、近郊に散在して農耕に従事する住民主? 一時保

護牧容する防備を有する避難所でもある。これ等

住民中には中央より移住せる良民もあれば、指導

の地位 k 保護の任務を粂ぬる屯問兵もあり、或は

にI t J乙 苧

まTこ内附せる 蹄順の熟蝦夷のl E 諜に就い七者など

を線車害す るのである。

柵の構伺は遺主I i : 1' C徴 し殆ん E 外柵と 内柵の二郭

そう くるわ

より成つにもので恰かも後代城郭の組曲 l論主本丸

又は二ノ :丸l乞等しい。そして内柵は1. 0政手千即 ち半

1三九

人官吏の住居や高官の館、之に伴ょ、官街公器、兵

管、既合、倉鹿等を包括し 七る地域を限り、 外柵

は内柵を固践 し非常時住民の避郊場所にして相嘗

ほった

蹟澗なる商積を有してゐ? こ、先年殻掘されに郷田

VI I  3 4  

日

5  J1[ 北 地 方 栂 按 分 布 図

ノ柵の如きは私の推算では八十寓主1'- I-C注 してゐる

から外柵も 五十寓坪を下らぬ商f誌を持ってゐるで

あら う。 勿論柵内には避難中 J. r.: 民の糧食や諜菜を

ｌｾ う ζ

作る畑、日需品を供給する商買もあっ七、寺ちあ

り釦守の杭色在つ七こと立設してゐる 。か〈 して

避難の住民は夷敵が撃退され平総主なれば再び自

巳の常位に還って農耕に従事 しに ものであら う。

大化改新世時の蝦夷穂族の時居してゐ? こ医域は

幾分狭められ、太平洋沿岸は阿武隈川・沿岸の溢 り

まで 叉日本海方商は越後の北部、只今の信濃川

あだ

沿岸諮りまで朝廷の勢力に迫ひ詰められてゐ七。

彼等蝦夷種族は現今の「 アイヌ」族でゐり 大韓三
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一方) . ( 平洋沿岸事 業 は少

し 遅れ ｶ 多ｾ ｾノ ヰ ｼ 冊は養 老

年1mから ;iirj l抱 冗 年l亡建 設

され 、東北 地 方経略事業

遂行 の 中樋 機 闘 とな り、

い きあ 舎

次 いでl踏滞 ノ;妓が 設げら

れそこには最初 の'損 守府

将 軍が駐つTこ。首時西海

の都 督 府 は 藤 原 ノ康嗣 の

でんパ う

商L後 、天 平 十 五 年に鹿止

され 鎖西 府「ニ シ ヲシズム ｊ ｾ 改 まり、同十七年再

び復興されて太宰府となり東北の多賀 ノ柵 k 相 劃

して凶家施政上 地 方 代表機関 D 双 壁 で あっfこ、 し

かし都 替 として 官 に任ぜられ?こる もの を見 ない。

日本 海沿岸 にまJ し太平 洋 沿岸 に於 げ る蝦夷 経略

の 「コ { ス」 は多賀 を 根 擦 としその 中心勢 力は北

につだ しかま 診 しか

へ進み新問、色 腕、玉造、牡 鹿、中山 の 諸柵 が 築

;: .・ち

かれ、更に前進 して雄勝 ノ柵 が建置 きれこ〉に日

本 海沿岸 の 諸 柵 と初めて蓮締す るに 至つに。 この

雨方 商 fJ) 勢 力は 嵯峨 天 皇の弘仁 年 間 に 至って秋田

で合流し に ものである。か くし て蝦夷征田舎の大事

業 は前後 一 百八 十飴 年 の永き歳 月 を 閲し?こ。 最後

ｾわん を ｆ やろ

に陽成天皇: の元慶二年秋田方面 l乞迫 は れ?こ蝦 夷は

最 後 の 逆 裂を企で秋田 ノ挽 を焼討して兵器糧食を

焼 盗 し?二、 此時朝廷では藤原i米則 とノj 、野 春 風 等比

‘ 1  

e  

"  s  

生

夜 J

蜘 4 ・一“ ー一一 品._.". 胴、.

6 主 和 国 の 柵 推 定 復 原 図

っ か る ぞく $ ら

つ の族に別れてゐ ?こ。 ( ー)、 都我留族、 ( 二 ) 、重量

え ぞ にlrえ ぞ

蝦 夷、( 三 ) 熟蝦夷であ る。 その内熟蝦夷の みが 日

も

本 民 族 と同化し得る 素 質 主性能を有って ゐf二、他

の二種族 は容易陀同化 し得な いもの、例 へば 芸 漕

の熟蕃 は同化の可能性 陀富んでゐ? こが生蕃は同化

し 難か った の と同 犠 で あ る 。 結局同 化 し ｾ ｩｬｾ き愈 蝦

夷が海を隔て?こ北海道に迫はれ? こも ので あ らう。

因K 現 今 北海 道に限ら れに「アイ ヌ 」 種族 は僅

かに二寓五 千 人 で 人 間 と し て の 閣 貫 主色見 られ

「コロボグ 」族 の如 〈絶種し ないこと私は希望す

る。

柵 の建 設は前 述の如 く我岡策で あっ?二、故 に 共

舎 わ lまJ t.ζ

規 模の大であっ fこ事 は 娩 ノ輪、郷 田 の雨泣おlニl亡依

っ て考察 を下しでもよ〈判る 。大 化三年越後闘 に

由 た り

停 足 ノ柵が設げられfこのを最初 k し、 共 翌 年同訟l

いわぶね

に磐舟 ノ柵 が築かれ7二、

っ き さ ら

まfこ共北 方に都 l断 少維 ノ

柵 が 建置 され?こ ことは何

れ も史陀僚かで あ る。こ

の三網戸o足溜 b とし て

ひ ら ぶ

阿 倍 ノ比維夫はJk軍を動

か し向調ノ 闘 に進出し其

虚に Ni 洞 ノ柵 を 建 置 しfこ

キ わ

最近張掘された城 ノ輸 の

柵お1: は これでめ ら うと云

はれて ゐる 。更 tζ 北 進し

て今の羽後 ノ凶 iて山利 ノ

柵 が設 げら れた。 これが

最近城 ノ輪 κ 次 いで護 掘
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命じ て之を征討せしめ直ちに鎮定 しに。之れが史

上に於りる蝦夷の最後の叛逆である。

以上の如〈大略して孝徳天皇の大化三年越後聞

にみ完ノ主柵が設げられてより元鹿二年まで二百

三十一 ヶ年の永い年月を雲深き東北越慨の地K 宜

撫拓殖の事業主霊行子々孫々相継ぎ 岡家の重大任務

を果し た将兵の功績は3まに千古不滅の動業で金 〈

長期建設の範を垂示 され? こも のであ る。

な ら

斯〈岡家的に重大なる任務を果にし T二等柴朝時

代の諸柵が悉く鹿嘘主なつ七理由 の主な るも のを

Ｙ 秋岡県系 ＱｾＱ 北郡高梨付挑 ｉｉｉ の柵祉 Ｈ西議柵 列〕
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穆ぐれば、柵の建置場所が経略上、地形上の中心

に撰ばれにも のであって、経消上乃至人文上の中

心を はづれて ゐ? こ閥係であら うと考へられる。之

れと比較して近世武家の城郭が経済上の要簡を中

心として経営さ れ、鹿藩置牒後に於いても共城下

町が駿嘘となることなし地方産業上 の中該とな

って有数な・地方的都市を形成して、現今宵1ま登展

の立1・程を 辿りつ〉あるJ t k 勢とは符壌の差があ る。

( 以下次競〉

10 多 賀 の 栂 社



桃山江戸時代 l二於げる鱗鉾の遺構三特性 lこ就いて

現在腕鉾の代表とすべき多くのものは、天王寺閣

の屋上や寺院等にのってゐるので 、 之等 ｾ Ｇ ｩｩｦＮｾ 奈す ｬ
るのに困難を生十る事と、色 一 つは文献が ｾ ｴ ご 少

ない事である。

従来館鉾陀閲する研究は、室町頃のものが天沼

俊一博士に依って稜表 さ れ て ゐ る 事 し 古川重 春

氏の共の著日本城郭考の中に述べられてゐる。

今こ、には寺院lて於けるものは省略し . 城郭 lて

於ける蹴鉾のみを述べ、特に桃山江戸時代K 於げ

る遺構によって共の特性を明かにして J Uこいので

あるが、充分ではないのであるから 、今後識者に

よってー居充宜しにものを護表されん事を期待し

て止まぬ次茸5である。

I、 日本建築に於ける航鉾の憤値

桃山江戸時代にかけて大棟雨端に肱用され?こ銑

鉾の形は、他問では凡られない日本特有の形態を

表示してゐる。姿態は美 しく特に力強い線で構成

されてゐるので、建造物の一端として看過し得な

いものである。

特に天守 閣 の ＱＱｾ 現と共の護 達 ｩ て つれて、大棋の

雨端 lては銑鉾以外のもの は採用され子、断然一 人

舞墓を姿にして、全凶の天守閣は勿論寺院等に迄

Ｚ ｊｊｾ の姿を現はしたのである。中には策金の延板ｾ

巻き付り 、金色燦然? こるものさへ生今るに至つに

鯨鉢の最も護達し? こ所前策金I侍代を形式し Tこの

は、桃山より江戸初期にがけて Y ある。然るに徳

川幕府が天守l謝建立を禁止してからは、漸次衰微

し、時代の推移と相侠って鑓 化をき? こし、遂には

退歩のー迭を辿る i伏態に墜って了つTこのである。

昭和の御代二三の天守閣は復興されに。従来建

主'1物として医l:r.r I ' L 指定されにものは、f止寺建築の

みであっ? こが、最近号化ぎ々々と 城郭 をも指定され

るに王つに事は、誠 tζ 喜 ばしき事である。 J折様t亡

日本国有の城郭を保存する 策運に立ち至ってゐる

日号、j 七の表f混ともすべき腕鉾に封して新? こな認識

を深める 事は有意義であると思ょ、。依って其の大

手持天王寺師範厚校数! ( $ ' )

佐 藤
佐 来

要を? 披涯して見? こ い と思』、のである 。

2、

雌鉾は日本で護達し? こ特有のものであるが、 決

して桃山時代になって遇然K 生じにものではない

その元は 印度ーから見直さねばならぬのであるが、

日本建築の屋上大糠雨端医上げられにηが 、室町

末期ではなから うか k 思ふのである。

鎌倉以降唐犠の蛮建につれて建物の細部削彫刻

が施されに。室町になって堂内の勾欄などに銑鉾

が! 彩刻されに遺構等がよ乙られるのであるが、それ

が漸次護濯する K つれて蹴鉾はそろそろ外へ飛 び

出すやうになっ? このである。

鯨鉾は鎌倉以前になる主全 〈見営らな い。飛鳥

以降I ! i f . 用され? こ鴎尾や鬼板が附'Jmきれ、藤原時代

には鳳風等が稀にのせられ? このであるが、之 より

湖ると共の起原は古< I=PJ立の建造物に於て鯨鉾 k

後程類似し? こものが凡られるのである。印度建築

に於ては日本の如く大椋に上げにのではな く単な

る装飾紋様の中に見られる。

先年天沼 |専士が渡印せられ、Cp，度ーを調ヨ撃 され?こ

時甲谷地!事物館で撮影し? こ紋犠の中に、腕鉾と 似

通つにものを、四天王寺第六港第五枕誌J 二に護表

されてゐる。

此の岡を見る主魚、相でもなければ取でもな い。

一見鰐の様な形をしてゐるので周品類 lて属する も

の k 見ねばならぬh 口を大きく開き頭 左足の部に

鰭の如きものを附け 、胴韓より尾が納〈延びて鱗

の如き線を示し、尾は渦巻いて紋; 傑化 してゐるの

である。

降って支那. 朝鮮の建遊物を見る 主葉集ー抵の

ものに之 k類似 しに ものが大椋雨端陀上げら れて

ゐるが、 C日以ーの鰐と は後程かげ放れにもの k な り

尾は並立して l堕吻主なれ湯島聖堂には日本の工

匠が支那的手法を案1 + ' ，して異様の正i吻や虎形の努

吻を造ってゐる。

我が閣に於ては初めて弘仁時代K 於て帥寺建築
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K 臆用され? 二時三) 絞様の 中fL I=PI主様式の鰐K 類似

し?こ ものが瓦受 けら れ る。高野山金剛峯寺にあ る

ものが共の一例である。

其の後は何K !f，主用されTこか判明しな いが 、室町

時代になっ て帥寺建築の内部勾欄に肱用されfこも

のが、愛知定光寺本堂陀共の遺構が見られる。

姿態は他聞と臭ーって魚: 相であるが、完全な魚、で

なく l して尾鰭はあるが、背、胸、郎、腹踏ーがない

然るに大法寺蹴鉾になると . 之等細部のものが具

備されてゐるので、既に需町末期には確立され?こ

もの主主己ねばならぬ。

首時天守閣も生じ? このであるから肱鉾をJ -:げTこ

天守閣は室町末期には生じ? こものであらう。織田

信長の清汁|城三層天守( 永椋三年) や松永明正久の

信貴山城三層天守( 同四年〉は建立されにので恐ら

く大寺蚊鉾のや うなものが上げられ? このであら う

鉱鉾は草花天守閣や寺院のみではな い。武士の

用ゐ fこ叩 腎にも肱用 され、現在問中光頴子爵の所

識にか、る ものは、鯨形甲である。後陀は刀の目

貫や餌などにも之がえられる。

5、桃山江戸時代の銃鉾

桃山時代になる t 諸大名の勢力護展し其.の確立

を見るに至って築城術各所に行はれ天守屋上に上

ぐるに鯨鉾を以てせられTこ。現Trミに於ても命共の

遺構を見る事が出来るのである が 、名古屋城金の

鯨鉾は共の代表的のもので、他の桃山様式を多分

ｋ 加味してゐるものでは 、 オ胡 ｾｴｌ鋼張の 丸 岡城主

松江城ーのもの、外に姫路城、岡 山城 、高知放の鯨

も注意すべきも のである。大阪城の土中から塗金

瓦の鮭鉾が出土して現在城内1' C保存 されてゐる。

外に大i電; 城天守と大阪城千賀櫓の腕鉾は江戸初

期の ものであるが、前代を踏襲して ゐるので柏。見

るべきも のでめる。

然るに魚相が次第に鑓じて鬼瓦の形式が加はっ

て、 耳や鼻、太い眉等が生じて、桃山風のものは

影をひそめて了つにのである。市して江戸時代は

皐 l亡妓郭のみではない。蹟〈 寺院にも肱用されに

ので各所で之を見る事が出来る。

要するに蹴鉾は城享11建築特有のものであって、

域の威厳も乙に依って鷲揮される のであるが、之

を寺院に ｒ 起用 しでも何等意味をなさ令 、 ｩｬｩｾ 尾と比

して遥かに見劣りする感がある。

Yl 13e 

先年奈良菩光寺の鯨鉾も修補の際之を徹去 して

了った。野中寺本堂のも のも 取って鴎尾に縫更す

べ〈考慮されてゐる。

大阪四天王寺元山堂の鯨鉾は江戸初期に風 し梢

形も整備されにものであるが、五 (r市は古 〈より 之

を参考に資してゐるので 、此の形式の ものが、近

畿地方に於て多 〈見る事が出来る。

4、桃山江戸時代に於りる鯨鉾の特性

廷に& A 鉾に闘する形式、並K 特 性を禦げる 主す

れば、 大成 され? こ桃山時代のものである。蛍時の

彫刻界は一流の大建築に封 して は随所に彫刻が施

されTこので護達 し、 之に伴五、て瓦師も 亦相営の力

作を生み問してゐTこ。特に波宮E建築は全閥的 tて勃

興し7二時であるから腕鉾の製作も亦各所で行はれ

?こ様である。常代中期以降は袋々瑳達 し、 塗金瓦

や金の延べ板を張り 付 vt1こも のさ へ生す・るに至つ

ど。 塗金瓦は大阪城や伏見披から出土してゐる所

を兄る t 既K 安土城から共の端を獲し? こものであ

ら うと思はれる。金の延べ板は、名古屋城天守閣

に!I時 目され、駿府城や江戸城にも使用され? こゃ う

である。

名古屋天守閣の腕鉾は慶長 19年比完成 され? こも

ので〉後に修柿されに k しでも其の形式は、失は

れす・純然? こる桃山時代の遺風を表示 してゐる。

高きは 8尺 l 寸55) 、で現在之れ以上の大き いも の

U ない。江E戸時寸そになって新? こ に再興 され? こ・江戸

城や大阪城の天主閣は共K 五層六車で、名古屋城

よ りも更K 大なるものであっ?こから 、腕鉾も大き

かっ仁左思はれる。 但し桃山時代の天守閣は上層

が少さく逃られにので銑鉾も大き 〈はなかっ?こ。

その責例は大阪城、高知城、姫路城等を見れば分

るのである。

. 名古屋城の肱鉾は頭部比較的大き し 胴館太 〈

尾鰭は左右 ｩ 乞分れ 、 力強い Ｊｊｾ で構成されてゐる。

之が江戸時代になるし反安- r K 頭 部 は 少 さ し 胴

睡も吉岡められ、尾鰭は力5豆い所ない凶天王守2元山

堂脱鉾の立川 、先端が蕨の如〈巻き込ん1"::も のさ

へ生す・るに至 b、姿態の弱められ? こものl . : _ 1，ょっ? こ

桃山時代の帥鉾の顔面は魚、相である所から 、耳

の肝h 、てゐるも のは齢な し背鰭、 尾鰭の手法は

比較的大きく力強い純で構成されてゐるが、江戸

時代のものは退化し て了つに。



蛇腹は胴趨下宇都に のみ附げであっ? このが、江

戸時代は尾鰭の付り根迄全部施し? こので本首の蛇

腹になって了つ? こ。和歌山城の披鉾は共の一例で

ある。

胸鰭ーは絵 b延びでは居ら ぬ、蛇腹より外へはみ

I  .. HしTこも のは無かつにのであるが、後 lとは漸次延

びて :sj ( て蛇腹の外陀突き出る様になり 、肱 鉾の外

郭線の一吉 ￟ｾ 隠す事となるので、決してよい形で

なし、。

亦腹鰭 t 尾鰭陀は付ーの根 を持ってゐ? こ のである

が、江戸時代には失はれて了っそ の で、誠 ｾＧｌ 不自

然 1t7診をなしてゐる。之等の鰭ーを付げる位置に於

ても胴鰻 の 正 ｾｬ Ｍ ｉ ｦｊｾ ｟ｲ Ｍ Ｎ＠ fC置かれ「のが、後には斯か

る事が無 ，ｬＱｔｉ 着になされ＿こので、 ｾｪｾ の 配世 ｬ 乞 於ても

不自然である。

尾鰭は共の正中級より左右に分? これてゐるが、

特に力強い線で表示され、各々先端が尖っ てゐ? こ

のが後lモは丸味を帯びfこれ蕨の如〈各き込んfご

りして全く力の失せたものが生じ? こ。

此の左右 l乞分れ? こ鰭の敢に於ても 、左右等しき

数か亦は後方が数多く前方が少ないのが定例主せ

られに。それは胴髄が必1 " - 前- 方に反ちかへってゐ

るのが定められ? こ姿態であるから、 全鵠の均衡を

持? こしむる鱈には後方の教を多くする様取り扱は

れてゐる のである。

それが若し逆! 亡前方のi設を多くし? こならば前の

め b となりて如何K も倒れそうな不安定の感を懐

かしめるのであって、後 fては斯tz: な考慮も無視さ

れて勝手な 1111いも のが生じに。

斯様に従うj( の鯨鉾陀封し機合ある箇ーに之を仔細

に検討する時飴り感心する程のものが見首らぬ。

日本特有の脱鉾が漸次退化してゐるのを思ょ、色、

如何しでも之に研究を重ねて立浜なものを作り! 十l

さねばならぬと思ふ。

今後製作ーに首つては古代作品の優れに黙を取り

入れて之等を凌駕す るや うな優秀作品のt I - ¥現を期

待して止まぬ次第である。

向天守閣に於げる腕鉾の内、特 lて著名のものに

就き共の要項を記しておべ。

i、丸岡被天守| 組蹴鉾

材料は木 ｊ ｬ￰ｾｬ｛ 青 銅張桃 山 風

2、松 江 城 同

木彫陀青銅張 桃 山風 阿伝て陰陽を表象

してゐる 、高さ 6尺

3、 松 本 城 同

耳 無 し 桃山風 瓦 製

4、名古屋城 同

木彫ｾ鉛で包み Ｎ 更に銅の 打出 しで包 み、

金の延べ板主金鱗を張る。桃山風 高 さ 8尺

l 寸5分 任1雄肱は高7N..7寸5分と云ふ

九 大阪 城 同

塗金瓦製破 Ｉｬｾｐ ， 土桃 山 風

昭和再建のものは青銅製会金高き 7尺3寸

6、 大 垣 城 同

瓦 製 江 戸 初 期の形式を持つ

7、高知l城 同

瓦 製 桃山を 加 味 す 高 さ7尺3寸

8、和歌山城 同

江 戸 風 耳 不f 1; ，育 鋼 製 胴 韓 太 〈 鱗 各

館等の形式古し

9、明 石 被 同 ( 天 守浴j現在無 し)

瓦製江戸様式なれど古式を包、加味す

10、姫 路 城 同

瓦 製 桃山風 姿 態 優 秀である 。

11、江 戸 城 同

金 今 無 し

12、安 土 城 同

金 ? 今無し

13、伏 比 城 同

金城閣と栴し 、捻金瓦出土せる 所 を見る E

金蚊鉾を上げ? こであら う。

14、駿 府 城 間

金 今 無 し

15、上 野 城 向

昭 和 再 建 桃山様式ではな い。
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6 五ニ〉

洋 家
且

の 話

( イ〉

洋家具のお話を致 しませう。

大きい地球は、自然の寝床でもあ

り椅子でもあ りテープル でもあ りま

ナ。然し人類が創生して最初の激 し

い要求は、 雨や風の避難場所であ っ

た と思ひます。

然 し原始時代は現代の「美J と云

ふ感念から、およそ遠いものであっ

た事は想像できま す が、それでも 人

類の最初の技巧は岩とか石に「線J

を宮崎〈事であったのです。 r線J は

二本の 線、邸ち卒行線に進化 し、バ

ランスの取れた凶線にな り、 幽線か

ら模僚にな.!)、 模様が相亙位置の事理

化し たもの になり、 更に主主 んで原始

人の頭の中に感じた物像を給に した

事であ りませう 。 て第一回〉

それ を立値化して 食事用の皿とか

夜に作 P生活の震の矢とな り弓とな

p  、迭にカヌ ー ( 舟〕まで主主化 した

事でせう。

そして勿論穴居から草木に住み遂

に住居を建てる様になった事は想像

出来ます。

この永い永い 人類の主主化の歴史か

ら現代まで人類に愛され必要とされ

たものは「材木」であ りました。

( 色々の考古摩的考澄で所詞石器時

代でも材木が、原始人に愛用された

事は原始人的作品の遺物と して 或は

土中に 、 或は康跡の中に見出せま
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紫 購 室 く話今

4主主7

ｾフ

( 第 一 )

平 尾 敏 也

す。

然 しとの時代には系統的、民族的

な特性のものを求められない事は巳

むを得なかったので、結局洋家具の

歴史は 、六千年前の エヂ プ トの文明

からお話を初めなければならない事

にな りまナ。

( ロ〉

悠久六千年、ナ イル河沿岸から E主

主主 したエヂ プト文化は、そ のスアイ

ンクス、ピ ラミツドにも示される様

に、洋家具も、上流階級の使用した

家具と思はるものは威般のある堂々

たるものである事は今英図博物館に

あるエヂプ ト女王 “ HAT S HEPSU"

を見ても舛る。とれは最古の家具と

して私共の目前に見られるのも、フ

ェラオーの 閣エヂプ トの気候が干燥

してゐたので、女性の 「かつら」ま

で僅な破鎮程度で残されてゐる事や

重量君曜の不滅を信じ、その死骸と共に

埋められた震に地上の風雨に さらさ

れずに残されて、精 子、ス ツール、

長椅子を蛍時使用された依私共に深

い感滋と t奇異を奥へて居 P ます。

豹の皮や、 他の獣皮をなめした皮

* りの太い糸でぬった椅子を初め花

盛テ ープル、キ ヤピネッ ト等' 或は

編物、 マッ トレス等、現代作品の如

〈或はそれ以上の「美J を私共に教

へてくれまナ。

賞時ナでに彫刻、凶木、 皇室袋、象

阪、ベ エヤ 張 り等が製作出来て黒檀

象牙、ひ まらや杉、ア カシ ヤ、 大 原

樹などを使用 して金、 銀、貴重 な費

石を飾りつけ、華麗、繊細なもので

精子の胸などにラ イオ ンの足や牛の

蹄等を形取った彫刻など彫 りつけ た

美事なものであ りまナ。

グリート島を中心にE量感を極めた

ヱ重要品も挨及第一王朝時代から第四

王朝に至るまでは奴隷の作 品ら しい

のです。

P位、奴隷も近代アメリカのニグ ロ

の様な陰惨なものでないだけに 、そ

の生活も思想も比絞的建呈とであった

然か、作品も建金なものと思はれま

ナ。

例へぽミイラの棺などは主 として

お冠Z S ARCOPHAGI と云ふ石で

作 られまし た。

なぜ肉食石と 云ふか と死慢をその

石の棺に入れて置くと 、 その石が数 。

週間で、死骸を喰ベて了ふと云ふ体

設があるからです。

主に乙の肉食石で摘を 1乍りました

が、木製の棺がありま した。

石棺は勿論木棺でも内部も外部も

模様や人像や蓮の花、又は象形文字

HI E ROGL Y PH な ど 番 章 、 赤 、 資

黒、褐、線 、背など彩色しでありま

ナ。

赤絡色は色ｾい男性を 、 資育者色は

色美 し き異閣の女性を表示致 したり

してありますo

] j ) { は死自豊の側に小さ い彫刻人形 .c

木製の奴隷 USHABI T I U が埋葬さ

れてあるのは省時の信仰で、死んだ

人 の末来の幸嗣な生活の儀にその奴
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に-mになり、背に手休め があ れ そ 紙も羊皮紙も なかった省時の文化を

の杭にある家具は四角で ・ー 秘果の 現代で考諮ナる事は 不 可能 に近い事

諮問j の彫刻のある・・… 或は奴隷やヲ だと考へられま す。

イオ ンの彫刻等ある高い卓子の上に

は食物が置かれ、互の側の小さ い低

ヤ ヅソ

い主主子のよに は弓 、 fttI 筒剣など置 か

れであるのを見る事が 出来ます、〈第

三間〉

とれ等 の家具は滋時黒檀もチーク

この様に古代エヂプ ト、バピロン

アツ シ リアの木工の隆史は永遠の謎

を秘そめながらも薄い電車を透 しでも

光を見出 し初め た事貨を私共に教へ

て居 P ます。

神 秘な古代木工・・ … 殊に家具に閥

も、〈 るみも 除入され、象牙や金 属 するお話 は依りに幻想的であ P、考

ベヒ

のぶ伝 された ものがあ りますが、ひ 古接的で あるので、さぞお聞きつら

玄ら や杉で 出来てゐる採に思はれま かった と存じますが、家具としての

ナ。 形 と特性の! i 生を説明申上げなけれ

隷が助ける震だそうで、我閣にも似 襖 j伏文字が土瓦ゐょに後見された ば、 順序 としてどうしても必要であ

た事がありましたの で、古代に共 通 りし て、省時の文 化の進行をうか ぽ りました憾 に、つまらないとは存じ

した宗数的! 感念があった様でつ九 ふ事が出来まナが、住宅叉は宮殿の 乍らも「家具史の目畳め J を御話致

又面 白いのは ー・… 私のお話は木製 建築の材料が主 として天然に乾 した した次第でございます。

のもの込歴史ですから、 金 属や石や 粘土を使用した関係上、書 籍、備 忘 次にロ { マ、ギリシヤの家具のお

土だともっと面白いものがあるので 録手紙等も 乙の粘土を 利用し た事は 話 を致しませう。

ナが・・… 彩 色された機械的なおもち

やで、口 の動 〈鰐や、糸の頭望書をつ

けた人形などを見る事が出来て、大

事警鍛格 であ った 。 エヂプ ト人の家庭

にも打くつ ろいだ時があ った事 を 察

ナる 事が 出来 ます。( 第二回〉

パピロ ンとアツ シ リア の木工の歴

史は、どうも気候の 関係や信 仰の主主

ひで剣然 と致し ませんが、共通町並:

あった様で す。

紀元前二千五百年、パピロンの王

Gudea の像には王が椅子に坐り 、木

製の様に思はれるのはパピロンの 工

人 が 木 製 の エ 慈 に 秀 で て ゐ た 事 貨

と、その椅子の脚の下部の彫刻が、

ライオンの足叉は牛の蹄J l l ( ; ひは松果

の; 並伺j になった 彫刻j のある四角脚等

の事2まから プロンズ製ではない と思

はれます。

後期アツシ 9 ア人の工事Eは前期 の

物と〈らべて豆大に なっ た様に感 じ

られます。

霊童見された岩石の彫刻j で アツシリ

ア王及女王の酒宴を表現 したものを

見まずと、女王は大層高い椅子に腰

をかけられてゐるので、足κ スツー

ルを使用されてゐます。王は長椅子

古 代 ア ツ シ リ ア の 長 裕 子 ど 椅 子

彫 刻j 石 板

庭 閣 に 於 け る 王 と 女 王 の 宴

御 願 ひ

左記合員の現住所御ly( 知の方は乍御手数事務所まで御知ら せ願ひ

ます。

曾 員 井 俊 五 一 君 同 宮 内 義 男 君

地 方 江 島 E 則 君 同 酒 井 喜 一 君

同 杉 野 草子君 同 宮材、 勝 君

主干 賛 川 床 秀 吉 君 同 長 井 義 雄 君

同 吉 林 普 好 君

4 1  VI I  



八 幡 宮 園 稿 寺 松 花 堂 見 皐 随 行 記

時 昭和十六年五月十八日午前十

時三十分石清水八幡宮集合

1 石清水八傭宮別に 男山八幡宮と

も稽し清和天皇貞貌二年大安寺の信

行数武内宿禰の後童話の奏請によ P宇

佐八幡の神を勧誘せしに創j る、 現に

官幣大祉にして祭神は八幡大紳( 勝、

仁天皇〕大待姫律( 神宮皇后〉比賀

市申神の三度である。 ( 掻前士末枇多し〉

現在の佐殿は、寛永二年家光遺骨、

元幹年中綱吉修理、構造は、所謂八

幡主主内外二字の神殿 に分る 。大鍍金

の雨樋は有名である 。本殿の外 舞殿

幣殿、 w門、廻廊等、特別建造物で

ある。古来主上の行幸、上皇女院の

御幸、参能将軍最土参等しばしば行は

れ、平安朝中期後清和源氏の氏神 と

考へられ、夫より武門の守護神武運

長久の紳と して、信仰篤 し、 宮寺と

して神職枇信の奉仕綾重とあり。

頃は新緑夜者恨の雨も f寄れ主主 P 而 も

日般日絶好の見皐日和なりしが、折

慈 しく 笛 日は淀競馬場開場中 にて、

乗客混雑 し、 集合の定 ｾ ｊ を遅れる事

凡一時間にして漸〈吉買が揃った。但

し早 くから来合せた人々は参加者黒

担軽研氏の紹介で八幡宮禰宜菜K 院近

者ありて内 陣及新装成れる 上つ方御

使用の1 f i 棄にては容易に入り難き蜜

など案内 され、手手銀出来たのはも っ

けの幸で、何が仕合せとなるやらと

一同満慌の限 P であった。十一時過

やっと 参加者も 揃った採で、幹事の

案内で八幡宮の袋路 を下って、第二

の行程たる図爾寺に向った。昨日の

雨で路も歩き加減で、途中此附近名

物の街畑竹林の道傍や同国の風光眺

めつ、叉背年闘員がやったのか、新

らしく延びh 々して居る若竹を、め

った切りにしである 無恕な残骸を 見

心な き人々の事共をなぢ りつ L 、行

程十八丁の遣も遠からず、いづし か

寺門に着いた。

2 園福寺

維 徳山図繭寺は 、源家の江? 初道場
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として名高き寺なるが、 重なる建造

物は、天明二年頃より寛政中年頃迄

に事自主主の美を極めたと 言ふ。 山門 (

十六羅漢と南天棒老師木像安置、本

堂繕迦、文殊、普賢、大燈照師等の

木像安置) 庫事里、静堂、達磨堂、伏

虎草昔、高松宮御 F賜御殿臥飽庵如紳

殿陰祭等ありて今倫其のf掌風を偲ぶ

に足る。

先着の幹事: 連に導かれて、玄関よ

り奥 の部屋 K 向ふべ 〈廊下侍ひK 階

段をよ れ 設けの席につき精疲苦手の

身鐙を憩ふ、四方の話に一服する内

穏健の案内にて食堂に入り 、用意の

食卓に渚〈 、 名にし負ふ此民言語軍 Ｑｾ 修

養道場の事とて際部に着くのも物珍

らしく、食器及記食立主に食事よ り最

後の納め迄、誠に修養なる事多 〈空

腹に純綿の白米食に舌鼓を打ち、豆

腐汁、他二楽で馳走はなかったが、

精 選 料 理 殊 の 外 珍 ら し い 賞 味 満 服

したのは嬉 しき限りであった。

但し最後の湯茶ですべてを洗ひ、

金部呑み干し、行儀よくナべての食

器を返す段は、卒素の食物等 粗末に

双扱った我々には得難き鶴織と時局

柄、此宗が普からなし来って居る日

常を感深〈した。;J、憩後一同寺信に

導かれて、 方丈に入り主主名の{ 曾の教

へに従 ひお緩を唱和 し、 取N:皇軍将

士の英震に些か施餓鬼を営みしは、

日常すさんだ我 :々 には 、 叉少からず

精紳の糧を得た。夫より高松宮御下

賜の御殿、費物庫、臥施庵を奔視 し

新緑滴る庭園に入り一望 さへ切る物

だになき桧林を透 して、 皇室かに生駒

主主峯の眺望は庭の樹々と共に佳絡な

り。同寺の案内記に F付近一帯を鍛谷

渓 と言 ひ、機、河、和、三洲を一望し、

絶佳の Ｑｲｬｬ￰ｬ で月雲華共ｾ讃多しとあ

るも楚しむべなるかなと感歎す。次

K 関害者逮勝大師像安涯を奔 し都堂に

入る。此虎は :金寺のf曾が所調ナべて

を解除する修養道場κ して、- ，i 盈の

天地に、かしわ蒲図一枚の夜具を以

て駄灯一個の照明で火祭一つない

靭タ臓を練りつ L あ る 所 な れ 然 も

此庭に入山するには庭詰と務して其

頗心と根気を試むるため、 三 日間玄

関で低身し、更に且iflll 詰 と稽して五

日間壁面に廃したるの後、初めて修

養を許される。

吾キ f谷人は聞いた丈でも大底降参

仕る思ひ合 して感慨深きものがあっ

た。 其れより玄関にて怜はがき 等勝

ひ、次の行程を念〈・然、おしくも他

を割愛し二時過寺を解す。境内を出

て、 直 < " 右手に歴史に名高き i伺ケ峠

あり所謂秀吉が天王山に、義験中筒

井 )1憤慶が日和見してー1止に時間尽を残

せし所なるが、現今は何等の銚望も

叉見るべきものも無〈 、只記念碑あ

るのみ、 一行は勿々にして松花堂に

念 じ

3 松花蛍

事{ 宮にして香主主家 としてー1止に名

を残した松花堂胎乗が、八幡宮 f の

渓合灘本紡を弟子乗淳に毒菌P、附 近

に草庵を結び、 閑居 し松花堂 と続せ

し所 K て、維新首時現在の地に其の

大部分を移行 された が此れな p 、 松

花 堂は八幡町 と園繭寺の中間に位 し

謡K 知 ら れ る 女 郎 花 塚 等 あ れ 門 前

の石棺など古噴の地にあり、元総本

坊にあり しが、維新笛時、 八幡宮の

境域が} ' I j 然となるに及んで、 坊の撤

去に遭ひしも省時の戸長 たりし現住

西村氏先代が特K Z富P受けて、此地

に移せ しものなり 、 Il P ち現在の玄繍

入口、門、 書院 、 茶室ｾ尤も其遺術

中瀬若なるものなり、 室内の調度品

領、苦言、建築の構造等 見るべきもの

多〈亦苦むす庭内に在る茶室は、特

に一風袋った胎乗遺愛の建築にして

珍主主の飛石庭樹 と共に貸すべきもの

多 く、 笛時松花堂が彼の丈 山、 ｾ 山

探幽等と交遊せしを偲ぶに充分なり

主 人に案内 され一巡後白書院に て

喫茶の後、幹事側より解散の挨拶あ

れ ー 同 三 均 五 々 錫主主につ く、 時に

四時近来稀に見る牧穫多き見尽な り

き。J a VC本日の参加者を記し筆を捌

く。



倶 楽 部 室 主 催 和 歌 山 方 面 見 事 記

昭和十六年五月二十四日 の土綴日

を期し 、今春めクラプ室大舎として

和歌 山城紀三井寺方面見事と新手日欧

滞望海後で懇親晩餐舎が催される 、

案内を得て自分は近 〈に 居て、未だ

訪ねぎる虎とて早速申込み 、 ｾ日集

合 時、午後一時に南海難波探にかけ

てコけた。

をSをみ全市亦一望誠陀快哉、お妓を 時一同顔を揃へた 。

下り、茶底 で一同小憩後、第二 コ { 望海槌は、新手H歎浦第ーの放舘に

z 紹三井寺に 乗車 した。 して、曲折多い海岸の 山脚 にあ り、

紀 三井 寺 海 南 郡 紀 三井寺村 念に世話に迫って誠に風景佳絡の地を

( 紀三井 山は緩凱! 、7)( 存号、将7)( 占め 、名物の片男波も手にとる如〈

吉鮮水、三つの弁に依 り盟主す 〉 亦海上駄々の島は 、呼べば答; へん風

名草山中般に位し、海上の眺望、 情 ih !'J 、景勝を限一杯慾にした。折

特によ し、 金剛法院謎閥院 と鋭 し、 柄商工大臣も 来 宿中だったが、我々

定男j 黒潮列車に乗 り込んで、幹 事

; 務君は満員の中に立往生で、葬式の務

であったが、 自分は座席を占め晩春

の南海沿線窓外 の華翌朝l級 P な き眺援

を欲 し快速の裡に終貼 に活き 、一行

はI 1l : に和歌 山披に 向った。

費勉元年唐{ 管室S光の開基 と傍へ良言 は階下、百五十儀袋敷の大民間に降

宗本堂十一面観世音安置され、関賓 取 p 、和歌山美妓の斡綻の 下にre際

だ、本堂の外山門務あり、紛馬全よ され、三浦幹事長御挨拶の 下に、時局

P和歌浦雑賀l時亥ケ島から淡路島迄 柄、 自粛の懇親晩餐舎が聞かれ、い

遺 〈見 る事が出来、す C Fの人家、 と も 和守口 かな クラプ室の他ら し いｴＱｾ

寺院、門前町の遁は典型で一入胤情 い一時を過 し、八時箱キ程に本臼の

1. 和歌山城 を添へてゐる。 見阜の幕を閉ぢ解散帰途に就いた。

今は公園 となって居 る此の妓は伏

虎山竹垣妓と精 し、天E 十三年秀吉

紀泉を1 f - げ秀長に命じて築城す、爾

来的 せつあ り、 秀長 の後、桑山重明

を総て浅野幸長此の地に封ぜられ大

いに面白を改め、後二十年大納言頼

術Ni 寺は西岡ニ容の札所と じて名 ｾ日の見事と して は誠によき ｬ 段穫で

向い。邸ち あった事を幹事務r' l をに感謝 して此の

ふる嬰をはるばる此虎に紀三井寺 稿を終る o ' i 吉日の参加者下の如 し。

花の都も近くなるらん。 倶楽部室大合 出席者氏名

の御献歌を くちずさん だ。 池 田 貧 市 川 正三郎

門前より再び采車五分に して後戻 岡 村 忠 一 河 津 喜 之 助

2主目鐙 しき 雪量展を させた が元和五年 りして下車。 桑 原 一 雄 七 僚 記 曾 ー

八 月徳川頼定此地κ 封ぜられ抜張す 今は普の枯れた玉津島紳祉に諸ず 島 岡 義 太 郎 杉 山 粥 一

明l寄元年と文化十年の雨l変大奥共、 此の最土は古来歌の柄I としてまた 部稽 位 野 一 義 高 木 太 作

焼失弘化三年洛雷殆ん ど焼失、t吉時 鳴の文 句で名高い民主だ。柄にも なく 中 野 吉 潟 中 村 関車佐

天守の再建許されざるも 、特に翌年 寄kにあや P る様に、 なにがしを寄進 原 因 千 歳 足 成 文

山 中 筑 後 守 用 係 と なり、 慕永二年 して奔す。草津島と呼ぶは紀の川の 松 下 容 一 宮 後 光 三

上 棟三年六月朔肩竣切、 自l ち現令の 潟中に存在せ し孤島が陸に接織 した 吉 川 卒 高 坂 信 次 郎

天守閣之也( 今を去る九十年前城郭 鴛であろうか。次 にナ守近〈の盟百立 佐村木 賀 高松 平 太 郎

は陸軍省の 管絡する所なり しが、明 紳置土に誌でる。路傍に ひき「海女共 野 中 駒 市 三 浦 茂

治初年設却、十八年にはこの丸御殿 の貝類をひやか し勝ひ、権現神社に 薮 中 一 良 大和主書記長

大阪に移 され、 現今の紀州御殿 これ 来る迄に務鋒其の他大ぷん土産物も 戸 川 書 記 以上二十五名

なり 。三十 四年 和歌山公関とせ しが っ人 も増 して来た

大正三年、市に扮下市立公悶として ff l I 現紳枇ではさ

開放〉 すがに若干の疲喜子

線地積六7 ! f ，二千百六十五坪 を縫へた 、君主人組

内ｾ｛ｈｩ ｦ 賢一高一千四百四十五坪 は枇頭茶信に土産

天守閣建延; 恩廻四百四十六坪 物を置き 、サイダ

減は 市の中央に位 し、 丘に依って Ｍｾュデ 玉子等間

築かれ、天守閣に登れば、紀 J 川東 合の底を騒がせた

よ り北に 自国 り流れて、南は岡山に連 平呈な 〈最後の怒

り紀泉の海を隔て L 主主 〈阿淡の 山 々 親合場望海1 ' %に五
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常 務 舎 ( 第 ¥0回〕

時 5月23 日午後 6 時 - 8時30分

所 陳列場

出 席 者 理 事 今J体罰j 舎長

常 務 玉置主記、中西主0tl

薮中主記、松久保主

計 、大下編韓、小林

編韓

議 事

1. 建築接合よ り用材規格建設に閥

し依頼の件

2. 常務ー名僻任申出並補紋 に翻ナ

る件

3. 新京工業大隼 より建築と 枇舎寄

賂方依頼の件

4. 六月 'WIJ舎に閥ナる件

5. 記念事業準備委員合委員人選の

件

6. 合員詮衡

報 告

1 . 靭日ピ ル倶集部解消の件

2. 四月 分合計報告

3. 出征合員 よ P音信の件

4.入管、際徴、 除隊報告

常 務 曾 ( 第 11 図〉

時 6月2日午後6時一 8時

所 |凍列場

出 席 者 理 事 今 林 副 舎 長

議 事

常 務 池 悶 主 記 、 玉置主記

重安中主記、桐本主計

芝田主計、松久保主

計 、大 F編斡、間悶

編輯、IJ 、林編斡

1. 用材規裕問題に闘する建築率合

宛回答の件

2.五月例合講師謝謹の件

3. 住宅管図より合誌寄贈方依頼の

件

ｱ 怒徴協合員の 舎ｾに闘 する 件

5. 蝿託置車検願出の件

V II 4 4  

i-7 ..  Ｚ，ＡＢ Ｎｴ［Ｇ ・ ｳ ・ ｊ 示 方 ｆ コ ［ＭＮＺＮＮＺ ｾ ［ ｾ Ｎそｾ円 ＮＷ 下でう，Ｎテ 吋

会 三

6.編輯係雇採用の件

7.上宇期駿員昇給並1主奥の件

8. 合員詮衡

報 告

1. 防空建築講演合終了報告

2. 1，民集部室春季大合終了報告

3. 第三回建築聯合協議委員合緩過

報告

4. 全日本科摩技術図健聯合舎よ り

五車明書霊童表報告

5.  ufj 徴除隊報告

都市武議促進幹事会( 第3回〉

時 6月4 日午後6時一8時

所 陳列場

出 席 者 幹 事長 池間

幹 事 大 野、奥島 、吉岡

的場、谷

1. 主要都市に於 け る防空講演合開他

の件

陳列者高幹事曾 ( 第8回〉

討

材料委員曾 ( 第12図〉

時 6月12 日午後 6 時50分- 9時

30分

所 陳列場

出席者 委 員 長 松 久 保

委 員 後 川、関部、前野

巡回 、矢代

1. 木材品等規格中板類に関 す る検討

の件

豆 月 例 曾 C! l J 島捻合〕

時 5月16 日午後 6 時 一8日刊D分

所 大林組講堂

出席者 約100名

1. 午後 6 時日本庭園協舎と共同主他

の下に 欧米に於ける建築、橋梁、

庭園等の原色映脅舎を 下況の illIlJ

開館、約 100 名の出席合員に多大

のｽ感銘を奥へ 、 午後 Ｘ 時 ＳＰ 分担 ｾｾ

但に終了解散す

時 6月10日午後 6時30分-81待 I  1. 開舎の歯車

30.，} 

所 陳列場

出 席 者 幹 事 長 池 悶

常 任 幹 事 矢 田

幹 事 小体、中西、野

中、松久保、道

問、若 1.4

1. 材料集成原稿整理の件

1. 陳列場次回 i催物に闘 す る件

材料委員舎 ( 第 ¥1 凶〉

時 5月22 日午後 6 時40分 - 9時

20う子

所 倶築部室

出 席 者 委 員長 松 久 保

幹 事 桝

委 員 後川、 間部、前聖子

諮問

1. 建築感合案木材す法規俗に闘 し検

討

2. 後林省桑田和、集品等規格に闘 し検

日本健闘協合合長

男 健 闘 伊 能

1. 映millt 明

扱影並編輯製作者

下 山 III 丸

1. W1合の僻

日本 建築協合間 ｉ ｊ ｾ 長

今 ; 休 彦 太 郎

防空建築施設に閲する講演曾

時 5月20. 21雨日午後6時一 9時

所 大林組講堂

出席者 20日 約 550 名

2
1
日 約 450 名

1. 建築接合 と共 同主催の 下に標自己罰事

証言合を 下記順序に より開催、雨舎

合員並に軍‘ 官、工場側係者等満

員の総務者に多大の感銘を奥へ雨

日共最終に映おをよ映縫合程に 有

ｚ 主義なる本講演合をｾ 了間 合 す

5 月20日



ト| 沼舎の欝

日本建築協合同j 合長

井 上 新 一

1. 工場防空要綱

1. 工場の建築一般計弦

1. 工場の 防火防毒消、防待滋

1. 油精の防護慮置

内務省技師

新 海 悟 良11

1. 工場内俊電設備法、 自家用

ｾ電所 、記 電豊富の防設法

1. 工場の燈火管制一段方針

内務省防空研究所技師

11、 宮 賢 一

i . 映 続

空製下の列強

ロン ド ン 爆 撃

工場童書山の防空

5 月21日

1. 儀 袋

東京帝岡大串助手土授

星 野 昌

1. 自家用簡易防空壕及待避所の

築造要領

1. 都市小事校の 防空施設と共の

利 用法

1. 既存多唐建築物の防護室

東京市防衛局施設課長

阿 部 知 義

1. 閉合の歯車

日本建築協合同j 合長

今 林 彦 太 郎

1. 映 蕗

交通難甚 しく 集合時間までの参舎

者少な 〈、 午前 11時漸 < 10儀名と

なる

1. 参加者黒漆氏の斡旋 によ り枇務所

の新築を見皐することにな り、八

幡宮市1
1官の案 内によ り賞賓室其他

の建築物を 30分間に亘 り見感一 向

感銘ナ、午前 111時30分頃悶pfr を僻

し令するもの 18名徒歩にて一路園

瓢寺に向」、

1. 午後 12時30分頃闘繭寺斎先荒の大

下幹事大平日書記長と落合ひ休憩室

I'Cて暫時数談の後精神料理の中食

馳走を受〈

1. 食後方丈に於て寺{ 曾の唱導に より

一同御経を唱和 し、 支那事苦豊英鍍

に施餓鬼のよ必身偽智 K 耽ると と

管 時

1. 次で高松宮御下賜の御殿、貸物殿

庭問、主E廓大師木像、修号室道場等

l順次拝観見皐後同寺を僻 し門前数

了の蕗にある有名なる洞ケ峠を遠

望 して第二 の見穆先たる松花堂に

至る

1. 午後 3 時松花金主人西村 氏の説明

案内によ P茶室、庭図書事殴なく見

隼、一同の稗盆頗 る多 し

1. 午後 4 時本日の行程 を無事終了、

一同 随意解散ナ、往復二塁に達す

る徒ぷ去にも不拘何等の不平もなく

亦と得難き見隼なりしとの賛僻を

得たととは欣快である

倶 築部室春季大 舎

防空の歌 |  日 時 5月24 日午後 12時30分ー7時

防空消防 I  30分

海軍空襲部隊 |  集 合 所 南 海 電 車 難 波 際

見事曾 〈合勢幹事合主催) I  出席者 池周1' 1: 氏外25名

日 時 5 月18 日午前 10時30分一午 I  1. 午後 l 時南海難波探溌特急、にてー

後 4 時 |  路和歌山に向ひ、午後 2 時和歌山

集合所 男山八幡宮 |  活 、直ちに廻遊電車κ て公i週前下

見 隼 同宮前土務所、間関寺、松花 |  車、和歌山城に入る

堂等 I  1 . 和歌山妓天主よ り市街展望眺望絡

出 席 者 岩 佐 信 也 氏 外 19名 l  佳伸び行〈和歌 山市の姿に一入夜、

1. 朝来曇天な P しも次第に快晴に向 |  識を深めつ L 次で諸陳列品を観覧

ひ絶好の見皐日和とな P たるも 、 |  の上同城を下 P再び電車にて紀三

箇日淀競馬場の開場 日な目しため |  井寺に向ふ

1. 午後 3 時過ぎ紀三井寺に参詣皇軍

の武主E長久を祈願のよi舎の虫日告和

歌浦一得を眺望 して下山

1. 再び電車にて和歌浦下車玉津島市申

紅、盟鐙市jI 制二、* 照g 等を徒歩に

て順次参拝祈願のよ午後 5時晩餐

合場新和歌浦援海棋に安3昔、一同

氏聞に於て風光絶佳の海岸一得を

眺めつム休憩歓談 に、閣悲に 、将

棋に或は入浴さ芋思び思 u-r-: 宇 日の

疲努を醤ナ

1. 午後 6 時一同治j夜、開宴三浦幹事

長よ り挨拶あ り、 之に封 して参 加

者を代表 して原岡千歳氏よ り謝西洋

ぁp、和歌山よ目出 張の美人酒欄

を斡旋各自在止を設 して午後 7 時30

分間合随意解散ナ

1. 本日は朝来曇天に して一時は降雨

を見るか とも思はれ、天候気遣ひ

たるも幸に そのと とな〈 無事激定

の行程を終へたるも晩餐合場に於

て突議事故愛生参加者各位に御迷

惑か けたると とを陳謝す

曾 員 動 古事

唱E 員

坂 本 秀 雄 君 東 区 大 手 通 l の26(松

村組〉

江 尻 升 彦 君 紳 戸 市 林 岡 高 蓮 宮J盈

4の17内田裕彦方( 兵

庫県系締ま矢部建築器具〉

深井 孝 君 吹 岡 市 1316 ( 建築

設計業〉

鈴 木 暗=に君 堺 市 南 向陽町 l の39

〈大倉土木株式合枇〉

千 原 大 五 郎 君 京 都 市 東 山蕗紙関宮

本町 537武内幸二方

( 竹中工務底設計部〉

長津 武 君 住 吉 区 間 違 東 之 町 8

の39 ( 兵庫 l際普察部

建築課〉

地 方 舎 員

碓 井 憲一君主紅京市本所区緑町 2
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の14 C内務省防空研 肥塚 腕 君 谷 幸 三 郎 君 岡 崎 池 野 逸 郎 君 成 島 j騒佐伯郡大竹町

究所〉 ｾ兵衛君高橋市磁君中村重 6 区間淵別J t E 裳

黒 j 岡 京ー君 北 支 波 澄 甘 粕 部 隊 本
好 君 小笠原善 諸 君 住 吉 直 波 口 町433のl

部気付近藤部隊
地 方 曾 員 住吉郭圏内

西 村 正 春 君 鞍 山 市 公 署 工 務 長 主 都
久保岡秀稔君 f中国 孝雄君 ｾｾｊｉｉ＠ 憲 君 呉 市 笑 海 軍 建 築 部 建

邑計蜜科( 同科〉
特別賛助員 築設計係内

特別賛助員
上 林 侍 ー 君 今 岡 周 之 助 君 平 島 八壁 俊 夫 君 西 淀川区海老江上 3

赤 松 匡 彬 君 南 区 日 ; 本 橋3の26C石
理主君

のう

茨鏡石採掘 ｾｊ 証〕 普遜賛助員 富 永 勉 雄 君 海 南 市 名 高 390 番地

家生健五郎君' 池岡市室町10番丁
今 井 喜一 君 井 上 政 光 君

鈴木文治郎君 向山 県系倉敷市首5茶 ノ

( 建築用窓紐ロ ープ 屋神崎組倉敷出張所

各種〉

; 韓 居 ・ 轄 動 j
笠 野 藤 吉 君 京 都 府 東 舞 鶴 市 舞 鶴

大 江 種 男 君 兵 庫 蘇 武 庫 郡 魚 崎 町 海軍建築部溝尻東宿

横屋字宮本532の2
曾 員

合6の506盟主

( 朝日 ピル内品川 白

三 好 喜 三 郎 君 東 京 市 世 田 ケ 谷 区 鳥
和久 ftk二 君 佐 世 保 市 俵 町 海 軍 建

練瓦株式含枇〉

山町759
築部第一職員宿合

洲川 変造君兵庫県議武庫郡鳴尾村

富 永 亀 雄 君 海 南 市 日 方 町 芦 原 10
八尾 良重量君東京市京橋直京橋 2

鳴尾字国代16 ( 朝日

10保国政吉方

丁目 2の4須原屋ピル

ピル内品川 白線瓦株

牧野 忠 君 豊 能 郡 岡 町 襖 遁 2 番
木村組出援所

式合枇〕

地
中井 孝 夫 君 和 歌山県系有 田郡八幡

岡代 一 君 北 区 堂 島 中2の39の6

高 源 定一君 神 戸市葺合区琴緒町
村清水

( 株式含量土朝日ピル

2の23番屋敷の2
黒 明 澄 夫 君 旭 区 今 稲 南 !の 120

ヂング〉

背 山 E 議 君 東 京 市 溢 谷 直 幡ケ谷
平 岡 豆 男 君 姫 路 市 白 園 東 洋 紡 稽

鳥ヨヨ 1fi: ニ君 芦屋市酉新田477の4

本町 3 の 377 高須方 位枇宅

( 株式合枇朝日ピル

( 住宅塁手図東京支所
政 問 基 次 君 佐 世 保 市 袋 町 佐 世 保

ヂング〉

建設部工務第 2 諜〉
海軍建築部第一i磁員

属 高 永 郷 雄 君 神 戸 市 外 垂 水 町 西 霊

石岡 定 夫 君 南 河 内 郡 大 仲 村 大 字
宿舎内

7. 1 < : 高丸( 小林謙三建

坂 持 467 石岡利之方 松 尾 博 元 君 大 阪 城 内 中 部 軍 司 令

築事務員可〉

大内 茂 君 紳 戸 市 須 磨 区 松 風 町
部経理部工務課第三

湯 浅 慶 三 宏 西 直 北 堀 江 御 池 通 2

4の54
建築挺( 勤務先〉

丁目( 日産興業株式

京 極 行 雄 君 住 吉 区 高 代 西 4 の61 地 方 曾 員

合枇〉

瀬川 久 維 君 東 舞 鶴 市 字 儀 部 下 4
杉 本 正一君 天 津 日 本 租 界 花 園 街

荒木重主主君 泉北郡演寺町船尾69

の II i  1木村組出張所
8 株式合世清水組天

6  C専門大鹿〉

藤本 誠 君 奉 天市大和直加茂町
津出張所内

山口 陽 務 君 布 施 市 北 蛇 草131C日

16続満州大林組 後 藤 勝 男 君 奈 良 勝 生 駒 郡 南 生 駒

滅工業新聞枇〉

建都幸一郎君 阿山県系御津郡町石村 村字乙閃

嘗通貨助員

字宿小字三軒家清水 大 隅 貞 客 君 下 関 市 京 総 !I庁793

上 回 登 遜 君 住 吉 区 住 吉 町195

組作業所内 吉原恨一郎君 北京市西交民交31署長

植 場 久 富 君 府 下 三 島 郡 高 槻 町 大

E者瀬 初 夫 君 吹 田 市外千里山住宅 北交通株式合枇北京

字高槻202

武 山 . 行 努 君 大 正直北恩賀島町46

地下新田 3番地 銭路局工務長主建築科

南 楠 博 君 商 宮 市 千 歳 町34

1溜口 芳 織 君 東 京 市 荒 川 直 三 河 島 佐 4 木義 夫 君 東 京 府北多摩郡三鷹

山) 11 忠男君滋ｾ三僚主主 Ｓ の ＳＷ
同'[ 7の708 日本建鍛工 l町下連雀 194

業株式合祉 村山 自 助 君 札 幌 市 外 月 寒 健 軍 官

百二万

坂本竹三郎君 名古屋市中区成小路 合第 2 l¥[ 65鋭

通 6丁目大杯組名古 富 松 政 行 君 満 洲 閣 奥 安 北 省 公 私1

唱E 員
屋支脂気付 開拓民連建設科建築股
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永 世 事 施 雄 君 東 京 市 麹 町 3 番地丸 吉見 英治君 北支滋遺土矯部隊本 3の4 藤江商庖方

ノ内 2 の 12 ( 目立製 部 滞 家 政 情 君 徳 島 市 祭 町 清 家 伊 助

作 所地所部〉 伊 藤 朔 君 神 戸 市須磨区若宮町 ヲョ

石 原 靖 介 君 東 直 今 橋 4 i s : 地三菱 l の89 二宮 議 君 北区 東 野田町 5 の75

信託ピル東畑建築事 村 上 若 者 一 君 尼 崎 市 常 光 寺 竹 F 花 永山健盆方

務所内 106 番地 酒井 動 君 南 河 内 郡 埴 生 村 大 字

富岡 ヱ 君 北 支 第 120 野織局気 特 別賛助 員 地生野葛井寺前13の

付土橋部隊経理部除 横 田 兵f山 君 勤 務 先 大阪 日新工業 2  

州出 張所 枇 商 野 春 夫 君 住 吉 富 山坂町3の 129

四宮安太郎君北京西安門大街 ＴＶｾ 応 大西ｾ七君束直北滋 Ｒ 丁目双葉 田中信夫君泉北郡大著書I l l r F僚

瀬川 際平君主出州満洲第 602 部 隊 商舎内( 共祭商合〉 井 奥 主主君 三重県系四 日市市灘滋

加国 安 彦 君 東 区 餌 差 町42番 地 村 谷 定 君 大 分l孫北海部郡}I! 添 横須賀海軍建築部宿

南 出 信 雄 君 東 京 府 立川市盗 町 2 村 大 字宮河内4096番 舎内

ノ35 地 積 田 正 範君 北直都島本通 7 の50

谷 口 E ー 君 山 口 j孫伊佐町下村閣 嘗i亙賛助員
都島第五小摩校新築

弘方 鈴 木 秀 次 郎 君 東 京市日本橋区 本町 工事湯浅沼組出張所

防 空 建 築 施 設 に 関 す る 講 演 舎 概 況

主 催 建 築 撃 曾 ・ 日 本 建 築 協 合

建築患舎と共同主催による本講演 小宮講師は工場獲電所外数項に豆

舎は，四月以来各般の準備を盤へ中 P約一時間宇悶表及パン 7 レツト重妻

都 軍司令部、大阪府、防空協合大阪 照詳細講演。

支 部、後援の下に p 去る五月二十日 比の問苛舎者より左記注意をなナ

二十一日の二日聞に豆り大林組本時 1. 講演内容 質疑臣室答は昔前に てな

務 都 於て激而案内去る 次第に ょっ す事

て開催、雨日共終始盛合複に終了し 2. 明二日目も 聴講券持参あ りた毒事

た り。 3. 明 日はE 六時開舎の事

本他は各方商より非常 な好評 を以 4. 明 日は多少座席徐裕あるはづに つ

て迎へ られ、忽ち満員となり多数申 告工場方面人員を制限 したる 向一

込 の工場に針 し人員制限するの止む こ増員差支へなき事

なき に至 りたる程の盛況であ ヲた。 5. 本タは次の映在留にて! l !Hきとし解散

第一日 後は階段より下 P られたき事

定刻j 中西主言己司舎の下に開合 次 に 侠 爾

宮披逢手事 空襲下の列強、工場銭山の防m

皇軍; 将土の武運長久 と英震に封 し 解散九時三十 分

塁走穏を捧げたる後井上新二氏紹介主主 本 タ の 入 場 者 五 百 僚 名

窓、井 上回j 舎長は片岡合長念鋒東上 パンフレツト質上 約三百部

のj s代理 として別項の iiIi V! 地舎の僻 第 二日

を主Eべた り。 定刻正六時開合( 開台前図表、模

次に新海諮問は 工場防銭外壁主演図 型童話良等合場へ展示〕

表及パ ンフレツトを参照しヲ L 約一 玉置主君己司舎の下に前日 f亡引綴き左

時間に亘 P詳細講演。 記によ り主主行

此の間五分間休憩後再開 イ、星野講師は儀袋問題に就き 図面

模型及講演資料を参照 しつ L 約

一時聞に豆 P調理演さる

口、阿部講師は防空総設、感校防空

其hコ他K づき此れ叉図表資料参

照約一時間宇に豆り詳細熱心に

講演る P。

岳. .  崎司' 事

関 舎 の 歯 車

片岡合長 〈代理〉

今般建築皐舎 と否が日本建築協舎

と共同主催の下に本講演舎を開催致

しまナ K 就きま して、中部軍司令部

大飯府、防空協合大阪支部の御後援

を賜りま した事を感謝いた しまナ。

倫各方面より多大の御共鳴を得ま

して、 i T ( 多重立御茶聴を辱ふしまし

た事を厚 〈御認申 上げまナと共に 意

外の盛況であった震に合易狭隆を来

たし高事不都合勝の駄御許 しを 願ひ

ます。

更に工場側係方面よ P は、多数の

御巾込を受けまして、とれは布、共の

最も歎迎する民主なるにも不拘、舎場

の都合で、英の人員を制限せねばな
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らぬ結果となりました事を、此の席

よ P御詫び申上げます。 f可卒御許し

下さ い。

今夕は耳廃合協合タ卜の方も多重立御参

集の事であ Pまナので、私共が多年

絶叫し来って居ります都市防空問題

と本務演合開催の主旨を簡単に申上

げ将来一層の御共鳴と私共の事業に

御援助を御願ひ したいと思ひます。

東京に本部を有する建築容舎に於

きま しては、昭和拾萱年より委員舎

を設け、都市防空上建築に 閥ナる諸

問題に つ き調査研究を進めて居りま

すが、就中防護室、工場防空施設、

僑袋、防火、防主主主す策及宣停、 防空

計鐙等に力を注ぎ、今日迄成案を得

たるものより其の都皮j諸一建設申請、

図書及パンフレツト軍基行講演合泉質

舎の開催等アラユル方面より非常な

努力をま裂けて居 り、 本講演舎も其吃、

事業の一端であ ります。

叉日本建築協舎に於きま しては昭

和九年初めて防主主演習の事が関西に

開始せられま した時よ り都市武装促

主主幹事舎を設置し、 防火建築の促進

普及避難設備の完備、防火地匿の抜

大 、m獄道路と公園庚場の設置、航

空港建設、防空 K 関する 宣停等に闘

し遂竿之が調査研究と其の貧現に遡

縫し、今日迄に第一 11;; 防空演包開始

以旅毎回参加 し、 論文並にポスタ ー

の募集記録其他図書軍基刊 トー キー映

留の作成褒表、告書装遮蔽工場燈火管

制、浪費舎、講演舎、座談合の開催

其の他重要建議申請書事は片岡合長直

接関係大臣に手交具申ナるなど之等

の目的貫徹に努力し凍り 、建築感舎

と殆ど同一 目的の下に東西相呼出足し

て防空事業に不煩の努力を E しつ L

あるものであります。雨舎が今日 迄

なし来っ たとの調査研究運動の結果

は、阪に新聞其の他にて御承知の湿

り法令に 、或は建設に防火改修に都

市青j-l l.i:に相笛質現 されつ L りますの

は淘に私共の欣快とナる所であ P ま

す。

VJ I  4 8  

今回の講演舎も此の扇舎の平素の

趣旨に基き開催 しまし たもので、更

に各方面一層の御協力を希ひl Wf J かな

りとも緊迫せる現下の時局に Q. nlf'.Ji さ

れる資料の一端ともならば、私共の

光策とし亦本講演舎の意義の存 ナる

所かと存じます。

時局は目下- B 1 ! ¥波和 された かの感

があ りまナが、間際情勢は刻 J 々に怒

イヒのー主主 を辿って ゐま す。此の際防

空施設の完備は焦眉の念を要するも

のであ りまして、 殊に工場の防空施

設は其の性質の重要性に鏡み、緊急、

なる問題であ ります。 共の芯l成で御

静聖書、を煩 し皮い と思ひまナ。f;' ;J j，却多

忙中ながら何卒明二日目も是非御繰

合 言御茶合 ドされんことを 御願ひし

まして、御挨拶に代へる次第 で街l座

ゐます。

間 舎 の 僻

今林 ｉｊｉｊｾ 長

片岡ｾ 長が 十九日夜より念に上京

され、昨夜 I淘舎の僻を申 述べる事が

出来ませず、井上則合長が代理いた

しましたので、彩、が間合の街l挨拶 と

御越を ft 上げl 1 f . いと存じます。

此皮建築摩舎 と日本建築協舎が共

同主催で此の講演舎を[ 羽 rmいたしま

した庭、御後援者始皆様方より多大

の御質問を I頁きまして多数の御来場

を辱ふし 、非常な盛合裡に廷に此の

合を悶ぢる撃になりました。

Ｇｾ ＭＱＹＩ 本 講演舎は術専門的に近い話 ー

なので 、車合

協合員並に工 “ 一一 ーーー
九 句 、 弘 山 、

場関係の方 々 竺＾Ｍ｟ＮＮＮＮ ｾＭ ＭＭ

を目 4214主して

大阪、紳戸 、京

都で講習舎に

してはとそ の

:武見もありま

したが、東京

より態々回 F

して頂く務向

の関係」二、大

阪一個所で誘

演舎を開〈事となりま した様な次第

で、講師の方も少い l時間で其の調査

研究の一端を御話 しになるのに 御骨

が折れた事と思ひますが、皆療に於

かれましでも興味的には薄いｾいお

話を二日聞に亘 P熱心に 御総務下 さ

いま した事を 厚 〈御世申上げまナ。

逼迫せる現 F の非常時に皆様が防

空問題に繭 し不随iの御研究をなされ

つ L あることは申す迄もありません

が、此の講演舎が其の資料の一端 と

もなり柳かなりとも御参考になりま

すならば私共の欣快とし 、叉本催 し

が、%t 義ある事であっ たかと存じま

す。

終 Pに臨みまし て井上氏が述べま

した通り意外の盛況を見ました然、

令場狭隆を来た し御巾込を御Wr !Jし

た向きもあり、或は資料印刷物の不

足など大鑓不行届と御不便を奥へま

した事を深〈御詫び市上げまナ。

防空施設が急務である事も今夏申

す迄もありませんが、其' $ ! . 施に' & つ

ては皆様の御盤力なくしては策現し

得 ないのでありま す。どうか邦家の

伐其の事業の主主かに遂行されま ナ絞

に御努力をお頗ひ致ナ次第でありま

す。

主主に後援者及諮問並に皆様に封 し

深甚の感謝を表 しまして御挨拶の言

葉 と致します。

.... " ・
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30 Iテラカツ F ータイル |伊 奈 製 陶 総 式 含 拡

31  

32 1靖子製品、 m. ラッカー |旭署骨子械式令拡

州

問

祉

資

ル

b

官

合

引

拡

タ

式

業

晶

ロ

メ

株

工

式

ル

遜

-

社

株

F

ヱ

パ

舎

料

シ

材

ラ

名

塗

エ

木

ト

合

本

リ

所

外

イ

訟

島

日

オ

造

内

-

7

舎

稲

大

浪

セ

物

ト

・

2

ル

-

敷

イ

ト

ク

F

ア

ム

ラ

-

ッ

メ

ド

ゴ

、

レ

ド

テ

凡

本

放

Z

Z

E

ロ

タ

'

見

侍

夕

、

ピ

プ

ジ

板

y

許

ツ

Z

F

M
科

エ

ヤ

ヨ

待

テ

タ

ナ

塗

コ

p

=

u

受

士

ッ

7
火

ル

オ

板

・

ヘ

タ

噂

宮

テ

コ

防

ペ

r

、
J戸

、
J

J
F

'

h

U

司

'

'

n

N

u

n

u

，

角

P

、
J

P

、
J

F

、
J

戸
、
J

a崎
・

，
、J

60 1屋根天各種

61 I耐酸防水材料

高松 菊 治 郎 商j苫

田中昌司商庖

62- 63 I塗料及顔料
日本イイント株式舎世

33  に ご 二 ご た ・7: |脇 ド ア ー チ ェ ッ ク 製 / 64 /雌 蜘 緑 板 、 z ムテ ! 日 東 物 産 株 式 鮒

グ ヒシヂ I，r " ， I  ｕｾ＠ Iッ! I ^

' -
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綱 審 械 | 材 軍 事 種 別 出 品 者 | 細 書 娘 | 将 来 書 積 割

65 . ールワックス

リノ ｆ ユームワックスｼ金問 Ｑ ｴｾ 匹研究所
92- 93 

94- 95 

96 

66 

E塗料及防腐剤

67 I防水剤ロー F λ

68 I晴子製品

紳東主主料橡式曾枇

E宮城f七軍工業総式合祉I 97 

に阪 Jn苦業所

橡式合量士島問精子製造

所

98 1揮官戸健夫一式

幽 晶 君r

減戸燦A 開 酒 出 張 所

69 

99 I日之出印アス 7 アルト| 日本宮築紙工大阪支庫川

加工品

70 

71 

100 I洋室家具製飾

領日鐙スレート、波形1靭日スレート株式合枇I 101 

Z レート

72 I防空用旭町音;幕 旭レール縁式舎近

102 

73 

103 

104 

74 x. 1I =- ツトパ. f "7・ l野同合名含量士

中原家具製飾底

波型石綿スレート. ;fミ

105 I綿 スレー h 光り波型|日 ;本スレート縁式令量t

75 空 襲 襲 用 欄 問 、 同 床 | 服 役 貯3出

f f ラス

106  I強性ラ イト
日本特殊鎖士総式令量士

76 I左官建材料一式 南育宏本底

107 I洋 文 各 種
日本l'fl: A 株 式 舎討:

問中式防主主暗幕、特許

77 
モ F ノイト不燃板 | 有限曾枇闘中商舎

108  ｉｾ 祭参考塗料 見事 |籾函ベイント株式舎近

78 

放熱器、放警告管、冷鐙

房換気投b首用品 |理化筆興業株式千宇佐
A  

リノリユーム、 F ノ引東洋リノリユーム株式

イル、 リノウオール | 曾於

79 

B， ｉ 防火浸ｾ剣セロン | 伊疏元商底

80 

81 

82 

83 

- 7 イ ング

84- 85 I  
スーパライト

B.  ｉ 美ｾ

Bs I電線管及附属品

B .， リーダ被アートガン

c， I進国殻宮十置

佐 久 間 工 鰍 式 制 ICt-cJ ラスモザイク

86- 87 I長ツチクラス及硬化竹| 日本竹筋工業所 I  c. 

0 1  Iやよひ スレート

88- 89 ｬｾ 開水翻防器 具ｼ日本機械工業 株主時世
稲山ヨミ臼倫相b滋 装 置 | 大阪支度 O

2  コシヂツトチユーゲ

90 I厚重量 λ レ - t  

91 

VI I  5 0  

開 ス レ ー ト 株 式 側I 0 ， I寄木床張

甫需E下

実素工業所

合資舎近脇島商底

4ーダ産材工業株式舎

須藤造園研究所

日本陶総量t

松井高底

昭和コンヂツト株式曾

祉

ー 楽 屋
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編

後

揖

ae 

• 

級自設さ七月 lJt，W: r城郭l J 批と して、主主に御目湿 り

する 。先、放邦研究の第一人者である文部省考鐙官

烏初正雄氏 より「 日本城却の種類及び併造 J 名古屋

高工敬俊披戸久氏よりは 「近也・日本減車11における防

備的施設」それに先程まで文部省閥究建造物羽交室

にるって、鋭意閥従指定の制査に導念 してをられた

梅島英太郎氏よれ先年| 剥t賢建造物に指定京都市に

下賜された「ニ依城二の丸J についての寄稿を得た

ζ とは、 令貝在高君と共に蒋びたいE誌である。

加』、るに、藤島亥治郎防士よりは、博士曾遊の地

たる 「倫敦ムヰJ につ いての秀綱を頂き 、とれ を諌む

に、今や時代は移! 1 ?J! ! 1 ドイツ空軍爆撃下にさらさ

綱 絹 常 務

大 下 順 三 郎 li 母 国 孝 男

培 )1' 紋 Y.i小 林 清

れつ L あるを見て 、感慨深きものがある。 f旬、共他

御多用中の民主まげて御寄稿賜った古川・ 佐藤氏に封

しは く御設 け1 し上げる 。

街には 朔 ;;1湖職の 枕タトが請をぴ、欧洲の空には暗雲

徐 た々 Y よふ。 こ L しば ら〈は 梅雨空の如 〈うっと

うしさが続 くであらう。その折も折、その昔、 - 1喝

を守る側1へとして澄られた 「妓事IlJ f ' C ついての智識

を新たにするも 、 叉奥深き ζ と与 信ずる 。

合 ｊｾ ｾ の示す ｊ 湿 り、 新たに編輯常務と し て増井敏克

氏を迎へ、夏に 、編栴係と して山形袋一君を符て 、

編斡陣を強化する事を得た。今後の活躍を剖目 して

待たれよ。

建 築 と 註 曾

第24i院 第 7 D)l

l加 50銭 ( 郵務2銭〕

毎月 l 回 l 口稜行 定 償 ⑥

12)]JJ- 6 図 ( . . 24銭〉

昭和 16年 6 月25 日印刷 昭 和 16年 7 月 l 日後行

r ; t 行・銑i 偽

印 刷 人

大阪市北区朝日ピル日本建築協舎内

印 刷 所 プ ラ ト ン 印 刷 I仕

大阪市西民江戸沼南遜 2 丁目 13若手池

宮 責 行 所 E更 日 本 建 築 協 合

大阪市北区中之島 3 ノ 3 朝日ピル

電話主主北波( 23) 4501番 ( 9)

仮 替 口 座 大 阪 3 9 9 7 5 番

待約阪貿鹿 柳 々 堂 書 出

大 阪 市 西 阪 京 町 痴 羽 子 板 祷 筒

電信土佐繍 2 4 4 0番

媛替口座大阪2084番

戸
i

 

l

 

j

 

禁 輔 載

ヨドm!l に掲軍Eせるものは、一切これを無断にて

将軍2し叉は単行本に上梓その他の複製行策を

なすことぞ祭宇。

庚 告 掲 載 料 金

グ ラ ピ ヤ I I 頁 I I 醇I

くili 1 頁〉

55. 00 

グ ラ ピ ヤ I I 頁

( 百} 2 頁〉

l 回 45. 00 

後 附 1 I 頁 I I 阿 2500  

弘
附 1 %頁 1 I 回

15 00 
後

記 事 中 ! ; { 頁 1 I 悶 1 20. 00 

ー ・一 一

λ べlf?昨日t

表 紙 3 ! ; {頁 1 I 回 1 20.ω  

表 紙 4 ! ; { 頁 I I 回 I 30. 伺

成告掲載御申込は本舎へ直援願ひます。

本誌賂隷御注文はすべて前金で本命直接又

は待約底へ、t辰替貯金又は匁替で i卸19P込を

願ひます。郵券代用は一割増、代金引換は

お街り致します@
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